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　　序章　或る家族の肖像







　ここのところ、シオンは悩んでいた。心配だったのだ。

　どんよりと黒雲の低く垂れ込む、生あい憎にくの空模様である。天気予報によれば、今日明日あたりから関東も梅つ雨ゆ入りらしい……いや、心配なのは雨ではない。

　頭上へと向けていた視線を、傍かたわらへと落とせば、其そ処こには一人の少女が居る。シオンから見て随ずい分ぶんと低い位置に流れる黒髪は丁てい寧ねいにブラッシングされており、指を入れれば何の抵てい抗こうもなく通るだろう。

　シオンと同い年の十七歳にしては、随分と幼く見える横顔だった。髪かみ留どめなしに頭巾ウインプルを被かぶり、シスター用の修道服をきっちり着込んでいる。赤子を抱だくように両手で持っているのは大きな花束、白のカーネーション。同じものはシオンの右手にもある。

　それら清せい楚そな装いが一層彼女を幼く、儚はかなげに見せている。シオンの悩みの原因は、つまり彼女だ。普ふ段だんはこうではない、快活な少女なのに。

「……お前ってさ」

　シオンがそっと声を掛ければ、

「ん？」

　少女は小首を傾かしげて見上げてきた。生なま温ぬるい風が、長い髪と頭巾、スカートの裾すそを躍おどらせて過ぎる。その瞳ひとみは不思議な色に澄すんでいて、見み詰つめられれば言葉に詰まってしまう。

　思案と共に、首を巡めぐらせた。

　草深き園である。夏を待つ新緑の合間に、物言わぬ石せき碑ひ群が列を成している。東京都郊こう外がいに位置する、教会管理の霊れい園えんだった。小高い丘の中腹にあって見晴らしが良く、住宅街の色とりどりの屋根が見下ろせるロケーション。それらの生活感からは少しだけ遠い場所。

　石や草が音を吸うのか、辺あたりは静かだ。草いきれが濃い湿しつ気けとなって蒸し暑い。シオンの喪も服ふくは一いつ張ちよう羅らであり、冬着なので余計に。

「……毎年此こ処こに来ると、静かになるよな」

　そう続けるシオンと同じように、少女も再びぼんやりと風景を眺ながめる。

「そうかな？」

「ん、まあ、騒ぐ場所でもねえが……」

　シオンはそうやって、会話を自己完結させた。彼女が憂うれいを纏まとう理由は分かっている。その先への踏み込み方が分からないのだ。もう十年一いつ緒しよにいるくせに。

　少女は爪つま先さき立ちになると、小さく伸びをした。

「……なんか、随ずい分ぶん久しぶりな感じする」

「色々あったからな」

　去年もこうして此こ処こに居た。脳裏を過ぎるのは、霧きり煙けむる町に暗あん躍やくした一年だ。血と痛み、剣けん戟げきと銃じゆう声せい、焦しよう燥そうと戦せん闘とうに彩いろどられた、常ならぬ青春の日々……

「──おう悪い、待たせた」

　管理棟のある方角から、丸まる眼鏡めがねの大男が大おお股またで歩いて来た。その身を包む神聖服キヤソリツクは、どこか言い訳めいている。厳かな黒い装いの下には、神父にしては異様なほど鍛きたえ抜ぬかれた肉体が見て取れた。左手にやはり白い花束、右手に水みず桶おけを提げている。

　並んで歩き出す大男と少女の後に続き、シオンものんびりと歩を進める。石段を上り、石と緑と静せい寂じやくの園を、奥おくへ奥へと向かって行く。

　しばらく歩けば、他の墓石の列から一層奥まった場所に、紫陽花あじさいに半ば埋うもれながら、ひっそりとした佇たたずまいを見せる石せき碑ひが現れる。見上げるほどに大きく、他の墓石群を静かに見守るような気配がある。墓碑銘には『ＹＵ　ＫＯＴＯＳＨＩＲＯ』とあった。

　古こ都と城しろ優ゆ卯う。

　大男──古都城八や尋ひろにとってそれは、生涯をかけて愛し抜くと誓ちかった女の名前。少女──古都城八や慧えにとっては、幼くして喪った母の名だ。

　では、シオン──シオン・タケハヤ・ベルナルド、或あるいは竹たけ葉は谷や紫し苑おん、彼にとっては？　故郷と両親を喪い、古都城家に引き取られてから十年。毎年こうして墓参りに同席しているが、未いまだに少し戸と惑まどう。写真でしか見たことのない女性の墓参りに、どんな想いを抱いだいて臨むべきなのだろうかと。

「──お前、雑草頼むわ」

　八尋に声を掛けられ、

「おう」

　シオンは軽く返すと、屈かがんで雑草を抜き始める。

　八慧と八尋は水桶と掃そう除じ用具を使って、大きな墓石を丁てい寧ねいに磨みがいていく。一般的な教会式の墓参りとは色々と形式が異なるが、こうでなければという決まりはない。

　一ひと頻しきり掃除が済むと、八慧を中心にして左に八尋、右にシオンと並んで立った。献けん花かした後に祈いのりを奉ささげる。十字を切り、組んだ両手に顎あごを乗せて目を閉じる。

　古都城優卯。

　比類なき大魔術師にして世紀の大罪人、アレイスター・クロウリーが『大召喚グレーター・サモン』を行い、現世と異郷の距離を取り返しがつかないほどに狭めてしまうより以前にも、『悪魔』の加護を受けし者たち、『魔ま人じん』は、僅わずかながら存在した。今ほど数も多くはなく、力も強くはなかったが。彼女はそのような、最古参の魔人の一人であったと伝えられている。退魔師として多くの人を救い、教会より聖女の称しよう号ごうを賜たまわったと。個人の墓とは思えぬほどの巨大な墓碑は、彼女の記念碑でもあるのだ。

　シオンの見た写真の中で微ほほ笑えんでいた彼女は、八や慧えにとても良く似ていた。八慧よりもっとずっと大人びた雰ふん囲い気きはあったけれど。

　──優ゆ卯うさん。

　心の中で呼び掛ける。ここ数年で、シオンも故人の魂たましいの安らぎと平へい穏おん以外に、祈いのるべき文句を見つけていた。

　──オッサンと八慧を、どうか見守っててやってくれ。

　短く願掛けを終えてから、ちらりと横を盗み見れば、八慧も八や尋ひろもまだ祈りの真っ最中だった。もう一度目を閉じてはみたが、特に何も思い付かない──そうだな、後は……ええと……八慧が、まだ貴女あなたが恋しいみたいなんで……できたら、たまには逢あいに来てやって下さい。夢とかで良いんで……

　と、突とつ如じよ響ひびいたバイブ音によって、敬けい虔けんにして静せい謐ひつに満ちた時間は終わりを告げた。シオンと八慧が同時に顔を上げ、左方向へと視線を向ける。携帯電話を取り出して通話を受ける八尋へと。機械音おん痴ちは相変わらずらしく、太い指で押しづらそうにボタンを押す。

「おう、どうした？　今日は俺おれァ──」

　言いかけた八尋の顔が、何事か言われて強こわ張ばった。

「何だと？」

　電波の向こうから、切せつ羽ぱ詰つまった叫び声がこっちまで届いてくる。内容までは聞き取れないものの、何か只ただならぬ事件が起きたであろうことは想像に難かたくない。恐おそらくは八尋の所属する、教会直属の退魔師集団『熾天使の六翼フラベルム』に関係する事件が。

「四課の連中は何してやがったんだ！　被害は!?　そうか……分かった」

　通話を切り、素早く携帯を仕し舞まう八尋へと、心細げな表情を浮かべて八慧は言った。

「行くの？」

　八尋は八慧に向き直ると、眉まゆ毛げを下げた。

「……すまねえな、仕事だ」

　八尋は毎年、この優卯の命日、そして八慧とシオンの誕生日だけは、どれほど忙しくても僅わずかな時間だけでも作って、できる限り一いつ緒しよに居ようとする。だからこそ予想できる。余程の事態なのだろうと。

　八尋は続けてシオンへと視線を向け、

「頼むぞ」

　──俺の娘むすめを。

　その目はそう続けていた。真しん剣けんそのもので、普ふ段だんの茶化すような表情はない。ひたすら父親の顔だ。だからシオンも真剣に頷うなずき返した。言われるまでもない。

　そうして、八尋は踵きびすを返した。神聖服キヤソツクの裾すそが翻ひるがえる。

「……パパ！」

　八や慧えがその背中へと咄とつ嗟さに声を掛けた。数段下で立ち止まった八や尋ひろが半身振り向く。急せかす風でもなく。

　八慧はそれ以上何を言うべきか悩んでいる様子だった。頑がん張ばって？　それとも……行かないで？

　咥こう内ないでもごもごと言葉を捏こねてから、

「あの……気をつけて、ね！」

　ようやく笑顔を浮かべて言った。

「おうとも」

　八尋は八慧を元気付けるような、力強い笑顔でそう返すと、石段を飛ぶように駆かけ下りて行った。

　にわかに静けさが舞まい降おりて、緩ゆるやかな風が草花を揺ゆらす音が聞こえる。

　シオンは再び、八慧の横顔を盗み見る。ぎゅうっと胸元で白くなるほど片手を握にぎり、何とか繕つくろった笑顔はすぐ剝はがれ落ち、今、心細げな表情だけがある。どんな気持ちでいるのだろう？　母親の墓前で、危険であろう仕事に向かう父親を見送るのは。

　──そのとき、一いち陣じん、ごうと大きな唸うなりを立てて、強い風が吹いた。草花が激しく歌う。

[image: ]

「あっ！」

　八や慧えが声を上げた。片手でスカートを、片手で頭巾ウインプルを押さえながら。

　三人が墓前に奉ささげた花束が、舞い上げられて虚こ空くうで解けた。花弁に白く染まった風は、遠ざかっていく八や尋ひろの背中を、縁取るような渦うずを巻いた。

　突とつ如じよ現れた幻想的な光景、美しさの分だけ不安を煽あおる、暗示的な一いつ瞬しゆん。何ど処こかで烏からすが鳴いた。陰いん鬱うつで物悲しく、不ふ吉きつな声で。

　今、八慧の心には暗い予感が立ち込めているだろう。表情を見るまでもなく分かった。

　シオンは一層悩んだ。心配だったのだ。







　散らばった花を二人で片付け、管理棟に軽く挨あい拶さつをしてから、霊れい園えんを後にした。八慧はずっと口数少なだった。

　行きは八尋の運転する車だったが、帰りは歩きだ。品川までＪＲで行き、そこから伊い賦ぶ夜や市人工島方面へと向かうモノレールに乗った。平日の昼日中のこと、利用客は多くないが、シオンの銀髪と長身、加えて八慧のシスター服は流石さすがに目を引くようで、時折奇き異いの視線を感じる。慣れているので気にはしない。

　ボックス席の斜はす向むかいに腰を下ろし、通路側のシオンは組み膝ひざに頰ほお杖づえ、窓際の八慧は膝の上で両手を揃そろえて行ぎよう儀ぎ良く座り、流れる景色を眺ながめている。

　シオンは時折、八慧の横顔を盗み見る。

　どうにも目を引いて仕方なかった。何かに耐たえるように結ばれた唇くちびるも、いつもより少しだけ傾けい斜しやの緩ゆるやかなその眉まゆ毛げも、伏ふせられた瞳ひとみも。

　──きっと、大した事件じゃねえよ。安心しろって。

　そんな言葉が気休めにもならないことは、シオン自身が良く分かっていた。八尋に緊急出動要よう請せいが来るほどの事態だ。大した事件でない筈はずがない。余程の事態だろう。

　暫しばらく悩んでいたが、やがて無理矢理口を開いた。

「……まあ、なんだ……」

「うん？」

　八慧が視線を向けてくる。その瞳は吸い込まれそうな色。愁うれいを帯びて尚なお──否、だからこそか。

「オッサン、今までだって、無事に帰って来たじゃねえか」

　退魔師として、シオンの直接戦せん闘とう能力は高いレベルにある。その下地となる体術、剣術、心構えは、全すべて八尋から教えて貰もらったものだ。何度となく手合わせし、何度となく叩たたきのめされてきた。

　この事件は、並なみ大たい抵ていのものではないだろう。でも、八尋の強さは知っている。だから、

「信じて待っとこうぜ」

　シオンがそう続ければ、八や慧えは一度微ほほ笑えみを見せてから、再び目を伏ふせた。灯ともった蠟ろう燭そくが、すぐ風に吹き消されてしまったような印象。

「……パパがどんだけ強くても、やっぱり心配なもんだよ」

　八慧は毎年、この時期になると落ち込んでしまう。夏の直前、雨音が聞こえる頃ころになると。母親のことを思い出すのだろう。そういう時期だ。ましてや今日は母親の命日だ。喪うしなうことの痛みを知った日に、喪そう失しつの予感に敏びん感かんになるのは、当然だろう。

「まあ、な……」

　シオンは軽く息を吐はいた。心ばかりは、理り屈くつではどうにもならない──俺おれに何ができるだろう？　これ以上、何が言える？

　八慧には気高い野生動物のようなところがあって、傷は自分で舐なめて治す。気高く雄お々おしく、優しい獣けもの。梅つ雨ゆが明ける頃ころには、いつも通りの彼女に戻もどっているだろう。なら自分がこうして気を揉もんでいることも、自己満足の杞き憂ゆうに過ぎないのかもしれない……

　八慧は再び顔を上げると、悩み続けるシオンを見た。

「でも、ありがとね」

　見返すシオンへと、眉まゆを下げて微笑み、両手をぱたぱたと振った。

「私は大だい丈じよう夫ぶだから」

　シオンは溜ため息いきを一つ返す。

「……お前が強えのは、良く知ってるよ」

「うん、心配無用」

　八慧は小さくガッツポーズを見せる。朴ぼく念ねん仁じんのシオンでも見み抜ぬけるほど、あからさまな強がりだった。

　返す言葉なく、窓の外へと視線を向ける。

　すぐ横には高速道路が走り、その向こうに緑色の海が広がっている。それほど遠くもなく、優ゆう雅がに回る発電風車の白いブレードが幾いくつも見える。人工島が近付いている。

　伊い賦ぶ夜や市の誇ほこる海水浄化プラントの働きによって、東京湾の水質は目覚しい向上を見せているが、流石さすがにこの天気ではコバルトブルーの眺ちよう望ぼうというわけにはいかないようだ。海面は曇くもり空を映して暗い。

　シオンの心も今は、この空と海と同じ色だ。

　──今の八慧に、何がしてやれるのか。

　例えば悪あく魔ま、獅子頭衛兵長サブナツクの力を使えば、銃じゆう弾だんだろうと爆ばく炎えんだろうと鉄の武具だろうと弾はじき返して、八慧を守ることができるだろう。制約こそ多いものの、天焦火翼フエニクスの力を使うなら、死の淵ふちからも救ってみせよう。

　しかし、魔ま人じんとして振るう悪魔の力では、彼女の心を襲おそう不安と悲しみを打ち払はらうことはできないのだ。それがひたすらもどかしかった。

　膝ひざの上に乗せられたシオンの左手、その薬指に輝かがやく指輪。夢見にあって神より秘ひ儀ぎと知恵を賜たまわった賢けん者じやにして、広大な楽園と律法を統すべた聖王、ソロモンの秘宝。七十二柱の悪あく魔まを従える力と、悪魔と戦う運命をシオンに背負わせた強大な遺産。

　……しかし、それがどれほどのものだというのか。不安の黒雲に閉ざされているであろう、幼おさな馴な染じみの心すら照らせないのに。

　もう一度、深く静かな溜ため息いきを吐ついた。心は理り屈くつではどうにもならない。本当に痛感する。

　八や慧えがどれほど強くても、それだってシオンが心配しない理由にはならない。







　　一章　ファーサイド・オブ・ザ・ワールド







「……おっ、ソロモン、久しぶり！」

　入り口近く、シオンの来訪に気付いた同どう僚りようの一人が、そんな挨あい拶さつを向けてくる。

「ども」

　シオンは淡たん々たんと返す。

　人工島の南西、省庁や官庁が整然と立ち並ぶ土つち神み門かど区の一角。一ひと際きわ大きなシルエットとなって聳そびえる多層建築メガストラクチヤーの、十三階にあるティー・ラウンジ。木材と煉れん瓦がの温かみを生かしたクラシカルな内装に、こだわりを感じさせるアンティークな調度品の数々が映える。

　誰だれ知ろう、この近未来的な建造物こそが、十年前から激化の一いつ途とを辿たどる対異郷、対悪あく魔ま、対魔ま人じん戦線に於おける最前線基地、特務機関『黒装退魔師団ホーリーオーダー』の本拠地であることを。

　誰知ろう、このラウンジに集う性別も年齢もちぐはぐな集団こそが、名のある悪魔らと契約を果たし、その力を振るって魔人を誅ちゆうする魔人『黒装退魔師団ホーリーオーダー』であることを。

　今日、シオンと八や慧えは非番だったが、時間が空いたし顔を出しておこうという話になった。何か事件でも起きていないかと気き懸がかりだったし、慢まん性せい的な人手不足は知っていたからだ。職業病というべきだろうか。八慧にしてみれば、仕事をしていた方が気が紛まぎれるというのはあったかもしれない。

「──聞いたよ、魔ま王おう級倒したんだって？」

　さっきとは別の同僚が言う。

「ああ、まあ……」

　半月前に起きた事件で、シオンは確かに魔王を退けた。しかし、そのことで胸を張る気にはなれない。魔王の強大さと、日常の儚はかなさを思い知った事件だった。

「俺おれ一人の力じゃねえすよ」

　仲間のお陰かげだし、運も良かった。次戦えば結果は分からない。

　シオンがそう返せば口々に──「いやいや、にしたって凄すげえよ」「流石さすがはウチのエースだ」「その調子で頑がん張ばってくれよ」……室内を歩く途と中ちゆう、挨拶や賞賛と共に、バシバシと周囲から肩を叩たたかれるのには辟へき易えきした。結構遠えん慮りよのない力加減で。

　カウンターへと辿り着くと、チョビ髭ひげのバーテンダーに声を掛ける。

「えっと、コーラ……」

　ちらりと背後を見る。黙だまったまま俯うつむき加減な八慧の姿。

「……と、アイスココアひとつ」

　代わりに注文する。

「クリーム多め？」

　バーテンダーは、ビター・チョコレート程度の渋しぶみと甘さを含んだ声で応じる。

「ああ、じゃあそれで」

　カウンター・テーブルに腰を預けて待つこと暫しばし、出てきたクリーム山盛りココアを、横流しするように八や慧えの目の前に差し出した。

「ほら」

「あ……ありがと……」

　八慧はシオンを見上げ、両手で受け取る。

「──シオーン、ヤエサァン、こっち、こっち空いてるよ、カモォーン！」

　呼び声に目を向ける。怪あやしげな和洋折せつ衷ちゆう言語。

　人混み、というほどでもない騒がしさの向こう、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの伊達男デユードヴィス・コナーが、大きく手を振っている。赤シャツに白スーツという華はなやかな服装が目を引く。

　飲み物片手に、八慧と連れ立って其方そちらに向かった。テーブルを挟はさんで二人用のソファーが二脚と、一人用のソファーが一脚。残る一面はガラス張りの窓となっており、曇くもり空を映す海や、くすんだ町並みが一望できた。

　二人用のソファーにヴィスと、彼のパートナーである秋あき葉は原ばら笑えみ子こが並んでいる。師団の制服である戦闘用聖着バトル・サープリスに身を包み、気品を感じさせる所作で紅茶を飲んでいたが、シオンと八慧が近づくと黙もく礼れいを向けてきた。二人も軽く頷うなずいて返す。

「ＯＨ！　シスターヤエサン、ソゥキュート！　カワイイ！」

「相変わらずだねえ……」

　両手の指を組んだり開いたり、海外規格の大おお仰ぎようなリアクションを見せるヴィスへと苦笑を返しながら、八慧は空いたソファーに腰を下ろした。可か愛わいいと言われるのは苦手な八慧だが、ヴィスの場合は軽薄すぎて逆に気にならないと、以前言っていた。

　八慧の隣となりに腰を下ろしたシオンは、一人用のソファーへと目を向けた。

「……よう」

「おう」

　短く返したのは、怜れい悧りな雰ふん囲い気きを纏まとう青年だった。女と見み紛まがうばかりの長い黒髪を後頭部で括くくり、私服の上に戦闘用聖着のコートだけを着込んでいる。天あま津つ架かヶが世せ──黒装退魔師ホーリーオーダーの新参者。半月ほど前までは、家族の仇かたきである『火か焰えん使いの魔ま人じん』を追う復ふく讐しゆう者しや『魔人狩り』として暴れ回っていた男。シオンと八慧とは、ちょっとした因いん縁ねんがある。

「お前、ちゃんと学校来いよ」

　シオンが言えば、架かヶが世せは口の端はしを上げた。

「お前たちだって休んだんだろうが」

　八や慧えは片手でスプーンを一振りし、

「私たちは法事」

　架かヶが世せは目の前に置かれた湯飲みを手に取ると、温ぬるくなったほうじ茶を一口啜すする。

「俺おれだって退魔師として仕事してたんだがな」

　笑えみ子こがフォローするように言葉を継つぐ。

「天あま津つ君……良く働いてくれるのよ……」

　今日の天気の如ごとき暗あん澹たんたる口調だが、彼女はこれが常である。別に機き嫌げんや具合が悪いわけではない。

　退魔師は大体二、三人からなるチームを組んで動く。組み合わせは能力適正を考こう慮りよに入れて決められるが、入団間もない架ヶ世はまだ配置が決まっていなかった。仕事のイロハを覚えるために、色々なチームを転々としながらミッションをこなしている。試用期間といったところか。今はヴィスと笑子が教育係というわけだ。

「へえ？」

　シオンは眉まゆ毛げを上げて架ヶ世を見た。意外だ。チームプレイには向かない性格だと思っていたのに。

　笑子は言葉を続ける。

「魔ま力りよく追跡能力もあって……戦せん闘とうもいける……正直、ヴィスより有能ね……」

「ゥワッツ!?　ノー、エミコサァン、僕見捨てたらノーよ！」

　ヴィスが半べそをかきながら縋すがり付けば、笑子はうっそりと笑った。満まん更ざらでもなさそうな表情だった。

「見捨てやしないわよ……馬鹿ね」

「ＯＨ、エミコイズマイエンジェル……」

　ヴィスと笑子が二人だけの世界を構築し始める中、八慧はスプーンで生クリームを口に運びながら、架ヶ世へと言葉を向けた。

「ちゃんとやってるようみたいね」

　架ヶ世は肩を竦すくめる。

「互いに利用しているだけだ。言われた仕事はこなすさ」

　伏ふせられた架ヶ世の瞳ひとみに、暗い炎がちらついた。この光を、シオンは良く知っている。かつて己も辿たどりかけた、復ふく讐しゆうという甘美な逃とう避ひ行こう、その道行きを照らす鬼おに火びの輝かがやきだ。架ヶ世は仇かたきの情報を得るという目的があって、黒装退魔師団ホーリーオーダーに身を寄せた。

　復讐なんて間違っていると言ってやりたいのに、なかなか口に出せない。それでも何度か言葉にしたものの、平行線を辿るばかりだ。架ヶ世とはまたいずれ、信念を掛けて言い合うことになるだろう。

　架ヶ世の言葉と態度を受け、シオンはそんなことを考えていたが、一方の八慧は、

「ふうん……」

　機械的にスプーンを動かしながら、どこか上うわの空そらである。

　架かヶが世せは訝いぶかしげな表情を浮かべた。

「今日はやけに大人しいな、どうかしたのか？」

　スプーンを持つ八や慧えの手が、一いつ瞬しゆん止まった。すぐに笑顔。

「……やだな、そんなことないって」

「そうか？」

「そうだよ……んー、生クリーム美お味いしー！」

　架ヶ世はそれ以上突っ込まずに茶を啜すする。

　二人の会話に、シオンはそっと溜ため息いきを添そえた。他人にそれほど興味がなさそうな架ヶ世でも気付くほど、八慧の消しよう沈ちんぶりは顕けん著ちよなのだろう。或あるいは、架ヶ世が意外に気き遣づかいの細かい奴やつだったのか。

　シオンはソファーの背せ凭もたれに肘ひじを乗せるようにして、ラウンジを眺ながめた。

「……にしても、なんか今日人多くねえか？　こんなもんだったか？」

　誰だれにともなく言う。

　昼は学生、夜は黒装退魔師ホーリーオーダーの、二足の草鞋わらじを履はく生活。緊急出動がない限りは学校後に顔を出すことが多いので、シオンも八慧も平日昼間の本部は久しぶりだった。同どう僚りようたちとも普ふ段だんなら、勤務の合間に顔を合わせる程度だ。

「──簡単なことだよ、シオンくん」

　聞くだにしたり顔が思い浮かぶような、自意識の発はつ露ろを感じさせる声が届いた。ぼんやりとラウンジを彷徨さまよっていた焦しよう点てんを収束させる。シオンと八慧の後ろの席、即すなわち隣となりの卓つくえのソファーに、シオンと同じように半身振り向いた人ひと影かげがある。先に予想した通りの表情で、シオンを指差している。

「私の推理によれば、犯人は……キミだっ！」

　ボブショートの髪の上に鹿追帽デイアストーカーを被かぶり、中性的な細身の上に二重外套インバネスを着込み、其そ処こだけ見れば男と見間違えそうになる雰ふん囲い気きがあるが、二重外套の下はブラウスとハイウエストのスカート姿であり、歴れつきとした女である。

　若わか宮みや伊い古こ、十八歳。情報部諜ちよう報ほう課所属、伯はく爵しやく級悪魔『密告三尸アスカロス』を契約相手とする魔人であり、退魔師としてミッションもこなす。『探偵シーカー』のコードネームが示す通りに、明めい晰せきな推理力で魔人犯罪を追う切れ者だ。とあるコカイン中毒の探偵に心しん酔すいしており、ご丁てい寧ねいにパイプまで咥くわえているが、ファッションに過ぎない。

「なにがだよ」

　尋たずね返せば、伊古は指を振り、

「少しは脳細胞を活用したらどうだ？　使わないと腐くさっちまうぜい」

　シオンは顔を顰しかめた──面めん倒どうな奴やつだ。

「……三み嶋しまさん、どういうことすか？」

　伊い古こをスルーし、彼女の対面にひっそりと座っている男に声を掛けた。彼女のチームメイト、三嶋泰たい山ざんへと。

　三みつ揃ぞろえのスーツの上から戦闘用聖着バトル・サープリスの外がい套とうを羽織り、眼鏡めがね越しの視線を手元の分厚い本へと注いでいる。八や尋ひろとはまた違う意味で、巌いわおのような印象を持つ男だった。魂たましいの隅すみ々ずみまで鋼鉄で出来ているような。エージェント・シージェイ、即すなわち『裁判長チーフ・ジヤツジ』。副王級『閻魔王ネルガル』と契約を果たす、師団の中でも最強クラスの実力者だ。

　三嶋は本から顔を上げぬまま、

「君が魔ま王おう級を倒したから、悪あく魔ま憑つきたちが警戒している」

「ちょっと教えないで下さいよ、勿もつ体たいつけるのが私の流りゆう儀ぎなんですから！」

　ぶーたれる伊古。三嶋から返事はない。溜ため息いきを吐つくとシオンへと続ける。

「……ま、そういうことだよ。魔王級を倒したキミは、悪魔憑きどもの脅きよう威いとなった。強きよう烈れつな抑止力が生まれ、衝しよう動どう的に事件を起こしていた奴やつ等らが慎しん重ちようになったんだ。我々にもアフタヌーン・ティーを楽しむ余よ裕ゆうが生まれたってわけ」

「成る程な……」

　半月前の事件はシオンの知らないうちに、色々なところに影えい響きようを与えていたらしい。

「でもまあ、事件は起きてはいるがね。手口がより巧こう妙みようになったとも言える」

　伊古は語りながら、懐ふところから古びた手帳を取り出して開いた。

「人工島内だけでも、伏ふし見み区で起きた銀行強盗、大おお潮しお区にある坂に亡ぼう霊れいが出るという噂うわさ、咲さき原はら区に出しゆつ没ぼつする人ひと斬きり……関連している悪魔は、ある程度目め星ぼしが付いてるんだけど」

　シオンも調査中の事件資料には、ざっと目を通している。銀行強盗は余りにも痕こん跡せきが無いため、隠おん密みつ能力を持つ悪魔か、取アりポ寄ーせト能力の悪魔が関わっていると見られ、これは絞しぼり込めていない。亡霊坂は降霊術ネクロマンシー関連であり、伯はく爵しやく級『面影伯ビフロン』か、同じく伯爵級の『霊囁楽団長ムルムル』だと予想されている。どちらも死霊術の使い手だ。咲原区の人斬りは一番分かり易やすく、刃物は衣類や装そう飾しよく品ひん類を透とう過かし、人体のみを切り裂さいていた。異郷屈くつ指しの魔ま剣けんの使い手として知られる侯爵級『魔劒侯アンドラス』の仕し業わざに、ほぼ間違いないだろう。

　しかし問題は、

「──魔ま人じんが見つからない？」

　シオンが言えば、

「そう、どれもね。影かげも形もない。諜ちよう報ほう課じゃ皆頭を捻ひねってるよ」

　伊古は思案顔で頷うなずいた。今も彼女の脳細胞は、頭ず蓋がい骨こつの中でめまぐるしく回転しているのだろう。灰色かどうかは知らないが。

「魔人が手を組んだとかは、ねえのか？」

　シオンはふと口にする。基本的に名のある悪あく魔まは個人主義で、相互に協力することはほぼない。悪魔憑つきもその影えい響きようを受ける。しかし、全く有り得ない話でもない。

「それも視野には入れてる。キミに対抗するために、手を組む奴やつらも出てくるかも知れない。今の状じよう況きようは、嵐あらしの前の静けさって奴かもな」

「ぞっとしねえ話だな……」

　シオンと伊い古このそんな会話に、

『──待機中の退魔師の皆さんは、至急司令室まで来て下さい』

　鼓こ膜まくを介かいさず、脳に直接響ひびく言語が割り込んだ。指向性のない広域型通信念波テレパシー、シオンだけではなく、ラウンジに居た全員がそれを聞いた。黒装退魔師団ホーリーオーダー長官からの直接の呼び出しだ。只ただ事ごとではない。緊急出動ならヘリポート、ブリーフィングなら会議室、司令室に退魔師が呼ばれるというのは珍しいことだ。それも全員が。

　シオンと伊古は会話を止め、笑えみ子こに抱だきついていたヴィスも、ヴィスを慰なぐさめていた笑子も、読書中だった三み嶋しまも顔を上げた。シオンと八や慧えも、反射的に腰を浮かせる。

　そうして三十名余りが一いつ斉せいに立ち上がれば、勇ゆう壮そうな踵きびすの音ね色いろが木霊こだました。まだ団員として慣れていない架かヶが世せだけが、やや遅れる。

「──物々しいな」

　廊ろう下かを駆かけ足で進みながら架ヶ世が言う。

「そんだけデカい事件ってことだ」

　シオンが返せば、架ヶ世の瞳ひとみは強い光を湛たたえた。

「俺おれの仇かたきが関わってくれてることを願うよ」

　目指す四十一階まで行くエレベーターは三基、うち一基が直通で、一基が貨物用で大型だ。それらを活用して急ぐ。地上百五十メートル弱、ガラス越しの眺ちよう望ぼうを左手に廊下を進み、二重の自動ドアを潜くぐった先が中枢司令室だ。靴くつ音おと高らかに駆け込んだ。

　電子の光と冷房の寒気が満ちる中、オペレーターたちが忙せわしなく働く巨大な空間。中空へと張り出し、正面に巨大なモニターを臨む司令官席には、寝ね巻まきのような衣装に身を包んだ黒装退魔師団ホーリーオーダー長官、モニカ・ネオの姿があった。背後にずらりと並んだ団員たちを顧かえりみて、

「ああ、シオン、八慧、来ていましたか……連絡しようか迷っていたところです」
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　その色白な相そう貌ぼうには、緊張の色がある。

「何があったんです？」

　声を掛けられた流れで、シオンが代表して尋たずねれば、

『──これで全員かね？』

　聞き慣れない声が、スピーカー越しに返ってきた。年経て落ち着いた男の声。初老ほどだろうか。回線が繫つながっていたようだ。

「半数ほどです。出動している者もおりますので」

　モニカが答える。

『そうか、まあ良い、私から説明しよう……』

　穏おだやかだった男の声が、威い厳げんを帯びた。

『団員諸君、先まずは非礼を詫わびねばならん。故ゆえあって本名を名乗るわけにはいかない。プレスター・ジョンと言えば察して頂けるだろう』

　整列した退魔師エージエントの間に、ざわめきが広がった。それは、極東教会の大幹部がしばしば使う偽ぎ名めいである。黒装退魔師団ホーリーオーダーに連絡を取ってくるということは、六翼の関係者だろう。一体何事だというのか？　只ただならぬ予感がする。

　熾天使の六翼フラベルム──黒装退魔師団ホーリーオーダーと同じく、公には存在しない組織、してはいけない武力。その秘ひ匿とく性は極めて高く、実働部隊の一部の名めい簿ぼ以外は、近親関係ともいうべき黒装退魔師団ホーリーオーダーにすら知らされてはいない。設立後十年にも満たない黒装退魔師団ホーリーオーダーが信用されていない、ともいえるだろうが、もう少し穿うがった言い方もできる。

　魔ま人じんは教会にとって長らく、忌いむべき異い端たんだった。多くの場合は敵だった。悪あく魔まと契約を交わす契約者も、悪魔の傀かい儡らいである悪魔憑つきも。その魔人を多く抱かかえる黒装退魔師団ホーリーオーダーに対して、教会は易やす々やすと胸きよう襟きんを開くわけにはいかないのだ。十年という年月は何かに耐たえるには長く、何かを忘れるには短い。

　シオンは予想する。今話している彼こそが、六翼を束ねる『熾天使』なのではないかと。明確な根こん拠きよはないが、責任感に根ざした只ただならぬ威い風ふうが、その声からは感じられた。

　一いつ拍ぱくあってから、『さる神聖にして、プレスター・高貴なる御方ジヨン』は言葉を続ける。

『──つい今け朝さ方のことだ。我々の実働部隊がある任務に失敗した』

　瞬しゆん時じに思い浮かんだのは、墓参りでの八や尋ひろの様子だった。隣となりの八や慧えに視線を向ければ、目が合った。同じことを考えていたようだ。唇くちびるを結び、不安げな表情。

　声は続ける。

『隊員に被害は出ていないが、敵の目的は恐らく達成されてしまったと思われる。恐らくと言うのは、未いまだにその目的すら不ふ明めい瞭りようであるからだが……先に送った資料を』

　言葉に応じて、オペレーターの一人がキーボードを叩たたく。メインモニターに大きく映し出されたのは、メルカトル図法で描かれた世界地図だった。注視するまでもなく、幾いくつかの光点が打たれていることが分かる。全部で五つ。

『ニュージーランド沖、イースター島、カナダのバンクーバー、米露ベーリング海、そしてロシアのハバロフスク市郊こう外がい……この五箇所を順に巡めぐるように、人が消える事件が発生している。行方ゆくえ不明者の数は、少なくとも六万人以上だ』

　居並ぶ一同に戦せん慄りつが奔はしった。大事件だ。

「……六ろく芒ぼう星せいですか」

　呟つぶやいたのは伊い古こだった。左下に点が一つ足りないが、成る程、この位置関係に意味を見出そうとすればそうなるだろう。地球上に描かれた巨大な、余りにも巨大すぎる芒すすき星ぼし。

　顔のない天使が答えて曰いわく。

『そうだ。完成すれば、直径三万二千キロにも及およぶ巨大な魔ま方ほう陣じんになるだろう。儀ぎ式しき痕こんも残されているから、先まず間違いあるまい。何らかの儀式が進行していると見られる』

　モニター上の地図に重なるように、幾いくつかの窓が開く。長閑のどかな田舎いなか風ふ情ぜいの住宅街、港に停泊した何ど処こかの船の甲かん板ぱん、林間のアスファルト道……犯行現場を映したものだろう。一貫しているのは赤い液体で描かれた異教的な紋もん様ようだった。何の変へん哲てつもない風景に、びっしりとこびり付いた悪あく夢ま的な記号群。

『バンクーバー郊外の住宅街では、三千世帯以上の住民が一夜にして消えた。米露海上にあった砕さい氷ひよう船せんは通信が途と絶だえ、救助が駈かけ付けたときには蛻もぬけの殻からだったそうだ』

　シオンは軽く唇を嚙かみ締しめる。供く儀ぎだとするなら、被害者たちは既すでに生きてはいないだろう。そう思えばやるせない。残された者の気持ちは痛いほど分かる。

『術の構成などは不明だが、これほどの規模ならば召しよう喚かん術式、それも魔ま王おう級の召喚を狙ねらっている可能性が高いだろう』

　シオンは悼いたみと共に戦慄していた。脳裏に半月前の事件が蘇よみがえる。強大な魔王級を降臨させたのは、三人の青年たちの心の闇やみだった。つまり、世界を滅めつ亡ぼうさせかけたのは、たった三人の恋心だったのだ。六万人の犠ぎ牲せいが何を生むのか想像もできない。阻そ止ししなければならない。これ以上の悲劇は。

「──敵は何者ですか？」

　三み嶋しまが落ち着いた声で尋たずねる。

『不明だ。判明しているのは大まかな場所と、五日ごとに起きるということのみ。それで今日ハバロフスクに『翼』を向かわせたのだが、交戦すらないまま、付近住民だけが忽こつ然ぜんと消えてしまった』

　それが、失敗。

　熾天使の六翼フラベルムには、伝統と経験に裏打ちされた、高度な対異郷徒技術がある。彼らの鋭するどい目を搔かい潜くぐることができる犯人というのは、それだけで並ならぬ力の持ち主であることが窺うかがい知れる。

　回線の向こうで、居住まいを正す気配があった。幽かすかな衣きぬ擦ずれの音が。

『以上を踏まえ、諸君ら黒装退魔師団ホーリーオーダーに要請する。五日後、魔ま方ほう陣じん完成の最後の一点、オーストラリアへと出動して欲しい。我らの『翼』と協力し、儀ぎ式しきの完かん遂すいを妨ぼう害がいするのだ』

　教会からの要請。そうそうあることではないが、魔ま王おう級の降臨が危ぶまれるのならば、不思議なことでもなかった。

「できる限りの協力を約束致します」

　返すモニカの言葉には、快かい諾だくとは言い切れない、微び妙みような距離感があった。

「しかし、我々はあくまで日本政府の直ちよつ轄かつ。国内の魔ま人じん犯罪に対応せねばならない以上、全体出動というわけには参りません」

『心得ているとも。人選については任せるが……一つ注文がある』

「何でしょう？」

『エージェント・ソロモンを加えて貰もらいたい』

　再び退魔師エージエントの内にざわめきが広がる。魔王級の降臨を見越しての言葉だろう。モニカはすぐには返事をせずに、振り向いて視線を投げてきた。

　シオンは背筋を伸ばし、軽く頷うなずいて返した。否やはない。寧むしろ願ってもないことだ。

　すかさず踵かかとを鳴らし、八や慧えが前に出た。凛り々りしく張り詰つめた表情で。

「私も志願します。ソロモンのチームとして」

　モニカは頷き返すと、通信の向こうへと言った。

「了解しました」

『宜よろしく頼むぞ。国外活動の手続きは此方こちらで済ませておく……それでは、汝なんじらに祝福のあらんことを』

　そう言い置いて、『さる神聖にして、プレスター・高貴なる御方ジヨン』の通信は切れた。

　静かに凪ないだシオンの胸の奥おくに、微かすかな熱が熾おこっていた。漸ようやくできることが見付かった。今の八慧のために。

　このミッションには、恐おそらく八や尋ひろも参加するだろう。

　八や慧えと肩を並べ、八尋を守る。救われた恩を返すためというよりは、今度こそ家族を失わないために。それはきっと、八慧の心を救うことにも繫つながるのだ。







　その後、軽いブリーフィングを経て、一いつ旦たん解散となった。シオンと八慧以外のメンバーは、追って決めるという。

　シオンと八慧は暫しばらくラウンジで緊急出動に備えていたが、結局帰ることにした。これだけ人が居れば、非番の自分たちが居座る必要もないだろう。

　エレベーターを降りて一階、大理石のタイルが美しい幾き何か学がく模様を描くエントランスホールを横切る。忙せわしなく行き交う職員たちの姿がある。彼らは『常人』だ。魔ま人じんではない。情報処理や渉しよう外がい、機械整備など、重要な後方支援に当たる。彼らが居てこその師団だ。

　受付ブースの後ろの壁には、師団のシンボルである『傾き十字ノツドクロス』のロゴが大きく刻まれ、下には『内閣附ふ属ぞく特殊犯罪対策機構』の長ったらしい文字。それが表向き、政府機関としての名めい称しようだ。

　正面玄げん関かんの自動ドアから外に出れば、野球とサッカーとアメフトを同時にプレイしてまだ余よ裕ゆうがあるほどの、広大な庭が広がっている。人工島の革新的な埋うめ立て技術は、関東圏けんの土地事情を一気に改善した。

「──あー、降ってきた……」

　八慧の声に空を見上げれば、墨ぼく汁じゆうをたっぷり吸った雑ぞう巾きんみたいな雲から、ぼたぼたと大おお粒つぶの雫しずくが落ち始めていた。木々や芝しば生ふに当たって弾はじける音がどんどん重なっていき、瞬またたく間まに本降りとなった。

「そういや傘かさ、オッサンの車に置きっぱか……来客用の傘借りるか」

　一旦戻もどって傘立てを見てみるも、余りの傘は一本きりだった。仕方ないのでシオンが傘を差し、二人並んで外へ。

　敷しき地ちを出て、土つち神み門かど区の整然とした町並みを歩く。雨あま粒つぶが傘を打つ音がする。土砂降り一歩手前といったところ。空は今まで随ずい分ぶんと我が慢まんしていたようだ。

　同年代の女子と比べても小さな八慧と、逆に大人と比べても見下ろすことの多いシオンでは、一つの傘に収まるのはなかなか難しい。少し進んだだけでシオンのスーツの左半身は、シャツまでぐっしょり濡ぬれてしまった。それと引き換えに、八慧のシスター服はまだ張りを保っている。

「──パパ、来るかな」

　雨粒のようにぽつりと、八慧が言った。

「そうなるんじゃねえか」

「一いつ緒しよだと良いな……」

「ああ」

　大変な規模の事件が起きている。そして、八や尋ひろがそれに関わっている……今までは遠くで気を揉もんでいるだけだった。せめて背中を守りたいという八や慧えの思いは、シオンにも良く分かる。本当は危険な任務なんて、ない方が良い。

　今日が火曜日なので、五日後は日曜日だ。それまでに黒装退魔師団ホーリーオーダーは魔ま方ほう陣じんを解かい析せき、犯人の正体を探り、可能ならば突き止めようという方針で動く。既すでに各国の犯行現場に向けて、調査員たちは動き始めているだろう。

「──どんなヤツなんだろうね、犯人」

　答えを期待してというより話題の一つとして、八慧は口にする。

「魔ま術じゆつ師しなんじゃねえか、って話だったな……」

　シオンは目を細め、雨の飛沫しぶきに煙けむる町並みを見た。まだ夕方前だが、行ゆき交かう車はライトを点つけている。これほどの雨足だというのに、通行人は少なくない。その風景が一いつ瞬しゆん、記き憶おくの中から蘇よみがえった故郷の惨さん状じようと重なり、シオンは軽い目暈めまいを覚えた。

　──魔術師。旧世紀の怪かい物ぶつども。異郷がまだ遠い幻ゆ想めの果てにあったときから、魔術などという暗黒に彩られた夢物語を追い求めた者たち。幻ゆ想めを夢見て、終には自らが幻ゆ想めとなってしまった者たち。

　その単語が、シオンの脳裏に思い起こさせるのだ。かつて自分から家族と故郷を、即すなわち全すべてを奪うばい去り、たった一つの指輪を与えた男──アレイスター・クロウリーを。赤い瞳ひとみに白い肌はだ、宵よい闇やみ色のフロックコート、幼い日に見て以来、忘れようとしても忘れられない、悪あく魔ま的な風ふう貌ぼうを……

「──どんなヤツだって、私たちなら、勝てるよ」

　八慧の言葉に目を向ける。小首を傾かしげて見上げてくる笑顔。俄にわかに去来した苦痛の記憶が、遠い彼方かなたへ吹っ飛んでいく。シオンの強こわ張ばっていた表情が緩ゆるまる──まったく、こいつ……自分だって余よ裕ゆうねえくせに……俺おれを元気付けようとしやがって。

「……オッサンの前で、情けない様は見せらんねえな」

「張り切りすぎて、失敗したりして？」

「ありそうで嫌いやだ……」

　言葉を交わす二人、お互い、顔には淡あわい笑み。

　そうして歩くうち、やがてモノレールの駅に着いた。帰宅ラッシュにはまだ少し早く、人ひと影かげはちらほらとある程度だ。

　券売機と改札のある二階への階段をのんびりと上りながら、シオンはふと思い出したように言った。

「……今日、どうする？」

「え？」

「俺おれら。寮りように帰るか？」

　熾天使の六翼フラベルムは世界各地で異郷徒どもと転戦を続ける、国境なき聖騎士パラデインたちだ。八や尋ひろも穂ほ之の原はら区の教会堂を預かってはいるが昔から留守がちで、二人は八尋が帰ってきているときは一いつ緒しよに社務所で暮らし、居ないときは八尋の知り合いの教会堂に預けられていた。黒装退魔師団ホーリーオーダーに入団してからはそれぞれ師団の男子寮、女子寮で過ごすのが通例となっている。

「あ、あー、そうだね……うん」

　八や慧えは目を伏ふせる。その相そう貌ぼうには、仕事への使命感や強がりの抜ぬけ落ちた、心細さがある。例年ならば八尋が居た。今日は居ない。

　シオンは視線を逸そらすと、押し黙ったまま歩を進めた。階段を上り切り、券売機の近くまで来たとき、漸ようやく振り向いて言った。

「……俺は教会でも、構わねえが」

　独ひとりがつらいなら、傍そばに居るよ──そんな風にはとても言えない。

　八慧は水に濡ぬれた子猫のように首を振った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

「でも……」

「いいから、いいから」

　八慧は鞄かばんから猫の顔の小銭入れを取り出し、さっさと切符を買ってしまった。しょうがなくシオンもポケットから無地のウォレットを取り出す。同じ一駅だが、方向は真逆。

　改札を潜くぐり、更さらに階段を上って、左右に線路がある中なか洲すタイプのホームに出る。

　何となく会話が無いまま、白線の内側に並んで立ち、線路の向こうの窓ガラスを雨垂れが伝うのを眺ながめていた。そのうちアナウンスが聞こえ、シオンの乗る車両が滑すべり込んで来た。

「……これ、持ってけよ」

　シオンは徐おもむろに、八慧へと傘かさを差し出した。八慧は目を丸める。

「え？　いや、いいよ」

「シスター服、濡らさねえ方が良いだろ」

「別に気にしないって。駅からそんな遠くないし、走る」

　シオンは溜ため息いきを吐つく。

「気にしとけよそこは、一応女なんだし……」

　八慧はちょっと頰ほおをふくらした。

「一応ってなによー」

「まあ、別に濡れて気にするほどの凹おう凸とつはねえかなって……いて」

　八慧に肩を叩たたかれ、シオンはおどけて逃げるようにドアを潜った。振り向けば八慧は、つんとそっぽを向いていた。

「……じゃあな、明日学校で」

「しらない」

　発車ベルが鳴り、ドアを閉めるための気圧が抜ぬける音がして……

「──八や慧え！」

　強めに呼ばわる声に、八慧は反射的に目を向けた。閉まりかけたドアの隙すき間まを縫ぬって、胸元へと飛んで来たそれを咄とつ嗟さに両手で受け取る。飛沫しぶきが散った。傘かさだ。

　キッと睨にらみ付ければ、ドアガラス越しにシオンは片手を上げていた。その口元は僅わずかに微ほほ笑えんでいる。八慧はいーっと歯を見せた。







　最寄駅に着く頃ころには土砂降りになっていた。

　モノレールを降りた八慧は一人、開いた傘に雨の重みを感じながら歩き、大通りから路地へと入った。土つち神み門かど区の外れ、この辺あたりまで来れば民家も増えて生活感が増してくる。家々の軒のき先さきが雨あま粒つぶを弾はじいている。

　シオンは濡ぬれて帰るのだろうか。一いつ張ちよう羅らのスーツをびちゃびちゃにしながら。ポケットに手を突っ込んで、濡れていくのもたまには良いさとか言って。少しだるそうないつもの調子で歩く背中が、簡単に想像できる。想像するとおかしくて頰ほおが緩ゆるむ。頑がん固こ者もの。

　シオンと一いつ緒しよに居たくないわけではなかった。寧むしろ逆だ。ときたま憎たらしいが、心地良い距離感が常にある。人生の半分以上、一緒に過ごしてきたのだから。

　……さっき、教会でも構わないと言われたときは、かなりぐらついた。でも、だからこそ、断らなければならなかったのだ。

　この時期、自分がかなりナーヴァスになることを、八慧は自覚していた。酷ひどく人恋しくなる。無性に甘えたくなる。そんなのは彼女の目指す『格好良い女』とはかけ離れているし、他ならぬシオンにだけは、弱ったところを見せたくはなかった。心配をかけたくなかった。

「──ひっく、ひぐっ……うえ……」

　やや俯うつむきがちに歩いていた八慧は、雨音の中聞こえてきた声に足を止めた。顔を上げて辺りを見渡す。

　この路地は向かう先で商店街のアーケードと交差している。横断して抜ぬければ女子寮りようはもうすぐそこだ。もう目前である四つ角、天てん蓋がいと路地の境にある喫きつ茶さ店てんの軒先、雨宿りするように、ぽつんと小さな人ひと影かげがあった。

　男の子だ。まだかなり小さい。四歳か五歳ぐらいだろうか。不安で心細くて堪たまらなくて、でも何とか耐たえていたのだろう。今まさに心の堰せきは決けつ壊かいし、泣き出そうとしている。あれは──迷子の顔だ。

　八慧は男の子へと歩み寄ると、膝ひざを折って目線を合わせ、

「どーしたの？」

　話し掛けられた一いつ瞬しゆん、男の子は表情に警戒を滲にじませた。聡そう明めいな子のようだ。しかし八や慧えの笑顔に、思わず引き込まれるように口を開いた。

「……かいものしてたら、おかーさん、いなかった」

「買い物って、其そ処このスーパー？」

　八慧の言葉に、男の子は頷うなずく。

　すぐ目と鼻の先にスーパーがあり、女子寮りように帰るときには八慧もよく立ち寄る。今日もちょっと足を向けて、お菓か子しでも買っていこうかと考えていた──連れて行くべきだろうか？　でもきっと今いま頃ごろ、母親の方も探しているだろう。すれ違いになってもいけないし、動かない方が良さそうだ……

　と、会話しているうちに、自分の状じよう況きようを思い出して不安に駆かられたのか、男の子はまた泣きそうになっていた。両目にじんわりと涙が滲む。

　八慧は曲げていた膝ひざを伸ばし、肩と頰ほおで柄えを挟はさむようにして傘を固定した。男の子へと思わせぶりな笑顔を向けると、指をぴんと伸ばした両手を顔の前に掲かかげた。

「じゃーん」

　何い時つの間にか指と指の間に、カラフルなゴムボールが挟み込まれている。片手に四つ、両手で八つ。ゴムボールといってもキャッチボールに使うような中が空くう洞どうのものではなく、お祭りの縁えん日にちでお馴な染じみの所謂いわゆるスーパーボールというやつだ。

　何が始まるのか興味をそそられ、男の子の涙は引っ込んだようだった。不思議そうに見上げてくる。

「よッ、と……」

　掛け声と共に、八慧はジャグリングを開始した。色とりどりのボールが雨あま粒つぶと一いつ緒しよになって宙を舞まい踊おどる。これは公こう爵しやく級『邪眼公サリエル』が八慧に与える力の一いつ端たん、凄すさまじいまでの動体視力と反射神経の賜たま物ものであり、別に特別な技術があるわけではない。ただひたすら投げて受け取るだけの不ぶ恰かつ好こうなお手玉。それでも、

「わあ!?」

　男の子は驚きよう愕がくの眼まな差ざし、口をあんぐり開けて食い入るように、突とつ然ぜんジャグリングを始めた謎なぞのシスターを見上げている。

　八慧はもう一度笑顔を向けて、ボールを一気に全部空へと投げ放った。くるりとターン、両手の指の間で綺き麗れいにキャッチ！　頭巾ウインプルの裾すそから飛沫しぶきが散る。

「おねえちゃん、すごーい！」

　子どもは大興こう奮ふんだ。服を濡ぬらした甲か斐いがあった。八慧はボールをポケットに仕し舞まうと傘を持ち直し、再び屈かがんで目を合わせた。

「お母さん、きっとすぐ来てくれるから、此こ処こでお姉ちゃんと待ってよ、ね？」

　八や慧えが言えば、男の子は素直に頷うなずく。それから五分も経たたないうちに、夕食の買い物に来たのだろう、スーパーのビニール袋ぶくろを提げた若い母親が、小走りに駆かけて来た。案の定だ。

「たっくん！」

「あ、おかーさんだ」

　男の子が振り向き、笑顔で答えるその表情に、先の不安そうな影かげは微み塵じんもない。

「もう、ダメでしょ勝手に歩き回ったら！　心配かけて！」

　母親の乱れた息も、叱しかる声も、男の子を想ってのことだと分かる。

「あのね、おねえちゃんすごいんだよ、ボールをバーッて！」

　男の子が興こう奮ふん冷めやらぬ様子で、身振り手振りで説明するのに、母親は八慧を見て眉まゆ毛げを下げた。

「まあ遊んで貰もらってたの？　すみません……」

「いえいえ！」

　母親は八慧へと何度も礼を重ねて、男の子の手を引いて去って行った。振り返ってまだ頭を下げる母親と、その横で大きく手を振る男の子へと、八慧も手を振り返す。遠ざかる後ろ姿が、通行人に紛まぎれていく。楽しげに笑い合う親子の姿が。

　──お母さん、か……

　二人の姿が見えなくなっても、暫しばらく八慧はそのまま佇たたずみ、行き交う人を眺ながめていたが、やがて小さく息を吐はいて歩き出した。少しだけ寂さみしい気分で、溜ため息いき──ああ、ダメだな、私……任務が控ひかえてるのに。落ち込んだりしてる場合じゃないのに。気合い入れないと。

　歩き出す。アーケードを横切って反対側に抜ぬける。雨あめ脚あしは強くなっていた。心まで染み込むような雨だ。

　左手にスーパーの側そく壁へきが伸び、右手は開けて公園になっている。それほど広くなく、遊具は申し訳程度にブランコと滑すべり台だいが一台ずつ。雨を受けて、飛沫しぶきを散らしている。都市の空くう隙げきにひっそりと開いた、エアスポットのような空間。

　此こ処こには幼い頃ころ、父母の買い物に付き合って、何度か来たことがある。量販店の類たぐいが港区に無かった頃ころだ。想い出は年月に擦すり切れ、交わした会話の内容も忘れてしまった。ただ、繫つないだ両手の温かさを覚えている。右手が父で、左手が母。優しい笑顔を覚えている。何の変へん哲てつもない日々の記き憶おく。

　──良く乗ったっけな、あのブランコ……

　と、何気なく奥おくに目を向けた八慧は、ふと足を止めた。

　誰だれか居る。

　八慧の鋭するどい目は、土砂降りの中でも、その姿を鮮せん明めいに捉とらえていた。ブランコに腰掛けた、華きや奢しやなシルエット。心を濡ぬらすような雨に、傘も差さずに打たれている。

　暫しばし様子を窺うかがった後、八慧は一息つくと、雨に煙けむる公園へと踏み込んだ。ブランコに向かって歩く。躊ちゆう躇ちよのない足取り。足元でぬかるんだ泥どろが跳はねる。

　人ひと影かげの前に立ち、俯うつむき加減で雨を受けるキャスケット帽ぼうを被かぶった頭へと、傘かさを差し出した。気付いた相手が見上げてくる。

　高校生ぐらいだろうか？　顔立ちは整っており、物もの憂うげな表情は神かみ懸がかり的な迫力を帯びていた。キャミソールの上にチェックのシャツをワンピースのように羽織り、袖そではロールアップ。ショートパンツからすらりと伸びた、美術品じみた両脚。頰ほおを伝う雫しずくは雨あま粒つぶだろうか、それとも……

　窺うかがうように見上げてくる視線をやんわり受け止めながら、八や慧えは口を開く。

「楽しいよね」

　予想外の言葉だったのだろう。少女は目を丸くした。

「え？」

「それ、ブランコ。晴れた日の方がオススメだけどね」

　少女は戸と惑まどったように、

「別に……遊んでたわけじゃ……」

　この娘こも、あの子と同じ顔をしていた。あの迷子の男の子と。何ど処こに行けば良いのか分からず、途と方ほうに暮れた顔。八慧はやんわりと言葉を放つ。

「じゃ、どうしたの？　貴女あなたも迷子？」

「……迷子って、あたしが？」

「そ」

　少女は少しだけ笑った。無理矢理な笑顔である。

「まあ……そんな感じなのかな……」

　雨の雫が傘を叩たたく。濡ぬれていく背中を感じながら、八慧は黙って続きを促うながす。

　少女は再び俯くと、小さな声で続けた。

「……逃げてきちゃったの、あたし」

「逃げたって、何から？」

「ん、お仕事っていうか……なんていうか。沢たく山さんの人に迷惑掛けちゃった……」

　そう語る姿は、とても社会人の年齢には見えない。

「アルバイトか何か？」

「ん……まあ……そんな感じ」

　八慧は息を吐はく。

「そっか……まあ、なんとなく分かるよ」

　少女が再び見上げてくるのに、続ける。

「大切だから、逃げちゃったんだよね？」

　少女は不思議そうな顔をした。

「……本当に大切なら、逃げたりしないんじゃないの？」

　八や慧えは軽く肩を竦すくめて、

「大切だからこそ、距離を置きたくなる気持ちって、あるもの。どうでもいいことなら、そんなに落ち込まないでしょ？」

　少女は八慧の言葉を自分の心に染み込ませるように、暫しばし呆ぼう然ぜんとしてから、痛々しい微び笑しようを浮かべた。全すべてを諦あきらめたような。

「そうだね、うん……大切だったよ。なのに……逃げちゃったのよ……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　八慧は微ほほ笑えんで見せた。

「貴女あなたが大切に想ってることは、皆ちゃんと分かってくれてるよ。そういうのって、伝わるもんだから」

「……そう、かな」

　呟つぶやく少女へと、八慧は頷うなずいて続ける。

「逃げたくて逃げる人なんていないもの。大切にしていたものに背中を向けるのは、つらいことだよ。誰だれだって知ってる。貴女は裏切ったんじゃないの。疲れたから少し休みたかっただけ。皆分かってる」

　世の中ってものは、いつも期待を裏切ろうとするのだと、八慧は経験から認識していた。思った以上に厳しくて、想像以上に優しい。

　静かに耳を傾かたむけていた少女は、ふと口を開いた。

「……キミって、シスターさんなの？」

「え？　あー……」

　自分の服装を思い出す。

「まあ、一応ね」

　曖あい昧まいに答える。悪あく魔ま狩りをしています、なんて言えない。教会のシスターでもあるので、まるきり噓うそではないのだけれど。

「……じゃあ、教会に住んでたり？」

「実家だね」

　少女は数秒考え込んでいたが、やがて遠えん慮りよがちに言葉を紡つむいだ。

「あ、あのさ……あたし実は、行くとこなくってさ……その……」

　一転、縋すがるような眼まな差ざし。

「と、泊めてくれないかなっ!?」

「……え、え!?」

　八慧が顔を引き攣つらせれば、

「お願いっ！　今夜だけでも！」

　少女は両手を合わせ、ぎゅっと閉じた片目をちらりと開いた。

「……ダメ？　そういうのやってない？　迷える子羊を泊まらせる、みたいな……」

「うーん、教会に宿しゆく坊ぼうってのは、あんま聞かないね……」

　眉み間けんに皺しわを寄せる八や慧え──ていうか、行くとこないって……この娘こ、家出？

「……やっぱり、迷惑だよね、そりゃ」

　しゅんとする少女。どれぐらい長く雨に打たれていたのだろう？　その唇くちびるは青い。夏が近いといっても、気化熱は容よう赦しやなく体温を奪うばう。このまま放ってはおけない。一度手を差し伸べたなら、途と中ちゆうで見捨てることもできかねる……

　八慧は覚かく悟ごを決めた。

「──分かった分かった、ウチおいで」

「えっ……え!?」

　少女は自分で言ったくせに、驚きの表情を浮かべた。

「良いの!?　マジ!?」

　八慧は腰に片手を当てて、

「週末には用事あるから、その前までね」

「う、うん、ありがとう！」

「じゃあ、行こうか」

　八慧が促うながすと、少女は急いで立ち上がった。その表情は満面の笑顔。今までの憂うれい顔とのギャップもあってか、八慧が気け圧おされるほどに美しい。

　腕を伸ばして傘かさを差し、二人並んで入りながら、駅までの道を戻もどる。途中、軽く自己紹介を済ませ、モノレールに乗って降りる頃ころには、それなりに打ち解けた。それなりというのは、彼女が自分の素性を殆ほとんど話そうとしないからだ。

　名前は穂ほ波なみ旬じゆん、市立伊い賦ぶ夜や北高校、通称北高の一年生。分かったのはそれくらい。八慧も無理に聞き出すつもりはなかった。話したかったら話すだろう。

「──え、ヤエってあたしより年上!?　うっそ！」

　呼び捨てにされるのは別に構わないが、煽あおりでも軽口でもなく本気で驚かれた方に、八慧はショックを受けた──そんなに年上に見えないかな……

　駅を出て港町を歩くこと暫しばし。辺あたりはもう結構暗い。雨に煙けむる港町の隅すみっこ、岬みさきの突とつ端たんに建つ教会堂が見えてきた。雨に煙る街灯の光にぼんやりと浮かび上がる、泡あわ立だつ海を背負ったシルエット。

「──あれがウチ」

　顎あごで示し唆さする八慧に、旬は目を丸くした。

「うわっ！　凄すごい雰ふん囲い気き！　お化け出そう！」

「出ないよ、失礼な」

　礼拝堂を迂う回かいし、裏に隣りん接せつした司祭館に向かう。司祭館とは、神社に於おける社務所と同じく、神職やその家族が寝泊りする建物だ。『館』などと大おお仰ぎような名前だが、唯ただの一軒家と変わらない。鍵かぎを開けて中に入れば、旬じゆんはまた感嘆の声を上げた。

「わー、普ふ通つう！　普通の家みたい、凄すごーい！」

「いや、普通の家だし」

　返しながら、電気のスイッチをＯＮにする。家が明るくなる。息を吹き返したように。

「へえ、電気なんだ。燭しよく台だいとか使わないのね……」

「いつの時代よ」

　突っ込みつつ、片手で促うながす。

「どうぞ、上がって」

「お邪じや魔ましまあす」

　すぐ八や慧えは、学校兼用の黒いローファーを玄げん関かんに脱ぎ散らかして、風ふ呂ろ場ばまで急いだ。蛇じや口ぐちを限界まで捻ひねって湯船に湯を張りながら、廊ろう下かに佇たたずみ物珍しそうにしている旬を呼ぶ。

「今お湯入れてるから。取とり敢あえずシャワー浴びな」

　脱衣所までやって来た旬は、戸と惑まどいの表情だった。

「え、あたしヤエの後で良いよ」

「遠えん慮りよしないの！　濡ぬれた服は洗濯機に突っ込んどいて、着替えは置いとくから」

　バスタオル一枚をラックから取って、自分だけ廊下に出ると、

「じゃあ、ごゆっくりいー」

　問答無用とばかりにピシャリと引き戸を閉めた。

　髪を拭ふきながら廊下の階段を上って二階へ。廊下の右に並ぶ二部屋、手前が八慧の部屋で、奥おくがシオンの部屋だ。『勝手に入ったら眼球抉えぐり出し！』と書かれたドアプレートの掛かった扉とびらを開いて中へ。

　フローリングの部屋。本ほん棚だなには漫画、各教科の参考書などが並び、ガラスの卓ちや袱ぶ台だいの上には充電器に接続されたままのタブレット型ＰＣ。今はカーテンが閉まっているが、ベッドの向こうの窓からは海が見える。シンプルな部屋作りはシオンを意識してのことで、本音を言えばもう少し可か愛わいい物を置きたい。枕まくら元もとに一つだけある猫のぬいぐるみが、八慧の寵ちよう愛あいを一身に受けている。

　あちこち雨水の染みたシスター服を脱いで、下着姿のままで壁へき面めん収納型のクローゼットを開き、二人分の部屋着を選ぶ──適当で良いよね、サイズフリーのやつで……

　自分も着替え、階下へと降りると、脱衣所から風呂場に声を掛けた。

「服、置いとくからね」

「ありがとー！」

　中から返る声。

「ちゃんと温まるんだよ」

　湯気に響ひびく返事を背中に聞きながら、リビングに行ってソファーに腰を下ろした。水の音に混じって、鼻歌が微かすかに聞こえてくる。全く妙みようなことになったものだ。しかし嫌いやではない。寧むしろ気持ちが上向いていることに気付く。

　穂ほ波なみ旬じゆん。不思議な印象の女の子だった。あんな出会い方をして、か弱い女の子かと思っていれば、意外にタフで明るい。また突とつ拍ぴよう子しもなく大だい胆たんだったりする。外見の美しさも相あい俟まって、何ど処ことなく浮世離れした雰ふん囲い気きがあった。魔ま人じんである八や慧えがそう思うほどに。

　シオンに伝えるべきだろうか？　色々と気にするタイプだから、妙なことで悩みそうだ。大事な任務が控ひかえた今、他ごとで煩わずらわせたくないという思いがある。相棒として。

　八慧は徐おもむろにテーブルの上、テレビのコントローラーを持ち上げると電源を入れた。普ふ段だんはあまり見ない。仕事で忙しいし、そもそも自室にテレビが無い。リビングに居るときだけ番組を垂れ流しにしていたりはする。その程度。

　適当にチャンネルを回しながら、夕食をどうしようかと考えているうちに、旬が風呂から出てきた。湯上がり至福顔で。

「──ふぃー、生き返ったー……！」

[image: ]

　八慧はその姿をまじまじと見み詰つめる。改めて見ると美人だった。ありふれたパーカーとレギンスが、この娘むすめが着るとファッション誌の表紙でも見てるみたいだ。キャスケットの中に畳たたみ込まれていたのだろう、長い金髪が光を弾はじいて踊おどる。

　半ば呆ぼう然ぜんと口にする。

「貴女あなた、綺き麗れいだねえ。モデルさんみたい」

　旬じゆんはわざとらしく髪をかき上げて、ポーズを取った。

「良く言われる」

　八や慧えが肩を竦すくめたのみだったので、旬はすぐに慌あわてて、

「ちょ、つっこんで！」

「貴女が言うと冗じよう談だんになってない」

「えー」

　旬は楽しげに笑った後、ふと真しん剣けんな顔付きになると、居住まいを正した。

「……ヤエ、ホントありがとう」

　深々と頭を下げられ、八慧は片手を振った。

「や、そんな、大おお袈げ裟さな……」

　旬は大きく首を振った。

「あたし、凄すごく救われたのよ。ヤエの言葉や、してくれたことに」

　旬の瞳ひとみは真剣だった。

「逃げたって言ったけど、あたし、逃げるのも怖こわくて、何ど処こにも行けなかった。だからあの公園に居たの。藁わらにも縋すがる気持ちだった。ヤエが助けてくれたのよ」

　八慧は頰ほおを搔かく。

「んー、まあ……貴女が救われたなら良いよ、それで」

　旬は笑顔で、何度も頷うなずいた。この屈くつ託たくの無い笑顔こそが、彼女の生来のものなのだろう。それから周囲に視線を配り、

「あ、ねえ、ご両親は？　挨あい拶さつしといた方が良いよね」

　八慧には動どう揺ようもない。

「居ないから大だい丈じよう夫ぶ。寛くつろいで良いよ」

「お仕事か何か？」

　旬が軽く尋たずね返してくるのに、テレビの画面に目をやった。衛星放送の音楽番組がやっている。見るとはなしに見ながら返す。

「パパは出張。おかーさんは……私が四歳のときに死んじゃった」

　旬は息を吞のんだ。無神経なことを訊きいてしまったと、罪の意識を感じたのだろうか？　それにしてはやや過か剰じような反応に思えるが。

「ご、ごめん……あたし……！」

　八慧は画面を見ながら、軽く笑った。

「ん、大丈夫」

　旬じゆんが目を伏ふせて、少しの間があった。視線を彷徨さまよわせて、何かを逡しゆん巡じゆんするような、歯切れの悪い態度を見せ……やがて、意を決したように顔を上げた。

「あのね！　あたし、あたしも……」

「──ね、ねえ、ちょっと！」

　と、八や慧えがその言葉を遮さえぎった。穿うがつように画面を見み詰つめたまま、右手の指先は流れる映像を指している。

　Ｊポップのミュージック・クリップ。何ど処こか異国の街並みだが、風景は古い写真のような、くすんだセピア色だ。その真ん中で、唯ただ一人色づいた少女が歌っている。

　万人が目を寄せる美など、果たしてこの世にあるだろうか？　好みは十人十色だ。しかし、電子の光に置換された彼女には、確かな美しさがあった。単なる造ぞう詣けいを超ちよう越えつした表現力があった。青い果実のような肉体は既すでに甘く、熟じゆくせばどれほどの芳ほう香こうを放つのか想像もできないほどだ。偶ぐう像ぞう、アイドル。

『──永遠、愛してる、最後まで堕おちても、君の事……』

　歌はサビへと突とつ入にゆうし、喉のどよ枯れよと咽むせぶように少女は歌う。それでいて楽しげに。

『折れた羽根へ、街路樹がくれた、かけがえのない温ぬくもり背中に……』

　彼女が歌い、激しく身振りをするたびに、色付いた風が生まれ、風景を染めていく……そういう趣しゆ向こうのＰＶだった。画面の左下、曲名とアーティスト名が表示されている──『フォール・フロム・ザ・スカイ／ＪＵＮＥ』。右下の数字、ヒットチャート順位は──『１』。

　ＪＵＮＥ。流は行やり廃すたりに詳くわしいとはいえない八慧ですら、その名は耳にしたことがあった。天性のルックスと歌唱力でミュージックシーンを総なめにする、若き歌うた姫ひめ。作品に対する深い考察から生み出される揺ぎ無い歌声はライブでこそ真価を発揮し、一度見たら病みつきになるのだとか……クラスメイトの花はな吹雪ふぶき咲さく夜やが、興こう奮ふん気味に語っていたのを思い出す。

　八慧は自分の隣となりに立つ少女へと目を移した。顔を背けている旬へと。

　再び画面を見る……

　旬を見る……

「……凄すごく似てない？」

　旬はビクリと肩を震ふるわせた。

「よ、良く言われまーっす……」







　　二章　アサシン・グリード







　昨日から降り続く雨を受け、今け朝さの海の森第三公園の木々は、噎むせ返るほど濃密な緑の匂においを発散させていた。欠伸あくびをすれば水気に混じって、その生命の息い吹ぶきが肺に満ち、シオンの寝不足の頭をややはっきりさせた。週半ば、水曜日の朝である。

　人工的に植林されたものとは信じ難い、生き生きとした木々の姿から、意味深い教訓を得ることも、或あるいはできるだろう。例えば『生まれる場所や環かん境きようを選ぶことはできないのだから、どんな場所だろうと精一杯生きることが大切なのだ』とか、そのような。

　緩ゆるやかな丘おかの斜しや面めんを形成する新緑の森から、視線を右へと向ければ、一転して海。風は強くないので時し化けてはいないが、降り頻しきる水すい滴てきが海面を激しく泡あわ立だたせている。発電風車や浄水施設の威い容ようが雨に煙けむっている。モノレールの駅から繁はん華か街がいを抜けた、海沿いの道であった。

「随ずい分ぶんと眠そうだな」

　隣となりを歩く架かヶが世せが言った。登校中なので二人とも制服姿で、どちらも妙みように似合っていなかった。銀髪のシオンは言うに及およばず、架ヶ世には時代錯さく誤ごな印象がある。着物でも着ていた方が似合うだろう。

　周囲には二人と同じく登校中の、西高の生徒たちの姿があった。何な故ぜ架ヶ世と傘かさを並べているかといえば、彼も師団の寮りように入っているからだ。わざわざ時間をずらして別々に登校するほど仲が悪いわけではない。今はそうだが、半月前は一いつ緒しよに登校するなど、想像だにしなかった。出で遭あいは剣けん吞のんなものだった。一緒に魔ま王おうと戦ったことで、妙な信頼感が生まれたのだ。

　シオンは肯定するように、もう一度欠伸を漏もらした。

「つい熱が入っちまってな……」

　走り込み、筋トレ、イメトレ……教会でも寮でも、シオンは時間さえあれば自己鍛たん錬れんをしている。昨晩は異様なまでに集中してしまい、気付けば明け方だった。教会との合同作戦に臨んでのことでもあるが、八や慧えが居なかったのも大きいだろう。つくづく自分は一人の時間の使い方を知らないな、と思う。

「休めば良いだろう」

　事も無げに言う架ヶ世を、シオンは一ひと睨にらみし、

「俺おれは真面目に学生やってんだ。眠いってだけで休めるかよ」

　架ヶ世は可お笑かしそうに笑う。

「夜な夜な日本刀振り回す奴やつの台詞せりふとは思えんな」

「うるせえよ、不良」

　シオンが軽口を返せば、架かヶが世せは傘かさの内側で肩を竦すくめて見せた。

「お前も真面目な学生には見えんぞ。そのいかつい指輪とかな」

「これは隠かくしてあんだよ」

　鞄かばんを提げた左手を軽く上げて見せながら返せば、架ヶ世は訝いぶかしげな表情をした。

「丸見えだが」

　シオンは声を潜ひそめ、

「お前にはな……普ふ通つうの人間には見えねえ。魔ま力りよくで隠してあるんだ」

「ほう、便利だな」

「どうだか」

　元から着脱できたら問題ないことだ。外れないのだ。以前左腕を切り落とされたときは、落ちた腕の指から消えて、新しく再生した腕の薬指にいつの間にか嵌はまっていた。意思らしきものを備えているような気さえする。七十二柱の悪あく魔まを従える無類の王権は、同時に異郷に繫つながる縛ばく鎖さでもある。

「──アラッ、シオンと架ヶ世きゅんじゃなァい!?　おはよォオンッ！」

　本来野太い筈はずのものを必死に高くした無理矢理感のある声に、足を止めて振り向けば、華はなやかなピンクの傘を差した男子が後方から駆かけて来た。内うち股また気味の乙おと女め走りだが隆りゆう々りゆうたる体たい軀くを誇ほこるため、本人が狙ねらっただろう可か愛わいらしさはまったく出ていない。

　村むら田た力りき、超高校級の筋肉に乙女のハートを宿す、水泳部のエースだ。二人のクラスメイトでもある。

「おう」

　シオンは軽く片手を挙げた。架ヶ世は顰しかめ面つらで無言。三人並んで歩き出す。

「二人で登校なんて仲が良いのね、妬やけちゃうわ！」

「妬くな……」

　身をくねらせるリキへの、シオンの突っ込みは雑だった。眠気故ゆえに。

「女はね、愛されてるって安心感が、いつも欲しいの。そうじゃなきゃ、気を引くため別の男に……ね、架ヶ世きゅんっ！」

　腕を取ろうとしてくるリキを全力で回かい避ひしつつ、

「俺おれを巻き込むな！」

　怒ど鳴なる架ヶ世。まだリキに慣れていないのだ。シオンの対応には諦てい念ねんの穏おだやかさがあるが、此方こちらは刺とげ々とげしい。

「あァん激しい……ゾクゾクしちゃう！　新しん鮮せん！」

　しかしリキは、すこぶるタフだった。軽くマゾヒストの領域にまで足を踏み入れている。

　架ヶ世は顰め面。

「……いいから黙ってろ」

「え、何、『良い体持ってる』!?　あるわよここに、良い体！」

　満面の笑顔、肩に傘かさを挟はさみ、サイドチェストのポージングではち切れんばかりの胸筋をアピールしてくるリキに、架かヶが世せはいよいよ顰しかめ面づら。シオンにとっては懐なつかしい反応。半年前の自分を見ているようだ。

「……おい、如ど何うすれば良いんだ、こいつ」

　架ヶ世が尋たずねてくるのに、シオンは欠伸あくび混じりに告げた。

「如何しようもねえ、諦あきらめろ……」

　傍はたから見れば仲の良い三人組に見えなくもない様子で並木坂を上り、校門を潜もぐり、下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替え、２─Ａの教室へ。雨のせいで人口密度は二割り増し、ざわめきも大きい。窓まど際ぎわでは既すでに冷房が唸うなっている。

　八や慧えは先に来ていた。机には八慧の親友、花はな吹雪ふぶき咲さく夜やが手を付いており、何事か話し込んでいたようだ。

　咲夜は半年前の事件に、間接的に関わった。彼女に恋した三人の青年が、魔ま王おう降臨を引き起こしたからである。その後シオンも注意していたが、今のところ問題は起きていない。

「──よお」

　シオンは自分の席へと向かいながら、隣りん席せきの八慧へと声を投げる。

「あ、うん、おはよ……」

　挨あい拶さつを返す八慧。その声や表情に含まれた僅わずかな余よ所そ余よ所そしさには気付いたが、いちいち反応するほどのものではない。昨日の今日で、まだ不安定なのだろうと思う。

「おはよう、竹たけ葉は谷やくん！」

　咲夜は朗ほがらかな挨拶を向けてきた後、再度八慧を向き直って、

「──でね、とにかく感動するんだってば！　今度行ってみようよ、一緒にー！」

　その頰ほおは、興こう奮ふんからか薄っすらと赤い。咲夜がそう語る間にシオンは席に着き、その真後ろにリキが、リキの隣となりで八慧の後ろには架ヶ世が腰を下ろしている。

「ねえ、何の話？」

　リキが食い付いた。

「ＪＵＮＥのライブが凄すごいって話！」

　咲夜の返答に、

「ああ、凄いわよねー!!」

　リキもテンション高く言うと、身を乗り出した。

「なあに八慧ちゃん、興味あるの？」

「あ、えっと……うん、まあ、どんな子なのかな、って……」

　八慧はリキに半身向けており、つまりシオンに体の正面を向けている体勢だが、ふと視線を感じた。すぐに八慧へと目を向けるが、もう此方こちらを見ていない──何だ？　気のせいか？

　リキが右手を左肘ひじに当て、左手で唇くちびるを触さわって小首を傾かしげる、妖よう艶えんな女教師がいかにもやりそうな思案ポーズを取った。

「そうねェん……お勧すすめの曲なら幾いくつもあるけどォ、彼女の人ひと柄がらが知りたいなら断然、サードシングルの──」

「『ＭＯＴＨＥＲ』、だろ？」

　いきなり割り込んできてそう言ったのは、定食屋の倅せがれ、ムギワラこと和わ田だ光みつ彦ひこだった。これ以上ない程のしたり顔である。

　普ふ段だんあまり機き敏びんな動きをしない咲さく夜やが、まるで遥はるか彼方かなたに美お味いしそうな果物くだものを見つけたプレーリードッグのように首を伸ばした。

「あーっ、良いよね、あれ！」

　リキはニヤリとした笑みを、ムギワラへと向ける。

「へえ、分かってるじゃない？」

「ふ、そこらのニワカと一いつ緒しよにすんなよ……」

　ムギワラは自分を右手の親指で力強く指し、

「俺おれなんか、売れる前から目え付けてたもんね！」

　リキは失笑する。

「後から言っても説得力ないわね」

「マジだって！　お前ら知ってんのか？　あの『ＭＯＴＨＥＲ』って、彼女が亡くなったお母さんを想って作った歌なんだぜ？」

　ムギワラの言葉に、

「そんなの、わたしだって知ってるよ」

「常識よね」

　咲夜とリキは「ねー？」と頷うなずき合う。八や慧えは目を丸くしている──亡くなったお母さん。その言葉、今の彼女には刺激が強くはないか？　シオンはどうしても心配になってしまう。ちょっと気にしすぎかと思いながらも。

「むっ……じゃあ、髪かみ飾かざりは？」

　ムギワラが対抗意識を燃やして言った。

「髪飾り？」

　咲夜が尋たずね返すのに、ムギワラは続ける。

「ＪＵＮＥは、お母さんに貰もらった玩具おもちやの髪飾りを大事にしてんだ。形かた見みとしてな。お母さんをスゲー大切に思ってる、優しい子なんだぜ」

「へええー！」

　感心する咲夜に、得意顔のムギワラ。

「デビュー当時はライブとかでも良く着けてたんだ。最近はあんまし見ねーけどさ」

　リキが顔を顰しかめて言う。

「アイドルオタクの男って、アタシ的にはＮＧ」

　ムギワラは目を剝むいた。

「お前のストライクゾーンには入りたくねーよ!?」

　そんな感じで、いつも通りのお喋しやべりが花咲く。話題は専もつぱらＪＵＮＥとやらで、まったく詳くわしくないシオンは、口を挟はさむでもなく聞いていた。八や慧えを気にしながら。

　八慧は興味深そうに、時折相あい槌づちを打っている。普ふ通つう……に、見える。少なくとも表面上は。アイドルに興味があるのは初耳だったが、自分ならともかく八慧なら不思議でもない。

　──形かた見み、か……

　そういうものは、自分にはない。八慧にもあるとは聞かない。何かあれば、八慧の気持ちも、少しは救われていたのだろうか？

　とりとめもなく考えながら、八慧を見守るついでに少し視線を逸そらして見れば、八慧の後ろの席で架かヶが世せは腕組み瞑めい目もくしていた。寄らば斬きるぞ的なオーラが出ている。シオンは軽く息を吐いた──本当にコイツは一から百まで、いつぞやの俺おれにそっくりだな。

　そのうちチャイムが鳴り、ジャージ姿の担任が入って来て、一日が始まった。

　退魔師をしていて常つね日ひ頃ごろ感じるのは、学生と退魔師のギャップだ。クラスメイトたちも教師たちも、今地球上に巨大な魔ま方ほう陣じんが描かれつつあり、何か良からぬことが企たくらまれていることなど知る筈はずもない。当たり前だが、それで良い。もし世界の終わりが明日だとしても、人は今日、林りん檎ごの種子を撒まくしかないのだ。畑を狼おおかみどもから守るのは、自分たちの仕事。

　何事もなく授業は進み、下校時刻になった。緊急出動の連絡もなかった。昨日伊い古こと泰たい山ざんが言っていた通り、悪あく魔ま憑つきたちはこの雨の中に息を潜ひそめているのだろうか？　凶きよう暴ぼうな狼と狡こう猾かつな狼、どちらが厄やつ介かいだろう？

　本部へと向かうため、八慧、架ヶ世の二人と連れ立って、モノレール駅までの道を歩く。かなりの降雨量ながら、繁はん華か街がいは流石さすがの賑にぎわいだった。下校中の学生も多い。

「──あんた、もうちょっと愛あい想そ良くしたら？」

　八慧が架ヶ世に説教をしている。二人の会話を傍かたわらで聞きながら、歩ほを進める。

「できんな」

「やればできるって」

　食い下がる八慧。架ヶ世は一いつ貫かんして迷惑顔。

「あのムギワラとかいう、お調子者みたいにか？」

　ムギワラのような架ヶ世……それはもう別人のような気もする。

「あそこまでは無理でも、リキみたいに明るく！　とかさ……」

　八慧の言葉に、リキのような架ヶ世という存在を想像しかけて、やめた。恐おそろしいことになりそうだったからだ。

「見習いたくない」

　取り付く島もない架かヶが世せに、八や慧えは嘆たん息そくした。

「何も、無理して仲良くしろとは言わないけどさ。あんたの場合、無理に離れようとしてるでしょ？　自然体で良いじゃん」

　架ヶ世は肩を竦すくめるのみ。

　最初シオンはこの男を、近付く者に嚙かみ付かずにはいられない狂犬だと思ったが、今やその人物評が間違いだったと悟さとっていた。十分に思し慮りよ深いし、義理堅がたい男だ。ただし魔ま人じんを、とりわけ焰ほのおを使う相手を前にすると、途と端たんに豹ひよう変へんする。

　彼は狂犬ではなく、猟りよう犬けんなのだ。心に線引きができており、その分復ふく讐しゆう者しやとして純粋で頑かたくなだ。八慧はこうして時折構っているが、そう易やす々やすと心は変わらないだろう……

　何気なく二人を眺ながめていると、ふと八慧がシオンの視線に気付いた。

　尚なおも言い募つのろうとしていたらしく、指を振り上げた姿勢のまま、足を止める八慧。シオンも遅れて立ち止まり、最後に架ヶ世がやや進んでから振り向いた。

「……な、なに？」

　八慧は妙みように動どう揺ようしていた。

「いや、別に何もねえが……どうした？」

　問い返され、八慧は俯うつむいた。シオンの爪つま先さきあたりを見み詰つめて。数人の生徒たちが脇わきを通り過ぎていく……やがて、躊躇ためらいがちに言った。

「あ、あのね……」

「ん？」

「……やっぱ、なんでもない」

　八慧は早足で歩き出し、シオンと架ヶ世を置いて、雨の向こうへと行ってしまう。

「お、おい？」

「なんでもないっ！」

　突つっぱねられ、呆ぼう然ぜんとするシオン。架ヶ世は遠ざかる八慧の背を見ながら言う。

「なんだありゃ、何かあったのか？」

「分からねえよ。俺おれに訊きくなよ」

「お前、あいつの保護者だろう」

「いや……どうかな……」

　一つ息を吐はくと、シオンも足を早めた──保護者？　俺はオッサンのようにはやれねえ。分からねえことも多いし、踏み込めない場所だってある。支えられないときも多いんだ……もどかしくても。

　シオンの隣となりに並びながら、架ヶ世は喉のどの奥おくで笑った。嘲ちよう笑しようの中に、僅わずかな親しみが感じられる響ひびきだった。

「──お前を見ていると、恥ずかしくなるぞ」

「あァ？」

「かつての己はこうも愚おろかだったのかと、気付かされる」

「……喧けん嘩かなら買わねえぞ」

　架かヶが世せは返答せず、そのままシオンを追い越していく。

　シオンは渋面のまま、八や慧えと架ヶ世の背中を追う──あいつ、何が言いてえんだ？　それは俺おれの台詞せりふだろうが。俺は架ヶ世の中に、復ふく讐しゆう心しんを忘れられない昔の自分を見ていた……架ヶ世は俺に、どんな自分を見たってんだ？

　気まずい沈黙が、三人の間に舞まい降りた。そのままモノレールに乗り、帰宅ラッシュに揉もまれながら、やがて本部に到着。ティー・ラウンジに顔を出してみれば、昨日ほどではないにせよかなりの数の退魔師エージエントたちが待機していた。午後四時過ぎでこれはやはり珍しい。

　ヴィスや笑えみ子こ、泰たい山ざんの姿は見えなかった。何かの任務だろうか。伊い古こは諜ちよう報ほう課に自分のデスクがあり、普ふ段だんは其方そちらに居るので、此こ処こに居なくても不思議はない。

　いつも通りシオンはコーラ、八慧はアイスココア、架ヶ世は温かいほうじ茶を注文。ソファー席に三人で腰を下ろし、同僚たちと同じように待機状態に入った。

　……恐おそろしく会話が無い。

　二人の緩かん衝しよう材ざいである筈はずの八慧は、ぼんやり無言で生クリームを食べている──こいつさっき、何て言おうとしたんだ？　俺から訊きいてみるべきなのか？

　しかし、八慧は焦じらしたりはしない性格であり、訊くなというときは、本当に訊いて欲しくないのだ。

　こんなとき、クラスメイトたちならどうするのだろう？　ムギワラなら自然に聞き出してやれるのかもしれない。リキもあれで包容力があり、男女問わず相談には乗り慣れているという。親友の咲さく夜やなら、寧むしろ八慧の方から話すだろうか……悩んだ末、今日話題にしていたアイドルについて話してみようと思い、口を開いた。

「……お前そういや、アイドルとか好きなのか？　ＪＵＮＥとかって」

「ぐむっ!?」

　途と端たんに、八慧は盛大に噎むせた──何だ、この反応……？

　だがシオンは、八慧のそんな不自然なリアクションに対して、それ以上追究することはできなかった。けたたましいブザー音が木霊こだましたからである。

「……なんだ？」

　架ヶ世が虚こ空くうを見上げて訝いぶかしげに言ったときには、他の退魔師たちは全員弾はじかれたように立ち上がっていた。その表情は皆一様に険しい。勿もち論ろんシオンと八慧もだ。

「敵てき襲しゆうだ」

　シオンが答えると同時に、モニカからの緊急念波が飛んできた。

『本部内に多数の敵勢が侵しん入にゆうした模様です。総員、迎げい撃げきに向かって下さい！』







　本部の多層建築メガストラクチヤーには最先端のセキュリティ機構に加えて、様々な魔ま術じゆつ的防ぼう御ぎよも施ほどこされている。襲しゆう撃げきは何度か経験していても、内側にまで侵入されたというのは珍しかった。敵はどのような手段を講じたのか？　強引に破って来たか、転移して来たか、隠かくれて入って来たのか？　進入経路は不明。目的も正体も不明。数箇所から同時に攻め込んで来ているとのこと。

　一般職員たちが各所のセーフティ・ルームに篭こもり、銀弾武装を以もって応戦している。要所を防衛しつつ、彼らを助けねばならない。モニカの指示に従い、退魔師たちはそれぞれ配置に向かうことに。シオンは八や慧え、架かヶが世せと行動を共にする。

　初速が肝かん心じんだ。シオンは伯はく爵しやく級『白翼参謀ハルフアス』の能力を使い、待機中だった他の転移能力者同士で協力し、各所へと退魔師たちを転送していく。本拠地防衛戦は白翼参謀の英雄的性格の好みに合ったらしく、消費魔ま力りよくは結構安めで済んだ。最後に自分たちを転送する。

　ティー・ラウンジの風景が歪ゆがみ、浮遊感──次の瞬しゆん間かんには左右に扉とびらの並んだ廊ろう下かに居た。無機質な印象。二十階、情報部のオフィス区画。逃げ遅れた職員は居ないようだが、所々に鮮せん血けつの跡が痛々しく残っている。セーフティ・ルームはこの先だ。ブザーが鳴り続き、非常灯が点灯している。スモークのような霧きりが漂ただよっており、その光を滲にじませている……

「──なによ、あれ……！」

　八慧が声を上げ、素早く長ちよう銃じゆうを構えた。シオンが白翼参謀の取アりポ寄ーせト能力で呼び出した一丁、ブレーザー・ヤークトバッフェン社製、ブレイザーＲ93ＬＲＳ。競技用狙そ撃げき銃じゆうを祖とし、独特の薬やつ莢きよう排出機構を持つため連射力が高い。ちなみに衣装も、学生服から戦闘用聖着バトル・サープリスへの換かん装そうを終えている。

「見たことねえな」

　同じく聖着サープリスに身を包んだシオンは、返して駆かけ出す。その向かう先、彼方あちら此方こちらに『そいつら』は居た。

　皆一様の姿、黒い木ミ乃イ伊ラとでも表現すべきか、頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまで黒い布が巻き付いた人型である。目も鼻も口もきっちり覆おおわれていて見えない。右手首から先、包帯を突き破って湾わん曲きよくした刃が生えており、黒い金属の光こう沢たくに禍まが々まがしく赤い紋もん様ようが浮かび上がっている。周囲、コンクリートの壁や鋼鉄の防火扉に刻まれた鋭えい利りな切り口を見れば、あの刃が尋じん常じようならざる切れ味を持つことが推察される。

　侵入者たちは薄い霧の中シルエットとなって、上体を激しく揺さぶり、時折痙けい攣れんしながら徘はい徊かいしていたが、シオンたちの接近に気付くと一いつ斉せいに顔を向けた。その動きはどこか機械的で昆こん虫ちゆうを思わせる。下へ手たに人の姿をしているが故ゆえ、異質さばかりが際立つ所作。

　架ヶ世が駆け出す。その面おもてには獣けものの笑み。聖着は支給されているが、一人だけいつものパーカー姿だ。裾すその長い服は好きではない。

「ふん、何であろうと、焼き尽つくすだけだ……正カ典ノ式ン召剣術、『十字星剣グランドクロス』！」

　シオンの横を駆かけ抜けざま、右手から陽炎かげろうと共に激しい炎が迸り、一振りの長大な剣となって凝ぎよう固こする。悪あく魔まに、魔ま人じんに、全すべてを奪うばわれた想い出から、伯はく爵しやく級『不ア俱リ戴オ天ク』が呼び起こす復ふく讐しゆうの一振り──悪魔誅ちゆうすべし！

　間合いに達すると同時に一いつ閃せんした。長大すぎる剣の切っ先が壁かべに食い込むが、止まらない。そのまま壁ごと焼き切りながら振り抜く。最前の一体を上下真っ二つにし、二体目の右手刃に受け止められるが、それでも止まらぬ剛の剣！

「……む!?」

　振り抜いた後、架かヶが世せは違和感に気付く……十字星剣グランドクロスの刃先が無い!?　一閃を受け止め、その剣を切り飛ばして難を逃のがれた二体目が、声も無く架ヶ世へと迫る──通路を劈つんざく銃じゆう声せい！　八や慧えの銃じゆう撃げきが正確にその眉み間けんを撃うち抜ぬく。

「気を抜かないの」

　八慧が言いながら、小気味良い機構音を立てて、薬やつ莢きようを排出させる。この程度の霧きりでは命中率は変わらない。

　先に切り捨てられた一体と今倒れ付した一体、計二体は腐ふ敗はいじみた崩ほう壊かいを見せ、タイル張りの床ゆかに染み込むようにして消えた。

　シオンはその一合の間に、冷静に分析している──受けられただけで切れるとか、異常な切れ味だな……魔劒侯アンドラス配下の軍勢か？　こんだけの数が降臨するには、とんでもない量の魂たましいが必要になる筈はずだが……

　ともあれ、刃の切れ味は驚きよう異い的だし、反応も動物的で早いが、戦せん闘とう技術は皆かい無むのようだ。ならばやりようは幾いくらでもある。

「外ゲ典ー七テ十イ二ア式刀撃術、『不ふ帰き灰かい燼じん』……」

　シオンは詠えい唱しようしつつ架ヶ世の数歩前に出ると、愛刀『草薙クサノギ』を持った左手を僅わずかに上げた。鞘さやに入ったまま峰みねが上、刃は下、柄つか頭がしらで敵を指す。体は右半身が前、右手を左肩の上に乗せ、右肩の上から敵を見み据すえる奇き妙みような構え。鍔つば口ぐちから炎が滴したたり落ちている。天焦火翼フエニクスの清せい廉れんなる火炎が。

　迫る侵しん入にゆう者しやに応じ、電光の如ごとく動く！　右手が左肩から滑すべり落ちる間に、左手は鞘を後ろに引きながら、親指で強く鯉こい口くちを切る。十分な滑走を得た右手は柄を取ると、そのまま神速の一閃！　肘ひじと手首の動きも連動し、抜き放たれる刃は爆炎を纏まとう。ろくに防御行動すら取れず、相手の首が宙を舞まった。数歩進んで倒れ伏ふし、同前に黒い液体と化して消える。思い出したように霧が二つに割れる。

　抜くより先に手の加速を始めることで、静止状態から動くよりも数段速い一いち撃げきになる。理り屈くつはシンプルだが、柄を取る際に運動エネルギーを殺さないためには、相当の修練が必要だ。筋肉という全身の歯車を、速度一極に向けて嚙かみ合わせた絶技──聖堂流抜刀術『颪おろし』。聖堂流とは、シオンが八や尋ひろから手解きを受けた実戦剣術であり、元々は六翼の一人である剣の達人が編み出したという。

　シオンは呼気を吐はくと、素早く刀を納めた。鍔つば鳴なりの音と共に火の粉が散る。架かヶが世せの手元、半分ほどの長さになった十字星剣グランドクロスを顎あごで示し、

「平気なのか、それ」

　架ヶ世はバトンよろしく剣を取り回して具合を確かめてから、口くちの端はしを上げた。

「屋内ならこの方が使い易やすい」

「……まあ、お前が良いなら良いけどよ」

　魔ま力りよくで具現化させた武具がダメージを受けると、多少は魂たましいにも影えい響きようがあるらしいのだが……架ヶ世の場合、余程復ふく讐しゆう心しんが強固なのだろう。

　尚なおも向かい来る敵勢、二人は再び駆かけ出すと、片っ端から撫なで斬ぎりにしていった。シオンを静とするなら架ヶ世が動、対極的な二条の太た刀ち筋すじが濃のう霧むの戦場を奔はしる。八慧のサポートも冴さえ、三人とも一太た刀ちも浴びないまま、セーフティ・ルーム前に辿たどり着いた。

　分厚い鉄てつ扉ぴは切り裂さかれ、幾いくつもの破片となって廊ろう下かに転がっている。しかし群がる侵しん入にゆう者しやたちは、奥おくには攻め込めていない。廊下と部屋の間、儚はかなげな燐りん光こうの壁が立ち、今も振るわれ続ける刃を受けて明めい滅めつしている。防御結界だ。魔ま剣けんの威い力りよくに今にも破られそうになってはいるが、何とか耐たえている。

　シオンと架ヶ世は、立ち往生している群れに突っ込むと左右にそれぞれ得物を繰り出し、戦せん端たんを切り開いた。周囲から振るわれる黒い刃を避よけながら、確実に一体ずつ仕留めていく。セーフティ・ルームの向こうからも、数発の銀弾が飛来して侵入者たちを襲おそう。敵の侵入は拒こばむが味方の攻こう撃げきは通す結界壁だ。やがて最後の一体を八慧の銃じゆう撃げきが捉とらえ──それで鎮ちん静せい。

「──なんか、変な奴やつらだったね……」

　八慧が銃じゆう口こうを下げて呟つぶやく。

「やあやあ、助かった」

　そう言いながら、最初に部屋の中から出て来たのは、若わか宮みや伊い古こだった。片手に拳けん銃じゆうをぶら下げている。殆ほとんど骨こつ董とう品ひんの中折れ式、エンフィールド・リボルバー。彼女に続いて、同様に銃じゆう器きを手にした情報課の職員たちも姿を見せる。

　シオンは即そく座ざに尋たずねた。

「若宮、怪我人は？」

「奥にいる。重傷者が数人」

「医務室に送る」

　納刀しつつ、セーフティ・ルーム内に踏み入った。コンクリート打ちっぱなしの壁、引き出し型の大きなラックには火器が並んでいる。奥に籠ろう城じよう用物資の入ったボックスがあり、その脇わきに応急手当を受けた数名が固まっていた。数人の同どう僚りように看病を受けている。満まん身しん創そう痍いの痛々しい姿だが、医局長の日ひ流る子こ恵けい介すけと看護師の淡あわ島しま佳か苗なえの二人なら、すぐに治すだろう。

　左手の指輪を掲かかげて目を閉じる。指輪が輝かがやき、朝焼けの如ごとき光が周囲を満たす……

「やれ、白翼参謀ハルフアス……外ゲ典ー七テ十イ二ア式移動術『三十六計ジエツトソン』」

　負傷者たちが転送されると、同時に激しい疲労感がシオンを襲おそった。相変わらず白翼参謀ハルフアスは、退却行動となると高い魔ま力りよくを要求してくる。兵は皆特とつ攻こうして死ぬのが美しいとでも思っているのだろう。

「伊い古こ、あいつら何だか分かる？」

　気息を整えているシオンの背後、廊ろう下かからは、八や慧えと伊古の会話が聞こえてくる。

「んー、最初、下級の異郷徒かと思ったけど……これは『現し身アバター』かも知れないな」

「現し身アバター？　なにそれ」

「悪あく魔まが現世に送り込む、自分の分身のようなもんだ。今じゃ悪魔憑つきを使うのが主流だから、私も直接見たことはないがね」

　一息ついたので、シオンは廊下に出た。八慧と伊古が言葉を交わす後ろで、情報部の職員たちが急ぎ足で行き交っている。重要な書類等を確保しているのだろう。架かヶが世せは短くなったままの十字星剣グランドクロスを右手で回転させ、再び具合を確かめているようだ。

「成る程、現し身アバターか。考えもしなかったぜ」

　シオンが口を挟はさむ。

　現し身アバターは大召喚グレーター・サモン以前、魔ま人じんが得難かった時代に良く使われていたという粗そ悪あくなコピーだ。悪魔が現世に明確な影えい響きようを及ぼすには、人間の意志が必要不可欠である──その基本法則は変わらないので、悪魔憑きを使うのと手間は変わらない上、倒されれば本体の魔力が減ってしまう。リスクが大きく効果は薄い、今では廃すたれてしまった手法である。

　八慧が知らなくても、不勉強というわけではない。かなりニッチな知識なのだ。シオンの場合は筋トレ以外は読書という両極端な日々の賜たま物ものだが、ただ知識として持っていることと活用できることは違う。伊古の思考の柔じゆう軟なんさは、流石さすが情報課のエースだ。

「予想に過ぎないけどな」

　肩を竦すくめる伊古へと、続けてシオンは問う。

「目的はなんだと思う？」

「皆目分からんねえ。本体は恐おそらく魔劒侯アンドラスだろうけど、咲さき原はらの人ひと斬きり事件と関係あるのかどうか……このタイミングってのが引っかかるが……」

　伊古が眉み間けんに皺しわを寄せ、思考に没入しようとするのに、架ヶ世が口を挟んだ。

「その現し身とかいうのは、魔力を一切使わんのか？」

「んなわけはない。電池が無きゃ動かないさ」

「魔力の匂においが全くせんぞ、あいつら」

　伊い古この目が好奇に光る。

「へえ？」

「まあ、仇かたき以外では俺おれの鼻も鈍にぶるから、そのせいかも知れんがな」

　いずれにせよ、謎なぞ多き軍勢だった。決して弱い相手ではないが、黒装退魔師ホーリーオーダーの本ほん拠きよ地ちを攻せめるには半はん端ぱな戦力と言わざるを得ない。それも不可解だ。何をしに来たのか？　そもそも、どうやって入ったのか？　霧きりが出ているということは何ど処こかに『門ゲート』がある筈はずだが、見当たらない。まあ、あの程度なら他の場所に向かった同どう僚りようたちも、容易たやすく対処しただろうが……

『──敵の移動経路が判明しました』

　モニカの念波だ。

『各区間のエレベーター・シャフトです。シオンたちはメインエレベーターの二十七階に向かって下さい』

　指示を聞くと、シオンはすぐさま左手を持ち上げた。

「飛ぶぞ。白翼参謀ハルフアス──」

　八や慧えと架かヶが世せに声を掛けつつ、魔ま術じゆつを行使する。

「外ゲ典ー七テ十イ二ア式移動術『自在進軍ランパント』！」

「いってらっしゃい」

　片手を挙げた伊古の姿が歪ゆがみ、瞬まばたきのうちに三人は、三基のエレベーターを横一列に内包する広大な空間に転移した。周囲は薄暗く、湿しめったコンクリートの匂においがする。浮遊感が体を包む。自由落下を開始しながら見下ろせば、眼下に広がる闇やみの向こうに、無数の赤い光が微び弱じやくにちらつくのが見えた──魔ま剣けんの紋もん様よう！　一面の壁かべを切り付け、足場や手掛かりを作りながら上って来ている！

「うわあ、居る居る……」

　横渡しの梁はりの上、軽やかに着地した八慧が、裏庭の石を持ち上げて裏側を見たときのトーンで言った。

　シオンと架ヶ世は落下していきながら、それぞれ黒い木ミ乃イ伊ラ姿へと剣けん戟げきを見み舞まう。シオンの一刀は未いまだ不ふ帰き灰かい燼じんの炎を宿し、架ヶ世の剣も炎熱を宿している。二条の剣けん閃せんは薄暗いシャフト内を、紅ぐ蓮れんの色に染め上げていく。二人は撃げき破はした敵の末路を見ることもなく、次から次へと得物を閃ひらめかせ、やがて声を揃そろえた。

「『蛇尾領主マルテイム』、外ゲ典ー七テ十イ二ア式刀撃術『亞あ空くう斬ざん』！」

「不ア俱リ戴オ天ク、正カ典ノ式ン剣撃術『彗星剣イオンテイル』！」

　シオンは公爵級マルティムに命じて転移しながらの斬撃、架ヶ世は火炎剣より青白い炎を吹き上げて推進、縦じゆう横おう無む尽じんに空間を飛び回りながら侵入者どもを排除していく。しかし命知らずの敵勢は止まらない。二人が取りこぼした分は八慧が狙そ撃げきしているものの、猛もう攻こうを潜くぐり抜ぬけた数匹が、脇わき目めも振らずに上っていく。魔剣の赤光が残像する。
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　落下しながら、シオンは頭上を振り仰あおいだ──こいつら、狙ねらいは上か？　くそ、このペースでやってたんじゃ、魔ま力りよくがもたねえぞ……！

「──シオン！　架かヶが世せ！　戻もどって!!」

　八や慧えが声を張り上げた。見上げていたシオンは、その視線が何ど処こを向いているのかを悟さとり、彼女の狙いを逸いち早はやく察して、顔を引き攣つらせた──まさかあいつ……正気か!?

「……なんだ？」

　架ヶ世が訝いぶかしげな声を上げる中、八慧の両目虹こう彩さいが、虹にじ色いろの光を宿して煌きらめいた。狙うは……頭上！

「正典カノン式狙そ撃げき術、『百発百中インフエリブル・バレツツ』！」

　耳を劈つんざく銃声がシャフト内に木霊こだまし、次々に重なっていく。薄暗い空間に、銃じゆう火かの花が咲き乱れる──と、全弾の射出フル・バーストを終え、手早くマガジンを交換している八慧の真横、音もなく壁かべを蹴けった侵しん入にゆう者しや一体が、魔剣を振り上げて迫る……八慧は気付いていない！

　シオンは咄とつ嗟さに右手を振り抜き、

「不ふ帰き灰かい燼じん、穿せんッ！」

　手元で天焦火翼フエニクスの炎が爆裂し、凄すさまじい速度で草薙クサナギが飛空！　八慧へと向かった一体を串くし刺ざしに貫つらぬいて尚なおも勢い弱まらず、対面の壁に深々と磔はりつけにした。刀に宿した天焦火翼フエニクスの炎を使い切り、推進力とすることで放つ飛刀術である。

　貫つらぬかれた一匹が崩くずれ去る頃ころには、八や慧えの手による最後の一射が空気を打っており、すぐさま頭上から鋼鉄の激しい軋きしみを上げながら、巨大な質量が落下して来た──エレベーターの籠かご！　先の銃じゆう撃げきによって安全装置は破壊済み。昇降レールとの間に火花を散らし、壁かべにぶつかっては轟ごう音おんを轟とどろかせ、先に突とつ破ぱしていった数体の侵入者たちを轢ひき潰つぶしながら迫る！

「くっ！」

　シオンは投げ放った愛刀の元へと転移して何とか回避、

「ぬおっ!?」

　架かヶが世せは火炎を激しく噴ふん射しやし、籠の落下軌き道どう上じようから間かん一いつ髪ぱつ抜け出した。

　シオンは刀の柄つかを握にぎりつつ壁を強く蹴けり、反動で抜き払うと、黒衣を翻ひるがえして八慧の隣となりに着地した。同時に架ヶ世も梁はりの上に降り立ち、一息吐つく。

　籠は侵入者たちを巻き込んで落下していき、やがて数階層下から、凄すさまじい破は壊かい音おんが響ひびいてきた。テロ対策の見地から、エレベーターは数層ごとに互い違いに設置されているので、一気に最下層まで直ちよつ滑かつ降こうというわけではない。それでも十分な威い力りよくだったろう。

「無茶しやがる……」

　シオンが言えば、八慧はちょっと得意そうに、

「良い手でしょ？」

　邪眼公サリエルの加護を受ける八慧の眼めは、望遠視覚だけでなく、暗視や赤外線視覚から、魔ま力りよく目視や物体透視クレアボヤンスまで、幅広い感知能力を備えていた。こと視覚に関して、彼女の右に出る者は師団内にも居ない。彼女の眼めで捉とらえられないものは、人心や運命くらいのものだ。エレベーター内に乗員が居ないことは、確認済みなのだろう。

「てか、急がないと。一匹逃げたよ、三十七階」

　言うが早いか、梁を蹴って跳ちよう躍やくする八慧。

「マジか」

　八慧を追って跳躍を繰り返し、梁を渡るように上っていく。空間転移をするには、連戦のせいで魔力が心こころ許もとない。三十七階は会議室の並ぶフロアであり、今日は確か各課の長を纏まとめた全体会議が開かれていた筈はずだ。敵の狙ねらいは其そ処こだろうか。急がねばならない。

　途と中ちゆう、架ヶ世が隣に並んで来た。何度か敵に受けられたのだろう、片手に提げた剣は随ずい分ぶん短くなっている。

「頼りになる相方だな」

「毎度ビビらされるがな……」

　シオンは返しながら梁を蹴る。

　三十七階に到着し、魔ま剣けんの仕し業わざだろう、斜ななめに切り落とされたドアを潜くぐって、カーペット敷じきの廊ろう下かへと飛び出す。片側一面が窓となった、中ちゆう枢すう司令室のある四十一階と同じような造り。本部は円えん錐すい状じようの構造となっており、上に行くほど間取りは似てくる。

　窓はまるで滝たきのようになっていた。叩たたき付けられた雨あま粒つぶが無数の水流となって流れ落ちていく。前方に破は壊かいされた大おお扉とびらがある。第一会議室。

　廊ろう下かを駆かけ抜け、室内へと飛び込んだ三人は見た。円えん卓たくに着いた数名の頭上を跳ちよう躍やくした侵しん入にゆう者しやが横切り、構えた魔ま剣けんを今まさしく振り下ろさんとしているのを！　狙ねらいは最さい奥おうの席、たおやかな姿──モニカ！

　シオンが刀の柄つかに手をやり、八や慧えが銃口を持ち上げ、架かヶが世せが床ゆかを踏みしめたとき、

「刑けい罰ばつ執しつ行こう、鋸のこぎり挽びき」

　座ったままのモニカの傍かたわら、佇たたずんでいた三み嶋しま泰たい山ざんが、低く呟つぶやきながら前に出た。眼鏡めがねの奥おくの眼光は鋭するどい。振り上げられるその右手、掲げられた掌てのひらの内側に、高速回転する巨大な円えん鋸きよが出現し、空中の侵入者の股また下したから頭頂までを一気に通過！　侵入者は一いつ瞬しゆん左右にずれた後、液体と化して流れ落ちる。

　三嶋は右手を振り払うと、円鋸を消し去った。ネルガルは罰ばつ則そくを司つかさどる悪あく魔ま。異郷の律法に基づいて刑罰の内容を決定し、処しょ刑けい具ぐを自在に召しよう喚かん・操作することで執行する。敵対者の罪状が重いほどに、その力も強くなる。

　会議室は俄にわかにざわついていた──「こんなところまで入り込まれるとは……」「警備体制の見直しが必要かもしれん」「侵入経路の特定を急がなくてはな」……取り乱す者が一人も居ないあたり、流石さすがは黒装退魔師団ホーリーオーダーの幹部連中といえた。逆にいえば、そういう一ひと廉かどの人材だけが揃そろっているのだ。半数以上が常人だが、自覚と覚かく悟ごを持って仕事に当たっている。自分たちが『当たり前の日常』を守る、最後の砦とりでであるという。

　納刀したシオンは、安あん堵どの息を吐いた。

「三嶋さんが居たなら、慌あわてることなかったかな……」

「数来られてたら、守り切れたかは分からんよ」

　三嶋が静かに返す。

　円卓の上には、ホログラフィック・ディスプレイで描かれた本部の立体的な見取り図と、各所の防犯カメラの映像が浮かび上がっている。モニカはそれらに素早く視線を走らせてから、疲労の滲にじむ息を吐いた。

「……全すべて片付いたようですね」

　入り口の三人へと視線を向けて続ける。

「御苦労様でした。お怪け我がはありませんか？」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　シオンが返せば、モニカは薄く微ほほ笑えんだ。

「何よりです。しかし、随ずい分ぶんと魔ま力りよくを使ったでしょう？　貴方あなたたちは週末に出動も控ひかえていますし、もう帰って休んで下さい。明日以降も、週末まで自宅待機とします」

「え、平気なの？」

　八や慧えが言うのに、モニカは続ける。

「ええ、何かあればお呼びします。魔ま力りよく回復に努めて下さい」

　確かに、魔力残量は懸け念ねんすべき少なさだった。魔力の回復が苦手なシオンといえど、全く使わなければ溜たまりはする。

　シオンと八慧の傍かたわらで、架かヶが世せが鼻を鳴らす。

「俺には関係ないな。仕事に戻もどるぞ」

　モニカは首を振って、

「いいえ、貴方あなたもです、架ヶ世」

「何だと？」

「今しがたの会議で、他のメンバーを選出しました。貴方にも参加して頂きたいのです」

　架ヶ世は肩を竦すくめる。

「好きに命令すれば良いだろう」

「断る自由はあるのですよ……」

　柔やわらかく諌いさめるようなモニカの口調は、悲しげでもあった。常人の社会に於おいて魔ま人じんが恐おそれられ、排はい斥せきされることのないように、黒装退魔師団ホーリーオーダーは同族と戦い続けねばならない。その活動はせめて、意志に根ざすものであるべきだ。例たとえそれが綺麗ごとで、気休めに過ぎないとしても……それがモニカの信念であり、願いでもある。

「そんな自由は要らん。俺のことは好きに使え」

　架ヶ世の眼光が鋭するどさを増し、モニカへと注がれる。

「ただし、仇かたきは必ず見つけ出して貰もらうぞ」

「……承知しております」

　モニカの返答を聞くと、架ヶ世は踵きびすを返して歩き去っていく。その背を見送りながら、八慧はぽつりと言った。

「また突つっ張ってる……」

「あいつなりの落とし所もあんだろ」

　そう返して、シオンはモニカへと向き直る。

「じゃ、俺たちも失礼します」

　モニカが首しゆ肯こうするのを受けて、円えん卓たくの一同に向けて目礼すると、八慧と連れ立って会議室を出た。

　帰る前に十五階のロッカールームに行って武装解除し、学生服に着替える必要がある。エレベーターは使えないだろうから、非常階段へと向かって廊ろう下かを歩いていく。今日の騒そう動どうが噓うそのように静かで、雨音ばかりが耳についた。架ヶ世はさっさと帰ってしまったようだ。別に一いつ緒しよに居たいわけではないが、つくづく偏へん狭きような男だと思う。

「──お前、これからどうする？」

　尋たずねるシオンを八や慧えは見返し、

「どうするって、帰るけど……？」

「そか。俺おれは少し残るわ。魔ま方ほう陣じんの調査状じよう況きようを訊きいときてえ」

　情報が全く下りてこないのは、経過が芳かんばしくないのか。昨日の今日ではあるものの、シオンはずっと気になっていた。モニカと話せたら良かったが多忙そうなので、直接情報部に向かってみるつもりだ。襲しゆう撃げき直後で迷惑だろうか。しかし退魔師としては、早めに対策を講じておきたいのだ。

　八慧は微ほほ笑えんだ。

「ん、張り切ってるねえ……」

「普ふ段だん通りじゃねえか」

　任務に当たるときはいつも、この程度の下準備はしている。普段より気合いが入っているのは確かだったが。

「本当に？　自主トレやり過ぎて、寝不足してんじゃない？」

　少しからかうような、それでいて気き遣づかわしげな八慧の言葉に、シオンは顔を顰しかめて無言──様子がおかしいと思いきや、きっちり見てやがる……

　シオンの沈黙を肯定と読んで、八慧は続ける。

「ちゃんと休まなきゃ駄だ目めだよ？　あんた回復遅いんだから」

　──だから、俺のこと心配してる余よ裕ゆうあんのかって……いつもそうじゃねえか。人の心配ばっかりしやがって……こっちは何も思い付かねえのに。お前にしてやれることを。

　シオンは溜ため息いきを吐つき、非常階段の鉄てつ扉ぴの前で立ち止まった。銀の髪をくしゃりと搔かくと、同じく足を止めて不思議そうに見上げてくる八慧を見下ろして言った。

「……ケーキ、食いに行くか？」

　八慧は目を丸くした。

「え？」

「お前の好きな、ほら……クリームとクレープが交互になったやつ」

「な、なに、急に……」

「奢おごる約束、してたろ」

　シオンがそう続ければ、八慧は一いつ瞬しゆん考えてから、驚きの表情を浮かべた。

「あー！　良く覚えてたね!?」

「忘れねえよ。お互い忙しかったから、言い出せなかったけど」

　今まで誘さそえなかった理由は、それだけでもない。やっぱり気恥ずかしかったせいだ。二人でケーキを食べに行くというのは。何か……特別なことのような気がして。

　八慧はじわりと、染み出すように笑顔になった。シオンのそんな理由や、何な故ぜ今になってらしくないことを言い出したかまで、全てを見み透すかすように思える瞳ひとみ。

「……嬉うれしいけど、今はやめとく」

「なんでだ？」

　八や慧えの口調は穏おだやかだった。

「確かに私、シオンに話したいことは色々あるんだけどね……やっぱり今は、心配かけたくないからさ」

　──ああ、お見通しなのか。

　シオンの胸に、退魔師としての使命感は当然強くある。半月前のような大災害は、なんとしても食い止めねばならない。

　しかし、シオン・タケハヤ・ベルナルド個人としても、魔ま術じゆつ師しの犯行かもしれないと聞いた以上、平静ではいられなかった。アレイスターに連なる者である可能性も低くはないし、もっといえば、本人であるかもしれない──復ふく讐しゆう心しん？　正直、無いとはいえない。自分にだって、ざわつく心の全すべては読み解けない。

　しかし、未来に目を向けていないわけではない。過去だけに囚とらわれているわけではない。そう信じたかった。これからもう二度と……奴やつには、何一つ奪うばわせはしない！　そんなシオンの想いも、見み透すかされていたのだろう。

「今は任務に集中しよ、ね？」

　この優しい強がりを、通させるのが正しいのだろうか。意地を張るなと諭さとすべきなのか。シオンにはやっぱり分からない。言葉が出ない。眉み間けんに皺しわを寄せたまま。

「この事件が片付いて、無事に帰って来たら、今度こそ奢おごって貰もらうから」

　そう言う八慧の微ほほ笑えみは、問答無用の可か愛わいげがあった。

「……分かったよ」

　結局、何もしてやれない。そればかりか、支えて貰っている。自責の念が、シオンの胸に苦く広がる。

　しかし、八慧の方はといえば何やら楽しげで、いつもの調子を取り戻もどしたように見えた。鉄てつ扉ぴを潜くぐって階段を下りる途と中ちゆう、架かヶが世せは本当に協調性がないとか、今日の数学の授業が難しかったとか、学食のカレーがあんまり美お味いしくない、あれ多分レトルトだねとか他愛の無いお喋しやべりが飛び出し、シオンは適度に相あい槌づちを打った。

　十五階のロッカールームで着替えを終え、廊ろう下かで八慧が出て来るのを待った。学生服姿で出て来た八慧は、残っているシオンを見て首を傾かしげた。何か用事でも？　といった風に。

　シオンは言う。

「用事があったら、電話しろ。小さなことでも構わねえ」

　八慧はふわりと笑った。

「……ん、分かった」







　　三章　賢者の贈り物







　シオンが顔を出してみれば、情報部のオフィスは既すでに落ち着きを取り戻もどしていた。其そ処こ彼処かしこに襲しゆう撃げきの爪つめ痕あとが痛々しく残り、事後処理班が瓦が礫れきの撤てつ去きよや施設の修しゆう繕ぜんを行っている。そんな中で職員たちは、各々通常業務についている。

　若わか宮みや伊い古こも自分のデスクに居た。周囲にファイルや書類で城じよう砦さいが築かれ、中央には液えき晶しようモニターが鎮ちん座ざしている。

　魔ま方ほう陣じん事件について、分かったことを教えてくれないか──シオンの質問に対する答えはシンプルだった──分からない。

　教会から送られてきた儀ぎ式しき痕こんの画像データ──血の異郷紋もんと簡易祭さい壇だんの痕こん跡せきを一昼夜調べ、魔方陣は予想通り召しよう喚かん陣じんらしいとはかろうじて分かった。だがそこまでだ。祈き念ねんする対象を示す名前や記号は一つも見受けられず、願いの内容も書かれていない。つまり、肝かん心じんなところが全すべて抜ぬけていた。

　伊古は背せ凭もたれに身を預けて背伸びをし、

「ま、犯行現場に調査員が行ってるし、その報告待ちだな」

「そうか……」

　敵の正体がまったく分からないまま出動を迎えることは避さけたいところだ。情報部の努力が実を結ぶことを祈いのる他ない。

「……襲撃の方は、何か摑つかめたか？」

「それもこれからだ。古い資料から現し身アバターの関わった事件を洗ってみようと思ってる」

「分かった。ありがとよ。邪じや魔ましたな」

「いやいや、コーヒーも出せなくて悪いね。ポットが真っ二つでさ」

　何か分かり次第連絡をくれと言い置いて、情報部を後にする。

　……さて、何をしよう。

　魔ま力りよくは温存しなければならない。帰って良いとは言われたが、寮りように戻っても自主トレ以外することがない。ならば最さい新しん鋭えいの設備が整っている、此こ処このトレーニング・ルームでやった方が良い。図書室に行って読書も良いだろうか。異郷学や悪あく魔まについての予習は重要だし、何か思い付くかもしれない──ああ、そういやあ夕飯も食ってねえな……

　一ひと先まずティー・ラウンジに向かった。コーラを注文し、窓際の席に着く。雨は止やむ素振りも見せず、町を洗い続けている。

　八や慧えのことが気にかかる。この雨の中、一人で帰る姿を思えば。そういえば彼女も夕食を食べていない。腹を空かせていないだろうか……

　椅い子すに尻しりを半分乗せ、両足を投げ出した姿勢で、机の上で結けつ露ろしているコーラのコップを眺ながめていたが、何一つ思いつかない。気ばかり逸はやって何もできない、良くないパターンだった。やる気が無いわけではなく、寧むしろありすぎて空回りしている状態。

　そのまま暫しばらく放心していると、ふと腿ももに震しん動どうを感じた。師団支給のスマートフォン。

　八や慧えか？　と思いながら取り出しディスプレイを見れば、表示されている番号はやたらと長い。これは……国際電話だ。フリック操作で受話する。

「……もしもし？」

『おう、シオンか？　今平気か？』

　電波越しでも良く通る、豪ごう放ほうな声がした。スピーカーから耳を離したくなる。やはり八や尋ひろだった。国際電話を掛けてくる相手に、他の心当たりは無い。

「平気だけど、どうしたんだ？」

『襲しゆう撃げきされたんだって？　大変だったなァ』

「被害はそれほどでもねえよ……誰だれに聞いたんだ？」

『お前に掛ける前に八慧に掛けたんだよ。ちとお前らに伝えてえことがあったんでな』

「なんだ？」

　シオンが問い返せば、八尋は一いつ拍ぱく置いて言った。

『週末は宜よろしくな、エージェント・ソロモン』

　シオンは息を吞のんだ。それは、つまり……

「やっぱ、オッサンが出しゆつ撃げきすんのか？」

『おうよ。一つ宜しく頼むわ』

「そうか……」

　ある程度予想していたが、実際本人の口から聞けば、いよいよ身が引ひき締しまる思いがした。守らなければならない。必ず。

『あー、それで、だ』

　八尋はふと声の調子を落ち着かせ、

『お前、かなり張り切ってるそうじゃねえか』

　シオンは顔を顰しかめた──八慧のヤツ、オッサンに話しやがったな。

「まあな……」

『元々はウチの力不足でソッチに頼んだんだし、やる気を出してくれんのは、有難えこった。けど、ちょっとばかり心配でよ』

「……足あし手で纏まといにはならねえ」

　シオンが淡たん々たんと返せば、八尋は呆あきれたように、

『なァに言ってんだ、違えよ馬鹿、お前の腕は信頼してるよ』

「じゃあ、なんだよ？」

『なんつーかな、ちょっと余よ裕ゆう無くしてんじゃねえかと思ってよ……お前、無理してねえか？　一人で戦うんじゃねえんだ。俺おれにも頼ってくれて良いんだぞ』

　──ああ、そういうことか。

　シオンは溜ため息いきを吐つく。八や慧えがそこまで話したのか、それとも八や尋ひろが自身で推察したのか。シオンが夜も寝付けないほどに、今度の魔ま方ほう陣じん事件に執しゆう心しんしていると。

　返す言葉を模も索さくしているうちに、不意に脳裏に、一いつ瞬しゆんの想い出が蘇よみがえる。




　──あれは退魔師として活動し始めてすぐの頃ころ、中学二年生の夏。喪そう失しつの忘ぼう我がから解き放たれたシオンが、一番やさぐれていた時期だ。寝る間も惜おしんでは霧きり煙けむる街に繰り出し、悪あく魔ま憑つきとの戦いに明け暮れていた。八慧とも何度もぶつかり、取っ組み合いの喧けん嘩かをした。酷ひどく殺気立った顔をしていたことだろう。

　あるとき帰って来た八尋が、ちょっと来い、と言ってシオンを礼拝堂に呼んだ。促うながされるまま、二人並んで長なが椅い子すに腰掛けた。ステンドグラスから月光が差し、神聖な夕ゆう闇やみに新しいニスの匂においが漂ただよっていた。八尋がいつになく真剣な様子だったので怒られるのかと思ったが、その口調は静かだった。教きよう誨かいのように。或あるいは懺ざん悔げのように。

　──俺の話をしておこう。俺と、優ゆ卯うの話だ……

　八尋と優卯はかつて、パートナーだった。今のシオンと八慧のように。教会の巡回牧師サーキツト・ライダーとして世界各地を巡めぐり、悪魔の脅きよう威いから人々を守っていた。大召喚グレーター・サモンより以前のこと、その頃まだ異郷は遠く、今から思えば多くの事件は、悪魔の影かげが差す程度のものだったという。八慧が生まれてからは一線を退き、二人でこの教会を預かって暮らしていた。幸せな日々だったろう。陽ひだまりの匂いのするような。

　しかし、教会からの要請を受け、二人は今一度戦いへと赴おもむくことになった。八尋はただ異国の街、とだけ言ったので、何ど処こだったのかは分からない。其そ処こで二人は戦ったのだ。街の住民を残らず殺し、教会からの刺し客かくを悉ことごとく返り討ちにした『そいつ』と。

　そいつは悪魔だった。どうにかして降臨したのだろう、極めて珍しい事態だが、初めてというわけでもない。霊格は侯こう爵しやく級といったところ、歴戦である二人の記き憶おくにも覚えのない、奇き怪かいな姿をしていたそうだ。これも細かくは話してくれなかった。

　相手の正体が分からなかろうと、対処の術は幾いくらでもある。ブランクがあったとはいえ、最強の聖騎士パラデインと聖女のコンビだ。戦いは始終有利に進んだ。

　しかし、八尋の引導の一いち撃げきが放たれたとき、その破は邪じやの剛ごう拳けんを身に受けて砕くだけ散りながら、そいつは嗤わらって囁ささやいた。

『流石さすがだわ……でも最後に、奪っていきましょう。貴方あなたの幸せを一つ』

　そいつの狙ねらいは八尋ではなかった。或いは最初から？　自己の存亡すらも囮おとりに使って、渾こん身しんの一いち撃げきを優ゆ卯うへと放ったのだそうだ。

　優卯は避けられなかった。八や尋ひろの強さを間近で見続けてきたし、誰だれよりもそれを信じていたからこそ、油断したのだろう……

　──そんとき受けた傷が元で、優卯は死んだ。魔ま人じんつってもその頃ころは、それほど普ふ通つうの人間と変わらなかったからな……

　そう言って昔話を結ぶと、八尋はシオンの頭に手を載のせた。拳を握にぎり固めることに慣れた掌てのひらの内側は、温かかった。撫なでられてとても恥ずかしかったが、悪い気持ちはしなかった。

　──俺はちょっと、熱くなっちまってた。余よ裕ゆうが無かったんだ。倒すことが目的じゃあなかったって、忘れてたんだな……

　なあシオン、守るべきものを守れたら、それが本当の勝利だ。俺は負けたんだよ。あの日から、ずっと負け続けてる……だから……




『──お前は、負けるな』




　思い出の声が遠ざかり、シオンは電波の向こうへと呼び掛けた。

「……オッサン」

『ん？』

　シオンの方から言葉にして言うのは、初めてかもしれない。

「八や慧えとあんたは、俺が守るよ」

　一いつ瞬しゆんの沈黙があって、

『──うはははははははは!!』

　聞こえてきた落雷の如ごとき笑い声に、スマートフォンを少し耳から離して怒ど鳴なりつける。

「何笑ってんだ、人が真面目に言ってんのに！」

『いやいやいや、違う違う、ハハハ、嬉うれしくてよ、わははは！』

「何がだよ……もう切るぞ！」

『待て待て！　ふはは……いやいや、年取ると説教臭くさくなっていけねえよな。老ろう婆ば心しんってやつかねえ』

　衝しよう動どう的な笑いを収め、八尋はしみじみと言った。

『悪かった。お前は分かってんだな、ちゃんと』

「いや……」

　シオンは途と端たんに言葉を濁にごす──そうでもねえよ。分かんねえことばっかりだ。八慧のこととか、時間の使い方とか。あんたのようには、なかなかやれない。

『ま、頼りにしてるぜ』

「……おう」

　八や尋ひろの口調は、冗じよう談だんを言っていたかと思えば突とつ然ぜん真面目になる。肩かた透すかしを食らったり、すんなり心に入り込んできたりして、卑ひ怯きようだと思う。

　会話が終わる寸前の気配に滑すべり込ませるように、シオンは尋たずねた。

「オッサン、八慧にも電話したんだよな？　どうだった？」

『ん？　まあ、普ふ段だん通りだったが……なんだ？　何かあんのか？』

　そう尋ねられても、返す言葉は無い。八慧は今不安定だから傍そばに居てやってくれ、などと言えるわけもない。言っても困らせるだけだし、どうせ週末には顔を合わせるのだ。

「……いや、大したことじゃねえ」

『そうか？　まあこの時期は色々とな。傍に居てやれねえのが気き懸がかりだが』

「頑がん張ばってるよ、あいつ」

『俺おれの自じ慢まんの娘むすめだよ……お前も、自慢の息子だ』

　シオンはぐっと喉のどを鳴らした──またこのオッサンは、恥ずかしげもなく！

『じゃあ、仕事に戻もどるわ。またな』

　通話が切れ、シオンは溜ため息いきを吐ついた。

　スマートフォンをポケットへと仕舞い、窓の外を眺ながめる。雨雲の彼方かなたに既すでに日は落ち、暗い空から落ちてくる無数の雨あま粒つぶがビルの壁へき面めんで弾はじけて、流れ落ちる。闇やみを隔へだてたガラスに、寝不足気味な顔が映っている。

　まあ八尋から電話があったのなら、八慧も少しは元気が出ただろう。例たとえそれが根本的な治ち療りようでなく、対処療法的なものであったとしても、一ひと先まずは良かったと言っておくべきだ。悩みや悲しみが全すべて、望み通り消え去ることなど、そうはないのだから。

　シオンは欠伸あくびを漏もらすと、まだ澱おりのように心に残る、言葉にできない影かげを捨て去るように、勢い良く椅い子すから立ち上がった。







　父親譲ゆずりの豪ごう快かいさと、母親譲りの優しさを兼ね備えた女の子、それが古こ都と城しろ八慧だ。しかし同時に、父母共通の『馬鹿正直』という欠点も受け継ついでいた。

　噓うそを吐つくことが非常に苦手なのである。正直者、という言い方もできるが、方便も上う手まくはない。今日何度か挙動言動がおかしかったのは、旬じゆんのことをシオンに黙っていたからだ。今しがた、モノレールを降りてすぐのホームで八尋から電話があったときにも、シオンへの心配を話してしまった──けど、平気よね。だってパパだし。

　今、教会までの帰り道。雨降りの夕ゆう闇やみに凛りんとした視線を投げて歩く。水みず溜たまりが跳はねてニーソが濡ぬれる。

　──パパと、合同任務。

　元はといえば、八尋の背中を守るために磨みがいてきた腕だ。戦い続ける父親の力になりたいと思わない娘むすめがいるだろうか？　魔ま人じんである八や慧えには、直接的な手立てがある──どんな相手でも叩たたきのめして……おかーさん、パパは私が、ちゃんと守るから。

　教会に辿たどり着き、司祭館という名の自宅のドアを開いた。

「ただいま」

　帰って来て家に明かりが点ついているというのは、結構嬉うれしいものだ。気負い過ぎて強こわ張ばった心が和やわらぐのを感じる。

「おかえりなさーい」

　板張りの廊ろう下かを軋きしませて、旬じゆんが玄げん関かんまで出て来た。リビングに居たのだろう、テレビの音声が聞こえる。

　ちょっと着替えてくると言い残し、廊下の階段を駆かけ上って自室へ。湿しめった制服を脱ぬいでパーカーとレギンスに着替える。卓ちや袱ぶ台だいを横に退けたフローリングの床ゆかには、八慧の知る限りでは使われたことのない来客用の布ふ団とんが畳たたまれて置かれている。旬の寝ね床どこだ。

　一階に戻もどり、リビングに顔を出してみれば、旬は台所に立っていた。

「ねえヤエ、お腹なか減ってない？」

　そう言われて思い出す。

「あ……そういえば夕御飯食べてない」

　旬は微ほほ笑えんだ。

「なら作るよ、ただのチャーハンだけど」

「え……あ、うん、助かる、けど……」

　戸と惑まどいつつ返せば、ガスに火花の弾はじける音がして、コンロに火が入った。

「材料どうしたの？」

　八慧は続けて尋たずねる。家族全員、いつ仕事が入るか分からないので、食材はなるべく使い切るようにしていた。冷蔵庫にはシオンのコーラぐらいしか入っていなかった筈はずだ。

　フライパンを熱しながら、旬は背中越しに返す。

「ずっと家に居るのも暇ひまだから、散歩に出たついでに買ってきたの」

「へえ……なんか意外。アイドルでも家事とかするんだ」

　卵と米が投入されたのだろう、香こうばしい音ね色いろがした。

「どうなのかな、あたしは一人暮らし長いから……」

　八慧は旬の後ろ姿を横目に、ダイニングのテーブルに腰を下ろす。

『──次のニュースです。アイドルとして活かつ躍やく中のＪＵＮＥさんの行方ゆくえが分からなくなっており、関係者の間に不安が広がっています……』

　流れてきた女性キャスターの声に、テレビ画面に目を向けた。

『所属事務所からの正式な発表はまだありません。ＪＵＮＥさんは十代の若者を中心に、幅広い層に人気があり、今週末には大きなツアーライブも予定され……』

　リモコンに手を伸ばし、チャンネルを変えた。他に見たい番組があったわけではなく、旬じゆんを気き遣づかってのことだ。聞きたい話題ではないだろう。

　台所に目を遣やれば、旬はチャーハン作りに集中しているのか、気にする様子はなかった。危なげない手つきでフライパンを何度か返す──現役アイドルがウチの台所でチャーハン作ってる……一皿五千円とかしそう……もっとかな？

　やがて火を止め、食しよつ器き棚だなから出した皿に、適当に盛り付けて持って来た。

「ヘイ、お待ち！」

　卵とネギだけのシンプルなチャーハン。八や慧えもたまに当番で自じ炊すいするから分かるが、シンプルな料理ほど塩あん梅ばいは難しいものだ。これをさらっと出せるのは結構凄すごい。

「わー、ありがと！」

「お世話になってるし、これぐらい全然だよ」

　八慧は軽く両手を組んで祈いのりを捧ささげると、スプーンを手に取った。

「いただきまーす……」

　一口食べて、驚きよう嘆たん。

「うっわ、美お味いしいコレ！」

「えへへ、良かった」

　対面に腰を下ろした旬は嬉うれしそうに笑う。

　お世辞ではなかった。突とつ出しゆつしたものはないが、毎日食べても飽あきない、家庭的な一品だ。その味を堪たん能のうしながら、八慧は徐おもむろに言った。

「あんたって、本当に凄いアイドルだったんだね」

「え、なんで？」

「今日学校で訊きいてみたら、友だちが皆知ってたから」

　旬は指を唇くちびるに当て、実感の篭こもらない様子で言う。

「んー、まあ……わりと有名なのかな？　色々不便な程度には」

「不便？」

「学校あんまり行けないし、遊べないしさ、同年代の友だちとかも……あ、ねえ！」

　何かを思い付いた様子で、目を輝かがやかせる旬。軽く身を乗り出し、

「ヤエは彼氏とかいないの？」

「んむっ!?」

　八慧は危うくチャーハンを噴ふん出しゆつしそうになった。ガールズ・トークの襲しゆう来らいだ。

　この手の話題は得意じゃないが、咲さく夜やの攻せめに比べればぬるい。少しは耐性も付いたし、対処法だって身に着けた。こういう場合は自然に受け流し……

「いや、私は特にいないけど、旬は？」

　見事なカウンターで返した。

「え、あたしはほら、ファンの皆が恋人だから……」

　旬じゆんは両の拳を顎あごの下に当て、瞳ひとみを潤うるませて言う。やや演技過多な仕草だが、彼女がやると様になるのは流石さすがといえる。それからすぐ、悪戯いたずらっぽい表情を見せた。

「なあんて！　事務所的にＮＧってだけだけど」

「へえ、やっぱりあるんだ、そういうの」

「あるのよ。マネージャーは『今が大事な時期なんだから』とか言うしさ。彼氏は欲しいんだけどね、思いっきり甘えさせてくれる人！」

　乙おと女めの憧あこがれを瞳に宿す旬。

「トップアイドルの苦悩、ね」

　普ふ通つうの恋愛も許されないというのは、いかにもそれっぽい。

「あはは……ねえ、ヤエの友だち、あたしのことなんて？」

「ライブが良いってさ。後『ＭＯＴＨＥＲ』って歌」

　旬は目をしばたかせた。

「それってホント？」

「うん、どうかした？」

　旬は目を細め、しみじみと言った。

「あれって、あんまり人気はないんだけど、あたしにとっては思い入れのある曲なのよ。だからそう言って貰もらえると嬉うれしいの」

「……おかーさんのこと、大好きだったんだね？」

　八や慧えがそう続ければ、華はなやいでいた二人の間の空気が落ち着いた。テレビから垂れ流される笑い声と屋根を打つ雨音が、相対的に少し大きくなったように感じられる。

「うん……大好きだった」

　旬は小さく頷うなずいてから、真剣な眼まな差ざしで言った。

「あたしも、お母さん、もう居ないの。昨日言おうと思ったんだけど」

　八慧も頷く。

「さみしくない？」

　旬の瞳は、心細げに揺ゆらめいた。途と方ほうに暮れたように微ほほ笑えむ。

「……どうなんだろう、良く分からない」

　八慧はしっとりと、しかし陰いん鬱うつではなく、口にする。

「私は時々、さみしいな」

　自分の心の弱い部分と向き合うことは、誰だれだって恐おそろしい。八慧も普ふ段だんは強がって、なかなか認められない。ましてや他人に見せるのは勇気が要る。でも今日、旬には見せてあげたかった。彼女の鏡になってあげたかった。冷然と光を反射する鏡ではなく、同じ痛みを知り、体温を持つ鏡になって。

「……強いね、ヤエは」

　俯うつむきがちにそう呟つぶやく旬じゆんは、さっきまで表情や仕草にナチュラルメイクのファンデのように纏まとっていた自信のオーラを、完全に失っていた。アイドルのＪＵＮＥではない、穂ほ波なみ旬という素顔の女の子が、其そ処こには居た。

「あんたよりか、お姉さんだもん」

　八や慧えは微ほほ笑えんで返すと、チャーハンの最後の一粒までを、丁てい寧ねいにスプーンで掬すくって口に運んだ。咀そ嚼しやく、嚥えん下げして両手を合わせる。

「ご馳ち走そうさま、美お味いしかった！」

　明るい声が再び、テレビの音声と雨音を遠ざけていく。

　旬は一つ息を吐くと、愁しゆう眉びを開き微笑みを浮かべた。揺ゆるぎ無い自信に裏付けられた、凄すごみのある美しさは鳴りを潜ひそめ、代わりに奥底に秘められていた愛あい嬌きようが顔を覗のぞかせていた。

「なんだかヤエって……不思議な人」

「え、どこが？」

「小さくて可か愛わいいのに、たまに年上みたい」

　八慧は拗すねた顔で、

「実際年上だって」

「あはは、そうだった！」

「ったくもー……」

　食器を手に立ち上がると、台所のシンクに持って行き、調理器具と一いつ緒しよに洗う。八慧の両目の虹こう彩さいが、魔ま力りよくの虹にじ色いろを宿す。その眼光からは何ものも逃のがれられない。そう、僅わずかな油汚れでさえも！　洗い残しは無い……

　その後、八慧が風ふ呂ろに入ってから戻もどってみれば、一階の電気は消えていた。二階の自室へと向かう。旬は敷しいた布ふ団とんにうつ伏せになって、何かを熱心に操作していた。スマートフォンだ。電池式の簡易バッテリーが刺さっている。

「──何してんの？」

　八慧が声を掛ければ、

「あ！　えっとね……ほら、これ！」

　旬はスマートフォンからバッテリーを抜ぬくと、跳はねるように身を起こして両りよう膝ひざ立ちになり、画面を前に突き出してきた。ブラウザが立ち上がっており、横書きの文字列が幾いくつも表示されている。何ど処こかのウェブサイトの、匿とく名めい掲Ｂ示Ｂ板Ｓのようだ。

「何これ？」

　八慧が重ねて尋たずねれば、旬は子どもが悪戯いたずらや秘密を誰だれかと共有するときに浮かべるような、ワクワク感に満ちた表情で答える。

「知らない？　ここに願い事を書き込むと叶かなうのよ！」

　そう語りながら、指で画面をスクロールさせ、掲Ｂ示Ｂ板Ｓのタイトルを表示させた──『ドレッドフォーチュンＢＢＳ』。

「ふうん……」

　八や慧えが微び妙みような反応を返せば、旬じゆんはちょっと拗すねた顔をした。

「あ、信じてないね？　これマジなんだってば！　最近ちょっと噂うわさになったりもしてるんだから。宝くじが当たったとか、テストで良い点が取れたとか……ほら、見てみて」

　押し付けられるようにスマートフォンを受け取り、適当に流し読みしてみる……成る程、書き込みの量はかなり多いようだ。『彼氏とずっと幸せでいられますように』という微ほほ笑えましいものから、『隣となりの犬がうるさい。死んでくれ』などの過激なものまで、様々見られる。八慧が戸と惑まどってしまうような赤せき裸ら々らなものも多く、それらに混じって願いが叶かなったというお礼や事後報告も散見された。

「願いが叶う、ねえ……」

　超常能力を宿す身からすれば、こうした曖あい昧まいなオカルト話には懐疑的にならざるを得ない。例えばこの掲示板の噂にしたって、百人書き込んだ中に偶ぐう然ぜん願いが叶った人間が十人なりいたとしたら、その人たちは喜び勇んで報告をするだろうが、残りの九十人はわざわざ書き込まないものだ。期限を切らないところもミソだろう。

「結構叶うのよ、ホントに。あたしもライブとかオーディションの前とかに書き込んでるの。そうすると上う手まくやれるんだ」

　それは自己暗示なんじゃないだろうか、とも思う。

「今も書き込んでたの。『皆が許してくれますように』って……」

　願いを口にすることが恥ずかしいのか、他力本願で許しを願うことを申し訳ないと感じているからか、旬は小さな声で言った。皆とは、ファンや事務所の人たちのことだろう。

　該がい当とうする書き込みを見ながら、八慧はふと気付いて言った。

「あれ、なんか返信付いてる」

「えっ？」

　旬が横から覗のぞき込んでくる。

　画面に映し出されているのは、短い文字列だった。アンカー付きで、旬の発レ言スに返信する形──『ずっと見てるよ』。

　旬は顔を顰しかめた。

「ああ……まあ、たまにこういう、変な人もいるね。名前が出ないから……」

　慣れているようで、すぐ笑顔に戻もどる。

「ねえ、ヤエも書き込んでみたら？」

「えっ？　いや、私はいいって」

「ホントに叶うのよ？」

「んー、でもこういうの、やったことないし……」

　旬じゆんはふと溜ため息いきを吐つくと、苦笑を浮かべた。少し寂さみしげな。

「……まあ、信じられないよね、そりゃ」

　八や慧えは慌あわてて両手を振った。

「あー、でも私も嫌きらいじゃないしね、占うらないとか……ん、やってみよっかな」

　旬は笑顔を輝かがやかせて頷うなずく。

「そうしなよ！」

　八慧はスマートフォンを大おお仰ぎように構える。やや緊張する。

「えっと……名前は要らないんだよね？」

「うん、内容も詳くわしくなくて平気。あたしも『仕事が成功しますように』とかだから」

「んー……ううん……」

　暫しばらく悩んでから、タッチパネルに指を奔はしらせた。やがて打ち終えると送信ボタンをクリックし、スマートフォンを旬に返した。

「ね、何をお願いしたの？」

　興きよう味み津しん々しんといった様子で、旬が尋たずねてくる。

「見ていいよ」

　八慧に言われて手元に目を落とした旬は、最新の発言を見て息を吞のんだ──『お母さんに逢いたいです』。

　八慧はベッドに腰を下ろし、落ち着いてはいるが陰いん鬱うつではない、自然体な口調で言った。

「色々考えたけどさ、他に思い付かなくて」

「うん……」

　旬が全身から発散していた、修学旅行の夜のような、女子のお泊り会のような、胸躍おどる気配は鳴りを潜ひそめ、今は気き遣づかわしげだった。雨音が再び部屋を満たす。

　八慧は片手を振り、明るく言った。

「あはは、そんな深刻にならないでよ！　ってまあ、私のせいか……」

「そんな！　気にしないで！」

　旬の形の良い眉まゆ毛げが下がっている。

「ありがと」

　八慧は声のトーンを落とした。

「……私ね、お母さんが亡くなったとき傍そばに居たんだけど。小さかったから、良く分かってなかったんだよね。人が死ぬってことが」

　年を経るごとに、あの頃ころの自分から遠のいていく。時間はしばしば心を救ってくれるが、八慧の場合、悲しみは空くう虚きよさに変わっただけだ。大好きだとも、別れたくないとも言えなかった。薄れていく記き憶おくは、自分が空くう疎そな人間である証あかしのような気がする。

「今の自分で、もう一度逢あって、話してみたいなって思うの。もう少し何か伝えられる気がするんだ」

　それが叶かなうなら、今度こそ大好きだと伝えたいし、別れたくないと泣きたい。そして、聞いてみたい──私はおかーさんの娘むすめとして、ちゃんとやれていますかと……

　ふと見れば、旬じゆんは正座していた。揃そろえられた太ふと腿ももの上でスマートフォンを弄いじっている。何をしているのかと思っていると、すぐに顔を上げた。潤うるんだ瞳ひとみで八や慧えを見ながら、画面を突き出してくる。

「ヤエ、これ、見て！」

　文字列。八慧のレス番をアンカーで示し──『この願いが、絶対叶いますように！』。

「これ……旬が書いたの？」

「うん」

　八慧は胸に温かいものを覚えて俯うつむいた。一呼吸、顔を上げて、笑顔。

「……ありがとね」

「ううん、全然！」

　二人、笑顔を重ねる。

「……ん？」

　もう一度画面を見た八慧は、ふと気付いた。旬の書き込みの前に一つ、誰だれかのレスがある。顔を寄せて見る。

「あれ、これって……さっきの人かな？」

　八慧の言葉に、画面を覗のぞき込んだ旬は、再び顔を顰しかめた。八慧への返信の形、短い一文──『見つけた』。

　八慧は首を傾かしげ、

「なんだろ、これ？」

　旬は不ふ機き嫌げんそうだった。

「もー、やんなるな……」

　やや湿しめっぽくなっていた空気がリセットされたのは、八慧としては寧むしろ丁度良かったといえる。その後は他愛も無い雑談をしてだらだらと過ごし、早めに布ふ団とんに入った。

　電気を消せば、部屋にはしめやかな雨音と、裏手の海で波が弾はじける音ね色いろに満ちた。カーテンの隙すき間まからは、洋上施設群から届くものだろう、ごく弱々しい光が差し込んでくる。おやすみを言い合って瞼まぶたを閉じた。

　穂ほ波なみ旬。雨の日に公園で泣いていた女の子。もし自分に妹がいればこんな感じだっただろうかと、八慧は思う。彼女が何な故ぜ逃げてきたのか、何から逃げてきたのか、訊きくつもりはなかった。誰にでも心の避難所ヘイブンは必要だ。困難に立ち向かうための休息は必要だ……

　襲しゆう撃げきの疲れもあって、今夜は良く眠れそうだった。旬の寝ね息いきが聞こえる頃ころには、八慧の意識もまた遠のいて……




　──ん……う……




　まどろみの淵ふちで、半ば覚かく醒せいする意識。

　──え、あれ……これって？

　八や慧えは眼前に広がる、現うつつならざる光景を眺ながめていた。雨にまみれた、夜と朝の狭はざ間まで。

　目の前のベッドには、横たわる母、優ゆ卯うの姿がある。八慧の目線は今よりもっと低くて、母の横顔は目の前だ。呼吸は細く、目の下には隈くま。しばしば向日葵ひまわりに例たとえられた、常に明めい朗ろうさを失わなかった相そう貌ぼうには、死の影かげが濃く射している。司祭館二階の角部屋、今は八や尋ひろが書しよ斎さいとして使っている此こ処こは、かつて彼女の部屋だった。

　──これ、夢だ……昔、よく見た……悲しい夢。

　永遠かとも思えた夜の果て。漸ようやく明け方が近いというのに暗い。外は雨。号泣しているかのような雨──おかーさん、夢でも逢あえて嬉うれしい……でも、これは……この夢は悲しい。

　八尋は両手で包み込むように、優卯の手を取っている。引き結ばれた唇くちびるは微かすかに震ふるえ、眼鏡めがねで顔は隠かくれていたが、どんな表情をしていたのか、今なら簡単に想像できる。

　父母は二言、三言、言葉を交わした。八慧がよく覚えていないからか、二人の声は水の中で聞くようにぼんやりとしている──そうだ、私、このときは呆ぼう然ぜんとしていて……ばか、私、早く駆かけ寄って……もっと傍そばに行くの、ちゃんと傍に……！

　何度叱しつ咤たしても、馬鹿な自分は動いてくれない。これは記き憶おくなのだ。胸に迫る感情の名前すら知らなかった頃ころの。

『や、え……』

　優卯が枕まくらの上で、僅わずかに首を傾かしけた。そうして八慧へと向けられた視線には、苦しみの影も怯おびえの影も無い。ただ優しかった。八慧にそれらを見せまいとしたのか。

『……どうか……どうか……』

　ああ、このとき……母は何と言った？　分からない。記憶はやはり曖あい昧まいだった。言う前に事切れてしまったのか、それとも……自分が忘れてしまっているだけか。そうだとすれば……自分は親不孝者だ……

『──思い出せない？』

　ぎくりとした。

　いつの間にか、優卯が首を九十度傾け、真っ直ぐに八慧を見ていた。瞬まばたき一つしない両目は、怖こわいくらいに澄すんでいる。化学薬品の溶液を思わせる、不自然な透明度を有している。何らかの精神的疾しつ患かんが感じられるほどの明るい笑顔で、唇からは笑い声が漏もれる。

『そう、思い出せないのね……』

　重ねられる言葉。

　──おかーさん……なの？

　優ゆ卯うは深く、深く、底なし沼のように嗤わらう。

『──お母さん、悲しいわあ』




　八や慧えは眦まなじりが裂さけるほど勢い良く両目を開いた。

　視線の先にある天てん井じようが、見慣れたものであることに安あん堵どする。胸に痛みと不安があった。

　……一体何な故ぜあんな夢を？　悪夢というほどではないが、不気味な夢だった。

　夢というものは、脳が寝ている間に記き憶おくの整理を行う過程で生まれ出るビジョンだと聞いたことがある。寝る前にあんな願い事を書き込んだせいだろうか？　多分そうだろう。成る程、こういう叶かない方もあるのかと、妙みように感心する。

　一度目覚めてしまえば、夢の余よ韻いんは足早に去っていく。悲ひ哀あいも不安もすぐに、迫り来る圧倒的な現実感に押し流されてしまう。そうして残るのは、空くう虚きよと気だるさだけ。

　上体を起こせば、かろうじて体に乗っていたタオルケットの端はしが流れ落ちた。カーテンの隙すき間まから、ぼんやりとした朝の光が差し込んでいる。雨音がする。今日もまた。

「んっく……」

　軽く伸びをしてから、床ゆかに敷しかれた布ふ団とんの上へと目を向けた。其そ処こには、赤ん坊のように身を丸めた旬じゆんの姿がある。驚くほど美しく、無む邪じや気きな寝姿が。

　八慧は僅かすかに微ほほ笑えむと片かた膝ひざを抱だき、旬と対照的な、大人びた表情で髪をかき上げた。望むと望まずに関わらず、痛みは人を大人にせずにはいない。







「──よう」

　シオンは自分の席に向かいながら、八慧へと声をかけた。返事はない。木曜日の朝、昨日より雨足は弱まったものの、授業前の教室は相変わらずざわついている、聞こえなかったのだろうか。

　一いつ旦たん着席してから、改めて隣となりへと顔を向けた。八慧は片手で頰ほお杖づえをついた姿勢で虚こ空くうを眺ながめていた。いかにも呆けている。口の端はしから涎よだれが垂れていても不思議ではない表情だ。

「……おい！」

　少し強めに声を掛ければ、

「にゃっ!?」

　八慧は身を竦すくませた。もし彼女が猫なら、全身の毛を逆さか立だてていたであろう仕草。シオンは言葉を続ける。

「おはよう」

「あ、ああ……うん、おはよ……」

　その笑顔のぎこちなさに、気付きはしたが看過。

「今け朝さは花はな吹雪ふぶき、いねえのか？」

　朝は大体いつも八慧の近くに居るのだが。

「あー、えっと……あれ、あそこ」

　八慧が指差す先に目を遣やれば、果たして教室前方のドア付近に、咲さく夜やの後ろ姿があった。廊ろう下かに居る誰だれかと話をしている。あれは……Ｄ組の人ひと吉よし賢けん一いちだ。特進クラスの優等生であり、半月前の魔ま王おう降臨事件で、魔王の贄にえとなった三人の一人。彼は時々こうして訪ねて来る。残りの二人、Ｃ組の苛いじめられっ子樋ひ辻つじ和かず夫おや、同じくＣ組の不良牛うし込ごめ隆たかしも。三人揃そろって来ることもあった。

「……仲良くやってるみてえだな」

　目を細めるシオン。本当に良かったと思う。

　幼おさな馴な染じみ三人から同時に告白され、咲夜が焦あせっていたことは、相談を受けたという八慧から聞いた。その後三人がフラれたことも。先まずはお友だちから、と言われた三人は、泣くほど喜んで是ぜ非ひお願いします、と言ったらしい。彼らが欲していたのは恋愛関係というよりは寧むしろ、咲夜との新しい友情だったのだろう。

　あの四人の姿を見ていると、命を懸かけた戦いが、報われたような気がするのだ。

「そうだね……」

　ところが八慧のレスポンスは鈍にぶい。

　戻もどって来た咲夜が、ムギワラとリキと、昨日話していたアイドルが行方ゆくえ知れずになったと話している。週末のライブ楽しみにしてるのに、と、不安顔で。その会話にも八慧は加わらず、ぼんやりと溜ため息いきなど吐ついている。

　朝からこの通り、少しおかしいとは思っていたが、一日が進む内、八慧はどんどん迂う闊かつなところを見せていった。授業中先生に当てられ『あ、えっと……すみません、聞いてませんでした』が二回もあったし、昼休みにいつもの面子メンツで学食に行ったときには、チャーシューメンにコショウ一ひと瓶びん丸ごとぶちまけてみせた。中なか蓋ぶたごと捻ひねって開けてしまったのである。

「あっ、あー……」

　呆ぼう然ぜんとする八慧。

「うわーっ、古こ都と城しろが花吹雪みてーなことを……」

　ムギワラが目を丸くして言う。

「なにそれ酷ひどい！　ドジ、イコールわたし、みたいに……って、八慧ちゃん!?」

　口を尖とがらせかけた咲夜は、八慧が何事もなかったかのように麵めんを啜すすり始めたので驚きよう愕がくした。顔色一つ変えていない。多分、魔ま力りよくを使っているのだ。

「え、何？」

「体に悪いよー、そんなの食べたら！」

「平気だって」

　隣となりのシオンは、ちょっと貸せよと言ってどんぶりを奪うばうと、レンゲでコショウを可能な限り丁てい寧ねいに掬すくい取ってから返した。少しはマシだろう。

「ほら」

「ん、ありがと……」

　返る言葉もぼんやりしている……万事こんな調子なので、シオンはずっと気き懸がかりだった。ここのところずっとおかしかったが、今日の八や慧えは輪を掛けておかしい。

　やがて迎えた六限、体育。雨は小降りになってきてはいたが、グラウンドは流石さすがにぬかるんで使えそうにない。体育館を半分に分け、男子は３ＯＮ３のバスケット、女子はバドミントンをすることに。

　この体育というやつが魔ま人じんにとってはなかなか曲くせ者もので、下へ手たに気を抜いて魔ま力りよくを使ってしまうと、インターハイどころかオリンピック級の記録が出てしまう。誰だれかを怪け我がさせてしまう可能性もあるので、シオンは適度に手を抜き、いつも通り早めに敗退しておいた。自然な負け方をするのがキモだ。壁かべに凭もたれて観戦していると、そんなシオンに倣ならったか、同じく負けた架かヶが世せがやって来た。

「こんな感じか？」

　小声で言うのに、

「上出来だ」

　同じトーンで返すと、シオンは女子のコートへと目を向けた。

　八慧はかなり勝ち進んでいるらしい。元々運動神経は結構良いという印象がクラスに浸しん透とうしているので今のところ問題なさそうだが、時々人間を超越した動きをしているのがシオンには分かった──何で張り切ってんだ？　あいつ……あ、いや……違うぞ、あれは張り切ってんじゃねえ、上うわの空で制御できてねえんだ！　気の抜けた顔しやがって……おいおい、余よ所そ見みしながらサーブ打ち返してるよ……うわっ、残像生むほどの速度で動いて……ああ、もうちょっと抑えろ、抑えるんだ……！

　激しく揺ゆれるポニーテールを、内心はらはらしながら見ていると、

「お疲れさまー、負けてしまったー！」

　息を弾はずませた咲さく夜やがやって来た。

「ん、おう、お疲れ……」

「竹たけ葉は谷や君も負けちゃったの？　そんなに背え、高いのに」

「背の高さと運動神経は関係ねえだろ」

「まあ、そうだよね……」

　シオンがちらちらと八慧を見ているのに、咲夜は意味深に笑い、

「うふふ、八や慧えちゃん、小さいのに凄すごいよね！　ベストフォーなんだよ」

　──凄いからこっちは、逆に心配なんだが。

「どうせ、まぐれだろ」

　内心を隠かくし、肩を竦すくめるシオンへと、咲さく夜やは一度笑みを返してから、ふと声のトーンを落とした。

「……ねえ竹たけ葉は谷や君、八慧ちゃんから何か聞いてない？」

　シオンは眉まゆ根ねを寄せる。

「何かって？」

「今日少し変でしょ？　八慧ちゃん」

「ああ、まあ……」

「竹葉谷君なら何か知ってるかなーって」

　シオンは内心思う──まあ、そりゃ分かるよな、花はな吹雪ふぶきだったら。あんだけ分かりやすかったらな……

「聞いてねえなあ」

「そっかー……」

　気き遣づかわしげな様子の咲夜へと、何気なく言う。

「つうか、あいつが何か相談すんなら、俺おれにじゃなくて、親友のお前にじゃねえか？」

「違うよっ!!」

　突とつ然ぜんの剣けん幕まくに、シオンだけでなく架かヶが世せも驚いて咲夜を見た。咲夜は自分で言ったくせに自分で目を丸くしながら、

「あ、いや、わたしが八慧ちゃんの親友って、それは全然違わないんだけど！　でも……あーなんて言ったら良いんだろ!?　八慧ちゃんはね、竹葉谷君だけに見せる顔があるの！　そこだけは、絶対他の人には懐なつかないぞー、みたいな！　だから竹葉谷君、ちゃんと見ててあげなきゃ！」

　興こう奮ふん気味に捲まくし立てる咲夜に、シオンは溜ため息いきを吐つく。

「……あいつ、訊きいても話してくれねえんだよ。俺に心配掛けたくないとかで」

「ちゃんと訊いた？」

「ん、まあ……でも、あんまり踏み込まれたくねえのかなって……」

「ダメだよ、そこは竹葉谷君、変に遠えん慮りよしてちゃダメ！」

　忍しのび笑いが聞こえた。架ヶ世だ。腕組みをして壁かべに背を預けている。シオンの訝いぶかしげな視線を受ければ、一層口元の笑みを深くした。

「寝ね惚ぼけた女だと思ったが、なかなか言うじゃないか」

　シオンを指差して、

「確かに駄だ目めだよ、こいつは。こと人間関係に於おいてはな」

　──何で俺おれ、左右からダメ出しされてんだよ……

「思し慮りよ深いと言えば聞こえは良いが、要するに臆おく病びよう者ものだ。踏み込みが甘すぎる」

「あのなあ……」

　流石さすがに反論しようと口を開きかけたが、架かヶが世せの眼光が奇き妙みような迫力を帯びて、シオンの言葉を押し留めた。

「大切なものとは全力で向き合え。でないといつか後こう悔かいするぞ」

　──俺が八や慧えと、ちゃんと向き合ってないって？

　心配してる。目が離せねえでいる。それでも昨日、八慧自身が気にしないでと、仕事に集中しようと言ったんだ。どうすりゃ良いのか、分からねえよ……

　シオンが悩みに没ぼつ入にゆうする横で、咲さく夜やが目を輝かがやかせる。

「それそれ、わたしが言いたかったこと、まさに！　天あま津つ君凄すごい！」

　架ヶ世は鼻で笑う。

「適当言うな、寝ね惚ぼけ女」

「寝惚け女じゃないですゥー、花はな吹雪ふぶき咲夜ですゥー！」

　架ヶ世へと猛もう抗こう議ぎをする咲夜の向こうで、ホイッスルが鳴り響ひびく。八慧は結局ベストフォー止まりのようだった。漸ようやく我に返ったらしい。汗あせを拭ふいている小さな姿を遠く眺ながめながら、シオンは頭を搔かいた。

　苛いら立だっていた。そして苛立つということは、何も言い返せなかったということは、図星なのだ。八慧の様子は確かにおかしい。おかしすぎる。この上で今、踏み込まないというのは、果たして気き遣づかいか？　それとも薄情さなのか？

　シオンはふと、架ヶ世に問い掛ける。

「お前、後悔してんのか？」

「……さあな」

　架ヶ世が淡たん々たんと返せば、咲夜が不思議そうに首を傾かしげた。

「なんか二人って、たまに通じ合ってるよねー？　兄弟みたい」

　シオンと架ヶ世は同時に顔を顰しかめた。

「こんな生意気な弟は要らん」

　架ヶ世が言うのに、シオンは目を剝むく。

「おい待て、なんで俺が弟前提だよ？」

　睨にらみ合う二人の様子がおかしくて、咲夜が笑う。

　やがて体育が終わり、学校が終わり──そうして今、傘かさを差そうか差すまいか悩む程度の小雨が降る中、シオンは穂ほ之の原はら区港町教会、司祭館の前に居る。

　架ヶ世と咲夜に言われたせいか、ＳＨＲシヨート・ホーム・ルームが終わってすぐに席を立った八慧の、そそくさとした様子が妙みように気になってしまい、尾び行こうしたのだ。彼女の眼に見つからないよう細心の注意を払いながら。『何やってんだ、俺おれ……』と思わないでもなかったが、その疑問は校門前の並木坂を下り切った八や慧えが海沿いの道を左折するのを見て、『何やってんだ、あいつ……？』に変わった。

　何度か躊躇ためらってからドアノブに手を掛けた。その状態で更さらに苦悩するシオン。考えてみれば、八慧が教会に戻って何か問題があるわけではない。彼女の家なのだから。忘れ物を取りに来ただけということも大いにあり得る──ちょっと俺、過か敏びんなんじゃねえか？　こんなストーカー紛まがいのことまでして……

　しかし逆に、ここまでしたからには、引き返すという選せん択たく肢しはない。毒食わば皿までの心境で、意を決してドアを開ける。鍵かぎは掛かっていない。八慧が無用心なのは無理からぬことで、彼女は魔ま人じんとしてはシオンより古いのだ。羊を恐おそれる狼おおかみはいない。強ごう盗とうなら入った方が御ご愁しゆう傷しよう様。

「……おい八慧、居んだろ？」

　灯あかりの点ついた廊ろう下かに呼び掛けると、

「はーい？」

　聞き慣れない声が返り、リビングに続く扉とびらから、見慣れない顔が覗のぞいた。シオンですら一いつ瞬しゆん言葉に詰つまるほどの美び貌ぼうが小首を傾かしげる。

「えーっと……誰だれ？」

　そう問う声も、外見に見合って甘い。

「え、いや、俺は……」

　先に尋ねられてしまい、酷ひどく戸と惑まどう──え、そりゃ、こっちも聞きたいんだが……てか、俺が誰かって？　素性が結構複雑だから、どう答えりゃあ良いやら……困ったぞ。

　奇き妙みような緊張感のある一瞬。

「……俺は、まあ、この家のモンだけど……」

　シオンが何とか返せば、娘むすめは目を丸くした。

「え、じゃあヤエのお兄さんとか？」

「あー、そんなようなもんだ……何だ、八慧の知り合いか」

「──わっ、シオン!?　なんで！」

　降ってきた声に視線を上げれば、私服姿の八慧が階段の途と中ちゆうで硬こう直ちよくしていた。着替えて来たところらしい。

　シオンは内心、胸を撫なで下おろす。初対面の人間は苦手だ。

「紹介してくれ」

　八慧は観念したように息を吐はいた。

「……おっけー」

　リビングのソファーに場を移すと、八慧は事の成り行きを詳つまびらかにシオンに話した。一昨日おととい、雨の公園で旬じゆんと出会ったことから、旬が国民的なアイドルであること、母親がいない旬に親近感を覚えたことや、シオンに言い出しづらかったことなどを。

　聞き終えたシオンは、深く息を吐はいた。呆あきれたというよりは安あん堵どのそれである。

「……まあ、話は分かった」

「内ない緒しよにする気はなかったんだけど……」

　申し訳なさそうな八や慧えへと、肩を竦すくめてみせる。

「構わねえよ」

　てっきり八慧は母親のことで、心をこじらせていると思っていたのだ。一人で寂さみしい思いをしていたんじゃないなら、寧むしろ安心したぐらいだ。

　タイミングを見計らったか、台所に居た旬じゆんが三人分の茶を淹いれてやって来た。勝手知ったる、といった感じだ。

「そういうワケで、お邪じや魔ましてまーす」

　シオンは茶を受け取ると、軽く片手を挙げて礼を返す。

　旬は両目をきらりと光らせて、

「ていうか、ねえ！」

　ソファーに腰を下ろす際の跳はねるような所作から、テンションのギアが数段上がったことが分かる。

「吃驚びつくりしたー！　同業者かと思った！　ヤエのお兄さん、だいぶカッコイイね!?」

　すかさず八慧が片手を振る。

「いやいや、お兄さんじゃないから」

　旬は眉まゆ根ねを寄せ、シオンを窺うかがうように見る。

「どゆこと？」

　シオンは顎あごで八慧を示し唆さし、

「俺おれは見ての通りハーフで、血は繫つながってねえ。俺がこいつの親父に引き取られて、世話になってんだ」

　旬は目を丸くした。

「へー、道理で似てないと思った。なんか複雑なのね」

「家族なんてどこも単純じゃねえだろうけどな……」

「お兄さん、名前は？」

「シオンだ。竹たけ葉は谷やシオン」

「へえ、シオン君か……あれ？　ってことは……」

　旬は唇くちびるに指を当てて虚こ空くうを眺ながめた。

「血の繫がってない男女が、一いつ緒しよに暮らしてるって……それって……」

　輝かがやきを増す旬の両目に、八慧は慌あわてふためいて両手を振った。

「違うからね!?　旬が想像してるようなのは、全然ないから！」

　フライング気味な解答に、旬じゆんは小こ悪あく魔まの笑み。

「あたしが想像してるのって、どんな？」

「だから、こ、恋人とか……ど、ど……同どう棲せいとか……！」

「わーっ、そこまで言ってないのに！　ヤエったら大だい胆たん！」

　楽しげな旬に、八や慧えはたじろぐばかり。シオンは眉み間けんに皺しわを寄せて溜ため息いき。

「でもさ、でも、ヤエの方はそうでもなくても、シオン君の方は意識しちゃってるかもよ？　そこんとこ、どーなんですかっ！　一言！」

　旬はイメージ上のマイクをシオンへと突き付ける。この手法は初めてだった。これはシオンを攻めているように見せかけた八慧への攻め、咲さく夜やはやらない婉えん曲きよく的な攻め筋だ！　八慧は思わずシオンを見た。蒸ふかしたての饅まん頭じゆうめいた頰ほおで、両手を胸前でぎゅっと握にぎりながら。

　シオンは口を波打たせている八慧を一いち瞥べつし、溜息を一つ。

「からかうなよ。八慧が怒ったら、怖こわいぜ？」

　──割とマジで。

「あはは、ごめんね、あんまり反応が良くてつい！」

　旬は声を上げて笑う。確かに驚くほどの美人だが、その屈くつ託たくのない表情は普ふ通つうの女の子だな、とシオンは思った。

　そのまま暫しばらく、他愛もない会話をした。互いの学校で流は行やってることや、面白い先生の話や。旬はシオンとのことで八慧をからかえば面白いと、味を占しめたのだろう。ちょくちょく話題に織り交ぜてくる。その度に八慧は慌あわてふためいた。こんな反応してたら、そりゃからかわれるよな、とシオンですら感じる──俺おれが言うのもなんだが、耐性がなさすぎだ……

　やがてシオンとも打ち解けたころ、旬は徐おもむろにソファーから立ち上がった。

「……さて、と。そしたら邪じや魔ま者ものは退散するかな！」

「だあから、違うってえ……」

　ぷすぷすと頭から煙けむりを上げていた八慧は、言葉の意味に遅れて思い至った。

「え、行くの？」

　見上げる八慧の視線を受け止めて、旬は覚かく悟ごを決めた表情で頷うなずいた。

「ヤエと少し話したら、行こうと思ってた。騒ぎになってるみたいだし。迷惑かかるといけないから」

　見み詰つめ合って、八慧は微ほほ笑えんだ。

「……ん、そっか。頑がん張ばりな」

　名残なごり惜おしくはある。しかし、大切なのは距離感だ。八慧と彼女では棲すむ世界が違う。誰だれでも孤こ独どくな場所で戦い続けなくてはならないときがある。引き止めるわけにはいかない。それは優しさとは違う何かだ。

　短い時間だったが、この綺き麗れいな翼つばさを持つ鳥は、再び嵐あらしの空へと向かう気力を取り戻もどせただろうか？　一度逃げ出した者に、風は強く当たるだろう。それでも飛び続ければ、いずれ青空も見える筈はずだ。

「シオン君が居れば、ヤエも寂さみしくないね」

「またそういう……」

　顰しかめ面づらの八や慧え。シオンと連れ立って玄げん関かんへ。二人で旬じゆんを見送る。

　ぱらつく雨の中傘かさを差して、旬は去って行った。ありがとうと言い残して。彼女の抜ぬけた空くう隙げきに静せい寂じやくが押し寄せるのを、今しがた会ったばかりのシオンですら感じていた。つまりは、彼女の存在感の大きさだ。

　暫しばらく閉まったドアを眺ながめていたが、やがてシオンは踵きびすを返すと、階段に足を掛けた。

　背中に、意外そうな八慧の声が届く。

「……何ど処こ行くの？」

「ジャージに着替えてくるわ」

「寮りように帰らないの？」

　このまま、今の八慧を一人にしておきたくない。寂しい思いはさせたくない──なんて、口には出せない。

「面倒くせえしな……」

　──俺おれが居たって何ができるとも思わんが、まあ話し相手としちゃ、相あい槌づちを打つ分、壁かべよりはましなんじゃねえかな……

　そのまま数段上ったところで、勢い良く玄関のドアが開いたので、驚いて振り向いた。

　旬だった。急いで戻もどって来たのだろう、身を折って呼吸を荒あらげながら、片手だけを伸ばして見せ付けるようにスマートフォンを掲かかげて、

「わ、忘れてた、メアドッ……ヤエ、メアドと番号、交換しよ！」







　その後の八慧は、妙みように上じよう機き嫌げんだった。良く話したし、良く笑った。いや、寧むしろこちらのテンションこそが、本来の彼女に近いのだ。

　港町のスーパーまで買い物に出て、夕食は八慧特製の肉団子。向かい合って食べているとき、テーブルに置かれた二人のスマートフォンが同時に震ふるえて、メールの受信を告げた。

「──あれ？　本部からだ」

　肉団子を頰ほお張ばりながら、内容を読んだ八慧が、表情を強こわ張ばらせた。

「うわっ、これ……！」

　向けられる視線に、シオンもスマートフォンに目を落としながら、眉み間けんに皺しわを寄せて頷うなずいた──明日は学校行けねえな、こりゃあ。

　各地に散った調査員の内、ハバロフスクに向かった数名が連絡を断った。明日再度調査隊を派は遣けんするので、シオンと八や慧えにはそれに加わって欲しいとのこと。

　調査員は荒あら事ごともある程度こなせる面々が揃そろっている。もし何か事件に巻き込まれたのならば、敵が動いた可能性が高いだろう──つまり、敵にとって何かしら不都合なものが、其そ処こにあるのだ。それを探り、調査員たちの消息を追うことが、任務の内容となる。

「……忙しくなりそうだな」

　シオンが言えば、八慧は真剣な面おも持もちで頷うなずいた。

　夕食後、二人で参加可能であると返信し、暫しばらくロビーでくつろいでから自室に戻もどると、シオンは筋トレを始めた。八慧は風ふ呂ろに入っているが、彼女が寝付くまでは起きていてやりたい。その間、何もしていないのは落ち着かない。シオンとて緊張はするのだ。態度や顔に出ないだけで。

　シオンの部屋は、八慧の部屋より更さらに簡素だ。シオンの心底を体現したかのように。

　簡素なパイプベッドとワークデスク、その上にタブレット型ＰＣがあるだけで、後は据すえ置きのクローゼットと小型のダンベルしかない。タブレットは黒装退魔師団ホーリーオーダーからの支給品で、かなりのスペックを誇るが、殆ほとんど使われず持もち腐ぐされている。

　味気ない部屋の中心に立ち、深呼吸をすると、体内の幻想的領域に存在する『内門』を閉じた。有事に備え、普ふ段だんは少しだけ開いておくものだ。魔ま力りよくの供給が少なくなれば、生なま身みの重たさが全身に圧し掛かってくる。その状態で筋トレを開始。こうしなければ筋肉の疲労まで打ち消されてしまい、意味を成さない。超回復で筋肉が成長せず、減るのは魔力だけだ。

　腕立て、腹筋、ダンベル運動……鍛きたえる箇か所しよをチェックしながら、無心に己の肉体を苛いじめ抜ぬいていると、やがてドアがノックされた。

「お風呂空いたよー……」

「ん、おう」

　良い感じに汗をかいてきたところだ。丁度良かった。

　再び『内門』を少し開き、着替えを手にして薄暗い廊ろう下かに出れば、湯上がりの芳ほう香こうを放つ八慧がドアの脇わきに立っていた。目が半分閉じている。

「……すげえ眠そうだな、お前」

「ねむいね」

　言葉の響ひびきからして曖あい昧まいである。

　魔力を使えば眠気を醒さますことも可能ではあるが、あまり推すい奨しようされていない。魔力は強い心の動きから生まれる。欲求はその最も大きな生成炉だ。特に食欲、睡眠欲、性欲の三大欲求を始めとする根源的なものは強く、常に魔力が回復しプールされているのは、これらの働きに因よるところが大きい。抑え込んでしまうと勿もつ体たい無いのだ。

　シオンは八慧に背中を向けると、片かた膝ひざをついた。

「ほら」

　八や慧えは首を傾かしげる。

「なあに……うさぎとび……？」

「ベッドまで運んでやる」

「え……いや、いいってそんな、子どもみたいな……！」

　驚きでやや目が覚め、八慧は困こん惑わくして言う。

「良いから、ほら」

　淡たん々たんと促うながすシオン。聞きようによっては優しい声。歩み寄りかけた八慧は、はっとして首を何度か振り、

「いいって、大だい丈じよう夫ぶだって！」

　そう言い残し、八慧はふらふらと自室に歩いて行ってしまう。

　シオンは膝ひざを伸ばすと、後ろ頭を搔かきながら踵きびすを返した。さり気無い気き遣づかいというのは、本当に難しい。せめて優しくしてやりたいと思っても、上う手まいやり方が分からない……

「……ねえ、シオン」

「んァ？」

　声を掛けられて振り向けば、ドアの枠わくに半身を隠かくした八慧と目が合った。

「その……あのね、ありがとね」

　シオンは首を傾げる──今、突つっぱねられたばかりなんだが……

「何がだよ？」

「……一いつ緒しよに居てくれてさ」

　半分隠れた八慧の顔。少し赤らんだ頰ほお。それでも真っ直ぐにシオンを見み詰つめてくる。

「嬉うれしいよ、凄すごく」

　シオンは顔を顰しかめ、虫でも払うように片手を振って、再び背を向ける。

「頑がん張ばろうね、任務」

　背中に声を聞きながら、階段を下りる。

　下り切った先の廊ろう下かで深い溜ため息いきを吐つきながら壁かべに肩を預け、片手で顔を覆おおった──卑ひ怯きようだろ、あんなの！　いきなり真っ直ぐぶつかってきやがって、完全に不意打ちだろ……

　心の海がざわついて、魔ま力りよくが回復していく。それがなんだか、無性に気恥ずかしい。

　上手く誤ご魔ま化かせただろうか？　恐おそらくは大丈夫な筈はずだ。これほど動どう揺ようしたのは見み抜ぬかれていないだろう。八慧が眠そうで、本当に助かった。







　　四章　遭遇







　ロシア、ハバロフスク地方、州都ハバロフスク。

　人口約六十万人、シベリア鉄道の要よう衝しようにして、極東ロシアに於おける文化・経済的中心地。黒龍江アムールと烏ウ蘇ス里リ江ー、二つの河の合流点に展開する大都市である。二つの河はまた、中国との国境線を成してもいる。

　この地は過去に二度、大きな夢の終しゆう焉えんを見た。一度目は十七世紀、遥はる々ばるシベリアを越えてやって来た探検家エロフェイ・ハバロフの旅の終わり。彼の名前は町の名前の由来にもなっている。そして二度目は二十世紀、帝国主義の熱狂に突き動かされ、海を越えてやって来た旧日本軍が見た、大東亜共栄圏という夢の終わりだ。大日本帝国が占せん領りようしていた時代、この辺あたりは外満州と呼ばれていた。

　耳みみ触ざわり良く夢と呼ばれることはあっても、それは欲望の発はつ露ろに他ならない。二つの欲望を挫くじいたのは、清せい廉れん潔けつ白ぱくな正義でも、佞ねい悪あく醜しゆう穢わいな不義でもなく、別の形をした欲望だった。

　あらゆる意味で、此こ処こは狭はざ間まなのだ。国と国の狭間、そしてかつては、欲ゆ望めと欲ゆ望めがぶつかり合った土地。

「──ＯＨ、エミコ見て、河ヨ！　もうスグですか!?」

　機体側面の窓ガラスに頰ほおを付け、ヴィスはかなり心こころ躍おどらせている様子だった。遠足時の子どもにも似て。

　空港を出たときは小こ雨さめが降っていたが、日本海を越えた辺りから薄曇りになった。梅ばい雨う前線を越え、低気圧の隙すき間まに入ったのだろう。今、眼下には雲の切れ間に、緑豊かな湿しつ原げんを貫つらぬく大河、黒龍江の雄ゆう姿しが見下ろせる。

「大人しくなさい……皆さん静かに乗っているんだから……」

　ヴィスの隣となり、笑えみ子こがそう窘たしなめるが、この小型ジェット機は黒装退魔師団ホーリーオーダーの所有であり、一般の客は乗っていない。乗員は操縦士を除けば僅か八名、小型とはいえ優に五十人以上収容可能な機内は、余りにもがらんとしていた。数が少ないのは本部の留守を守らねばならないという理由と、政治的な配慮も多分にある。魔ま人じんが八人もいれば、国一つ滅ほろぼすには十分な武力であるからだ。如い何かに教会の権威といえど、政治はままならない。

　内装は高級感漂ただよう絨じゆう毯たん敷じき、座席間も通常の旅客機より広く、ソファーや木製のテーブルなども備えており、ホテルのロビーのような雰ふん囲い気きがある。

　シオンは肘掛のレバーを操作し、目一杯倒していたリクライニングの背せ凭もたれを定位置に戻もどした。じき到着だろう。二時間弱のフライト。距離にして凡およそ千五百キロ。近いようで遠い。遠いようで近い。

　隣となり、窓際の席へと目を遣やれば、八や慧えがあどけない寝ね顔がおを見せていた。鼾いびきはかいていないが呼吸は深い。移動中とはいえ、仕事に対して真面目な彼女がこんな風に寝るのは珍しかった。いつも大体シオンが起こされる方だ──そういや、朝から眠そうだったよな、こいつ……到着まで寝かせといてやろう。

　欠伸あくびを一つ、肘ひじ掛かけに半身乗せるようにして後方を振り返った。

　架かヶが世せの赤いパーカー姿が目に付く。ヴィス以外、退魔師で戦闘用聖着バトル・サープリスを着ないのはこいつぐらいだ。腕組みをし目を閉じたまま座っているが、眠っているわけではなさそうだ。隙すきが無い。今回のような調査任務において、彼の追跡能力は役に立ちそうだ。もっとも不ア俱リ戴オ天クの力は限定的なので、上う手まく働くかどうかは分からないが。

　そして架ヶ世の更さらに後方、五人掛けのソファーにぐったりと腰を下ろす、ほっそりとした姿があった。モニカだ。顔は蠟ろうのように白く、彼女の左右には主治医として日ひ流る子こと淡あわ島しまが付いている。

　モニカはシオンの視線に気付くと、苦しげだった表情を和やわらげた。

「どうしました？」

「いや……大だい丈じよう夫ぶすか？」

　モニカは体が弱い。抱かかえる持病を数えるに、両手両足の指では足りない。本部に張はり巡めぐらされた幾いく重えもの魔ま術ほう式しき、先日の襲しゆう撃げきでも活かつ躍やくしたそれらの内幾いくつかは、モニカの延命用のものであるという。外に出ることそのものが、彼女にとっては困難で命いのち懸がけな行為だ。

　モニカが契約する大悪あく魔ま、『万ア知ザ万ゼ能ル』は情報戦に於いて最強クラスの能力を持つ。調査員たちの行方ゆくえを探し、敵の情報を得るためには、その力が必要だとの判断だ。シオンたち戦闘要員アタツカーの最重要任務は、何をおいても彼女の護衛である。

「平気です、少し飛行機に酔よっただけで……うっ……」

「淡島君っ！」

　日流子が鋭するどく声を掛けると、淡島が素早くビニール袋ぶくろをモニカの口元に当てた。モニカはその手をやんわりと押し退ける。

「だっ、大丈夫です……」

「我が慢まんなさらず、吐はいてしまった方が楽ですよ。さあ、ドバーッと盛大に！」

　デリカシーの無いことを言う日流子の笑顔を、力無く睨にらみ付けるモニカ。普ふ段だんなら返す言葉の一つもあっただろうが、本当に弱っているようだ。

　幸いにして、モニカが生々しいシーンを部下たちの前で披ひ露ろうするより早く、飛行機はハバロフスク空港へと到着した。

　内蔵梯子エアステアを降りていく。滑かつ走そう路ろの上に広がる空は快晴、抜ぬけるように青い。夏暑く冬寒い大陸性モンスーン気候帯の、今が一番過ごしやすい時期だ。

　シオンは肩に革製の刀とう剣けん袋ぶくろを担ぎ、その後ろの八や慧えは両手に大きなライフルケースを提げている。

「──昨日、眠れなかったのか？」

　足を進めながら、背中越しに問い掛けるシオン。聖着サープリスの裾すそが異国の風に靡なびく。

「……うん、緊張しちゃって」

　シオンに続いて、八慧も滑かつ走そう路ろに降り立つ。まだ少しぼんやりしている。今け朝さも昨日と同じような夢を見て、早く目覚めてしまったのだった。胸には母親に逢あえた嬉うれしさと、死ぬ間ま際ぎわの姿を見たくないという哀かなしみ。そして、良く覚えていないのだが、微かすかな痛みとがある。目覚め際に何か母が言っていた気もするが……いずれにせよ、シオンに話したりはしない。心配するだろうし、言うまでもないことだ。夢の話など。

「──モニカサーン、これからどうするノ？」

　ヴィスの問い掛けに、モニカは周囲を見渡した。広い滑走路の向こうには森が広がり、家屋らしき建物も見える。長閑のどかな雰ふん囲い気きがある。

「教会が車と護衛を手配してくれているとのことです。少し待ちましょう」

　と、モニカが言うが早いか、二台の車が走って来た。かなり馬力の良いエンジンを積んでいるのだろう、重厚な排気音がする。黒塗りの車体は大型で角ばっており、ヘッドランプもテールランプも四角い。政府関係者か国こく賓ひん、でなければマフィアのドンぐらいしか乗らないのではと思わせるような、威圧的なフォルムをしている。エンブレムの十じゆう字じ架かがミスマッチなほどに。ウインドウにシェードが掛かっているのが、いかにもである。

　一同の前で停車すると、一台目、助手席のドアが開いた。姿を見せたのは、いかつい車に見合った体たい軀くの男だ。分厚い胸に銀十字、初夏の日差しに眼鏡めがねの縁が煌きらめく……

「──よう、遥はる々ばるご苦労さんだったな！」

　シオンは目を丸くし、八慧は驚きの声を上げた。

「パパ!?」

　八や尋ひろは二人に一度手を振ってから、まだ青い顔をしているモニカへと笑みを向けた。

「取とり敢あえず乗ってくれ。現場まで案内する」

　八尋はホテルマン宜よろしく後部座席のドアを開き、片手でモニカを促うながした。ドアは金庫ほども分厚い防ぼう弾だん仕様だ。

「では……シオンと八慧は、私たちと一いつ緒しよに……」

　息も絶え絶えに指示を出すと、モニカは日ひ流る子こと淡あわ島しまを伴ともって乗り込んだ。シオンと八慧は荷物をトランクへと積み込んでから車内へ。ヴィス、笑えみ子こ、架かヶが世せは二台目に向かう。

　後部座席にモニカたち三人が、二つある収納式座席にシオンと八慧が、助手席に八尋がそれぞれ収まれば、教会の関係者らしい神官服姿の運転手がアクセルを踏み込む。

　だだっ広い飛行場には、何台かの飛行機が駐ちゆう機きしていた。旅客機に混じって軍用らしき機体も見受けられる。それらを横目に見ながら、車は車両用ゲートから公道に出た。

「──お前が来てくれりゃ、心強いぜ」

　八や尋ひろの言葉に、モニカは汗の浮く顔で微ほほ笑えんだ。

「うちの職員にも犠ぎ牲せいが出ていますからね……八尋はわざわざ護衛に？」

　モニカの問い掛けに、八尋は頷うなずく。

「志願してな。これが終わったらその足でオーストラリアの本隊と合流だ。忙せわしねえ話だが、こいつらの顔も見ておきたかった」

　八尋は振り向くと破顔した。

「おォう、元気してたか、お前らァ？」

「うん、元気」

　笑顔を見せる八や慧え。

「そうか！」

　八尋は片腕を伸ばし、八慧の頭を撫なでる。シオンは無言だ。八慧が強がる理由も分かるし、八尋の愛情も分かる。言うべきことが思い付かないのだ……と、シオンの銀髪もぐしゃぐしゃと撫でられた。咄とつ嗟さに身を退こうにも、後ろは背せ凭もたれだ。摑つかんで引き剝はがす。

「だから！　やめろって、こういうの！」

　八尋は豪ごう放ほうに笑う。

「俺おれはやめねえよ、お前が慣れろ」

　舌打ちして、窓の外を無理矢理眺ながめた。この強引さには勝てない。十年間勝てなかった。これからも勝てないだろう──三日前には会ったし、一昨日おとといも電話で話したじゃねえか。元気してたも何もねえだろうが。このオッサンは……ったく、マジの親馬鹿だ。

　車は起き伏ふくに富んだ道を進んでいく。市街の中心地は此こ処こより南西に約十キロだが、其方そちらには向かわずに北西へと向かう。初夏の木々が造り上げる豊かな木こ立だちの向こうに、農地や民家が時折姿を見せる。湿しつ地ち帯なのか、沼地も散在している。

「──長閑のどかな風景だねえ、老後はこんな所で暮らしたいもんだ」

　日ひ流る子こがしみじみ言うのに、淡あわ島しまはすかさず返す。

「もう老後じゃないですか、ファッキンさん」

「遂ついに先生まで消えたね!?　まだそんな年じゃないよ！」

　そのまま二十分ほど走れば、道の前方にバリケードが見えてきた。開閉式の×型鉄てつ柵さくが、車線を完全に封ふう鎖さしている。直前まで進んで停車すると、運転手はウインドウを開き、バリケードの左右に立つ二人へとロシア語で何事か声を掛けた。迷めい彩さい柄がらの上下に火器を携帯しており、明らかに警官ではない。所属は不明だが、異郷の案件に関わっているなら表向きの軍属ではないだろう。二人は歩み寄って来る。

　シオンは密ひそかに、契約法無む詠えい唱しようで魔ま術じゆつを行使した──教示せよ『飛天銀鮫フオルネウス』、外ゲ典ー七テ十イ二ア式言語術『真性異言グロソラリア』！

　侯こう爵しやく級悪あく魔まフォルネウスは語学のエキスパートであり、術者にあらゆる語学的知識を与える。無む詠えい唱しよう行使は魔力の消費が莫ばく大だいになるのだが、飛天銀鮫フオルネウスは性格が柔にゆう和わで理知的であり、法外な魔力は決して求めない。かつては凶きよう暴ぼうであったという説もあるので油断はできないが。

　ともあれ魔ま術じゆつが発動すれば、シオンの耳は母国語に等しき達者さで、交わされる会話を聴きき取っていく。

『──彼らが、例の？』

　軍人の一人が、ちらりと車内を一いち瞥べつして言った。瞳ひとみには警けい戒かいの色がある。恐おそらくシオンたちの素す性じようを知っているのだろう。即すなわち魔ま人じんであることを。

　運転手が頷うなずく。

『そうだ。解決に力を貸してくれる』

　もう一人の軍人の表情も硬かたい。

『その……こんなことを言うのもなんだが……大だい丈じよう夫ぶなのか？』

『総主教庁のお墨すみ付つきだぞ。開けてくれ』

　軍人たちはまだ安心できないという様子ではあったが、軽く頷き合うと、仕事人の顔付きになった。バリケードへと戻もどり、二人で鉄てつ柵さくを開いていく。

『オマエタチ、ココ、ノコル』

　八や尋ひろが片言のロシア語で運転手へと言ってから、後部を振り向いた。

「モニカ、少し歩くが平気か？　なんなら俺おれがおんぶしてやろうか」

「平気ですよ、そんな……急ぎ参りましょう」

　モニカが苦笑して返す。

　先に降りたシオンと八や慧えが、後部トランクから荷物を取り出していると、架かヶが世せ、ヴィス、笑えみ子この三人が二台目から降りて来た。

　バリケードを通り抜け、何の変へん哲てつもない林道を歩いていく。市街地から外はずれたこの辺あたりは何もない。道の左右、緩ゆるやかな風に木々の梢こずえが揺ゆれている。小高い丘おかの上で見晴らしは良く、前方眼下に、海と見み紛まがうばかりの黒龍江アムールが見える……

「──此こ処こだな」

　八尋が言って立ち止まった。

　路ろ肩かたにブルーシートが掛けられている。確認するまでもなく、今け朝さのブリーフィングで見た、教会から送られた画像を思い出した。一夜にして百人以上の人間が姿を消し、儀ぎ式しき痕こんが発見された場所──犯行現場だ。

「架ヶ世、貴方あなたの超感覚ではどうです？」

　モニカに尋たずねられ、架ヶ世は風の匂においを嗅かぐように、僅わずかに顎あごを上げた。

「……本当に此処か？　といった感じだな。魔力の匂い自体、全くせん」

　モニカは一つ息を吐き、

「そうですか……笑えみ子こ、お願いします」

　要よう請せいを受けた笑子は一つ頷うなずくと、軽く目を閉じて唱える。

「『迷ア宮グ女ラ帝ト』……さあ、書き換えましょう、現うつつを夢に……正カ典ノ式ン工法『錯乱建築メイズ・アメイジング』」

　肺活量の少なさが顕けん著ちよな弱々しい声だったが、引き起こされる現象はダイナミックだった。来こし方と行く末、林間を貫いて伸びるアスファルト道が、まるで蛇へびの如ごとくのたうち始めたのだ。一度しなる度に、糸が解ほぐれるように多重に分かれては、再び丘に張り付いていく。木こ立だちは独ひとりでに開いてそれを受け入れる……大地鳴動、隆りゆう起き、陥かん没ぼつ！　丘全体が一つの生き物のように蠢うごめき姿を変えていく……

「うほ、噂うわさにゃ聞いてたが、こいつァすげえな……」

　八や尋ひろが感かん嘆たんの呟つぶやきを漏もらす。

　アグラト。旧き名はアグラト・バト・マハラト。現在は公こう爵しやく級であるが、かつては多くの軍勢を従えた魔ま王おう級であったという。現世への進出を試みた際、さる賢けん者じやと導師に敗れて失脚したという逸いつ話わが残されている。直接的な攻撃手段は持たないが、その絶大な幻想力の片へん鱗りんは未いまだ健在だ。笑子を中心とした半径五百メートル範囲内を彼女の自在領域と化し、侵しん入にゆう者しやを惑わす大迷路を造り上げる。彼女のコードネーム『隘路の魔女メイズウイツチ』の面めん目もく躍やく如じよたる能力。

　やがて大地の身み動じろぎが収まれば、町外れの丘は木々とアスファルトで構築された迷路となっていた。迷宮女帝の迷路はフェアであり、出口と入口は必ず存在する。その代わり、空を飛んだり壁かべを破は壊かいするなど不誠実な手段で攻こう略りやくしようとすると迷宮女帝は怒いかり狂くるい、ペナルティが発生するのだ。

「……完成よ」

　薄っすら目を開いた笑子へと、ヴィスが投げキッスを放つ。

「エミコ、グッジョオブ！　まるでエミコの心みたいに美しい迷路ヨー！」

「どういう意味よ……じゃあ、後宜よろしくね……集中するわ」

　笑子は疲れた顔でうっそり返すと、目を閉じた。迷路を維い持じするためには凄すさまじく集中しなければならない。

　その間にシオンは袋ふくろから愛刀草薙クサナギを取り出して腰に佩はき、八や慧えはスナイパー・ライフルを組み立て終えている。肩当の形を調節し、スコープ倍率を微調整して……準備は万ばん端たん！　迷路を越えて来るような相手なら、戦闘要員アタツカーたちが相手になるという作戦である。

　モニカは日ひ流る子こと淡あわ島しまの手を離れ、ブルーシートの前まで歩くと、アスファルトに両りよう膝ひざをついた。顎あごの前で両手の指を組み、目を閉じる。神に祈いのりを捧ささげる巫ふ覡げきのように。

「始めましょう、万ア知ザ万ゼ能ル……正典カノン式読心術奥おう義ぎ、『地霊読解ゲニウス・リーダー』」

　それは物質記憶読解能力サイコメトリーの、一つの極きよく致ちである。

　モニカの精神は肉体を離れ、大地に蓄積された膨ぼう大だいな記き憶おくの地層へと潜もぐっていく。常人ならば瞬しゆん時じに神経回路が焼き切れてしまうほどの情報の奔ほん流りゆう。大切なのは我を希き釈しやくすることだ。徹てつ底ていして観測者とならねばならない。

　成る程、五日前に此こ処こで事件があったことは確かなようだった。しかし、恐きよう怖ふの感情は残されていない。戸と惑まどいの感情だけが僅わずかに香かおった。買ったばかりの車でドライブを楽しんでいた若い大学生のカップル、スーパーに買い物に行こうとしていた家族連れ、河川敷の工事に来ていた業者たち……皆、視覚情報は一いつ瞬しゆんで途と切ぎれている。不意打ちを受けたと考えるのが妥だ当とうだろう。物思う暇ひまも無かったのだ。

　モニカの意識は薄まりながら過去を遡さかのぼり、拡散していく。町の中心市街から郊こう外がいまで、小さな手掛かりを探しにいく。居なくなった調査員たちの足取りを辿たどり、さながら過去世界を吹き渡る風となって……

　訪れた静せい寂じやくの中──シオンは、決して油断していたわけではなかった。昨日の今日である、シオン以外の皆も、神経を尖とがらせて襲しゆう撃げきに備えていた。

　しかし、瞬まばたきした瞬しゆん間かん、意識の隙すき間まに滑すべり込むように──『そいつ』はモニカの背後、正午の濃い影かげの中に伸び上がっていたのだ。

　気付いたときには、既すでにモニカへと、一刀は振り下ろされている！　赤く残影する刀身紋もん様よう──黒布木ミ乃イ伊ラの姿！

　まるで無防備な背中へと切っ先が到達するまで、瞬きほどの刹せつ那な、戦せん慄りつと共にシオンは急速に理解する。

　昨日の襲撃は、この一刀のためだったのだ。現し身アバターのうちどれか一体でも、モニカの至近まで近付けたなら良かったのだ。現し身を惜おしまず擲なげうち、自ら消滅を演出してモニカの影に潜もぐったのだ。『暗殺座長カークリノーラス』の隠身術、『影潜り』だと思われる。魔劒侯アンドラスの魔ま剣けんに、暗殺座長カークリノーラスの能力──こいつ、何なんだ!?

　しかし、悠ゆう長ちように推察している時間はなかった。本部の結界内では延命術式が働き、モニカを殺し切ることは難しい。だが今は、身を守る魔ま力りよくすら術に注そそぎ込んでいる……

　──思念詠えい唱しよう、獅子頭衛兵長サブナツク、外ゲ典ー七テ十イ二ア式防護術『城壁結界フオートレス』！

　シオンが割高な魔力と引き換えに、術を即時発動したときには、ほぼ同時に事態に気付いた面々も動いていた。八や慧えは銃じゆう口こうを持ち上げ、架かヶが世せは右手を振り上げる。

　八慧が撃うち放つ銀の弾だん丸がん、架ヶ世が投げ放つ十字星剣グランドクロス、どちらも木乃伊の背へと命中する。だが一刀は止まらない。モニカの周囲、円えん筒とう状に構築されたシオンの格子防壁が、一瞬の抵てい抗こうを見せるも切り裂さかれ……

　そして、高速で迫り来る悲劇の未来に抗あらがう、最後の光こう芒ぼうが煌きらめいた。銀十字だ。

　丘全土を震ふるわせるほどの踏み込みと共に、真横から左ボディーブローが木乃伊の左脇わき腹ばらへと叩たたき込まれた！　八や尋ひろだ。人の修練が行き着く極限、悲しみの過去が練り上げた豪ごう腕わん！

　打ち込みの余りの凄すさまじさに、八尋の神官服のボタンが全すべて弾はじけ飛び、その下に着込まれた、教会式の戦闘用聖着バトル・サープリスともいうべき神聖装そう甲こうが露あらわになる。

　──そして、濃縮された時間は過ぎた。

　吹っ飛んで離れた木ミ乃イ伊ラは、両足と左手の三点をアスファルトについた姿勢で身を屈くつしていた。背に銃じゆう痕こんと刀創、拳を受けた脇わき腹ばらは派手にひしゃげ、その身は激しく痙けい攣れんしながら裾すそから崩くずれつつある。

　木乃伊の背を裂さき宙を舞まった十字星剣グランドクロスが、再び飛来して架かヶが世せの右手に収まる。眉み間けんに皺しわを寄せて呟つぶやく。

「やはり、ろくな力を寄よ越こさんな……」

　モニカの存在は復ふく讐しゆう相手に辿たどり着くための重要な鍵かぎだが、不ア俱リ戴オ天クにはそのような婉わん曲きよく的な理り屈くつは通じないようだ。爆ばく炎えんで吹き飛ばす当てが外はずれた。

「長官、だいじょぶ!?」

　硝しよう煙えんを上げる銃をリロードさせながら、八や慧えが叫ぶ。

　モニカは祈いのりの姿勢のまま、微び動どうだにしていなかった。切り裂かれた衣服が腰まで捲まくれ、露あらわになった白い背中には一筋の傷きず跡あとが見て取れる。血が流れ始めたばかりの真新しい傷。それほど深くはない。

　日ひ流る子こがすぐさま駆かけ寄り、

「霊れい脈みやくに入っておられる。無理に接続を切れば精神が危ない……淡あわ島しま君」

「はい先生」

　呼び掛けに応じ、淡島はモニカの傷に両手を当てた。彼女の霊的治ち療りようならば、撫なでるだけで治せる程度の傷だ。

　シオンは深く深く、安あん堵どの息を吐く。寿じゆ命みようが縮まる一いつ瞬しゆんだった。

「オ、オーウ！　エヴリバディ、流石さすがデェス……！」

　ヴィスが緊張の唾つばを飲み込んで言ったとき、

「ギ、ギギ、キキキ──」

　金属の擦すれるような、不快な音がした。いや──音ではない。

「ギャキャキャキャキャキャ!!」

　嗤わらい声だった。悪意に満ちた哄こう笑しよう。崩れ去りつつある木乃伊の顔面に一筋の切れ込みが入って割れ、おぞましいほどに真っ赤な口が覗のぞいている──何がおかしい？　取り囲む誰だれかがそう問い掛けるよりも早く、両手を血に染めた淡島の、悲ひ壮そうな声が場を打った。

「先生、傷が……傷が塞ふさがりません!!」

　モニカは石像のように動かない。流れる血が背中と服を染めていく。傷口付近の肌はだは、おぞましいまだら模様に染まりつつある。嗤い声が響ひびく中、日流子は腰を曲げてモニカの刀創に顔を寄せ、診しん察さつを開始する。

「……呪じゆ毒どくのようだ、が……ううむ……」

　細められた瞳ひとみには、常に浮かぶ笑みはない。

「キャキャキャ……ギャッ！」

　嗤わらい続けていた木ミ乃イ伊ラは、徐おもむろに魔ま剣けんの右腕を高く振り上げ、力一杯振り落とした──前のめりに突つき出された自らの首へと！

　地に転がった首と一いつ緒しよに、胴どう体たいが崩くずれて消える。

「え、なに!?」

　戸と惑まどう八や慧えの言葉に、シオンはモニカへと駆かけ寄よりながら舌打ちをした。

「解毒法を読み取られないようにするためだ」

　笑えみ子この迷路からの脱出は難しいとの判断だろう──徹てつ底ていしてやがる。

　余程自信のある毒らしいが、毒の能力も魔劒侯アンドラスのものではない。ますます謎なぞが深まる。

「オッサン、どうだ!?」

　八や尋ひろには、教会伝承の知識がある。モニカの傷を見れば、分かることもあるかもしれない。そう思って尋たずねたが、何な故ぜか返事がなかった。八尋の顔を覗のぞいて見れば、眼鏡めがねの奥おくの両目は驚きよう愕がくに見開かれていた。

「これは……そんな、馬鹿な……」

　モニカの傷口より、背中に広がりつつある無数の呪じゆ紋もん。小さな虫が多量に這はうように。

「な、なにパパ、どうしたの？」

　遅れて駆けて来た八慧が驚く。父がこれほどに動どう揺ようする事態は珍しい。

「──驚くほどのことではない、古こ都と城しろ八尋」

　その声は、唐とう突とつに投げ掛けられた。ねっとりと、空気を湿しめらせるような声。

　シオンは一いつ瞬しゆん、呼吸を忘れた。胸きよう腔こうの内側で心臓が激しく跳はねたからである。痛みすら伴ともなうほどの衝しよう撃げきだった。

　咄とつ嗟さに向けた視線の先、目暈めまいで歪ゆがんだシオンの視界の中心で、その男は迷路と化した坂道を上って来た。黒龍江アムールを背負って。

　シルクハットの鍔つばの下、夕ゆう陽ひのように赤い双そう眸ぼう。星のない夜空を縫ぬい合わせたかような、漆しつ黒こくの装い……全すべてはあの日のままだった。まるでシオンの想い出、記き憶おくの向こうから歩いて来たかのように。

　即すなわち、赤眼黒衣の魔ま術じゆつ師し、アレイスター・クロウリーである。







「はっ、ぐ……！」

　シオンは右手で左胸を摑つかみ、指が食い込むほどの力で押さえ付けていた。危ういところだ。筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい狂気が、すぐ間近で口を開けている。気を抜ぬけば吞のまれる。

　頭ず蓋がいの内部で脳が、想い出を吐はき出しながら病的に脹ふくらんでいく気がした。生まれ育った都市の滅めつ亡ぼう、父母の笑顔と末路……それらを内包してあまりに赤く、いつまで経たってもセピア色に染まらない、血のような夕焼け……想い出す、溢あふれ出す……苦痛が……

「て、め……え……」

　シオンは喘あえぐ。吐はき気を催もよおす。

「アレイスター!!」

　八や尋ひろが怒ど鳴なった。巻き起こる覇は気きに木々がざわつく。

「ほう、あれが」

　架かヶが世せが呟つぶやいた。その声は静かだったが、肩に担いだ十字星剣グランドクロスが軋きしみを上げながら、凶きよう悪あくな形へと変へん貌ぼうしていく。力が興るのを感じる。あれが元げん凶きよう。悲劇の元締め。相応の報むくいを受けさせてやれ。

　八や慧えはといえば、油断無く銃じゆう口こうをアレイスターに向けてはいるが、その眼光は常よりも緩ゆるい。原因は隣となりのシオンだった。胸を押さえたまま俯うつむき、微かすかに震ふるえている。その痛々しい姿が、彼女の心を波立たせていた。今すぐ手を伸ばして、頭を撫なでてあげたかった。

　──落ち着け……

　シオンは呪じゆ文もんのように、心中で繰り返す。

　──落ち着いてくれ……何度も想定した筈はずだ。イメージしてきた筈だ。いつかこんな日が来ると。俺おれは冷静でいられる。大だい丈じよう夫ぶだ……今、防護術を使えるのは俺だけなんだ。長官が危ない今、守りに徹てつしなきゃならねえ……落ち着け……

「やッぱり、貴様の仕し業わざか!!」

　八尋の怒ど声せいが、再び大気を熱する。怒気を纏まとった肉体は、二回りほども大きく見えた。圧力を高めながら一歩を踏み出す。アレイスターは距離を置いて立ち止まると、左手を挙げて牽けん制せいした。鬩せめぎ合う圧力と圧力が、二人の間に渦うずを巻く。

「私は関与していない」

　笑みを絶やさぬまま、アレイスターは泰たい然ぜんとして応じる。

「貴様の言葉は、何一つ信用ならねえ」

　八尋が言うのに肩を竦すくめ、赤い瞳ひとみで一同を見渡しながら語る。

「私は弁明しに来たのではない。盲もう目もくなるお前たちに『目明しアイワシユ』を与えてやりに来たのだ──この事件の黒幕を教えてやる」

「何だと？」

　滅亡の色を宿す双そう眸ぼうが、訝いぶかしげな八尋を再び見み据すえた。

「古こ都と城しろ八尋、モニカが受けた傷の具合を見て、お前は気付いた筈だ」

　無言の返答に、アレイスターは笑みを深める。

「そう、それは十三年前、お前の妻の命を奪うばいしもの」

　舞まい降おりた沈黙に、

「……え？」

　微かすかに震ふるえた八や慧えの声。内心、凄すさまじいショックを受けている。母の死因は病気と聞かされていたのだ。思わず八や尋ひろに顔を向けそうになり、何とか堪こらえた。

　敵を前にして眼を、つまりは意識を、逸そらすわけにはいかない。シオンは苦しんでいる。自分がしっかりしなければ……

　八尋は押し殺した声で言う。

「……あり得ねえ。『正体不明アモン』は俺おれが倒した。碌ろくな影えい響きよう力りよくは残ってねえ筈はずだ」

　八慧への負い目と気き遣づかいから、その絶対的な気迫に、僅わずかな緩ゆるみが生じている。

「あれは現し身アバターだったのだよ」

「馬鹿な！」

　アレイスターは鼻で笑う。
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「何を喚わめく？　長らく現世に留まり、魂たましいや意志を喰くらい続けた現し身は、極ごく稀まれに高い能力を有す個体となる……お前は、良く、知っているだろう？」

　嚙かんで含めるようにアレイスターが語るのに、八尋は絶句した……確かに彼は知っている。誰だれよりも知っている。

「正体不明アモンが現し身を使うのは、正体を悟さとられることを極きよく端たんに嫌きらうからだ」

　今や、完全にアレイスターのペースだった。此こ処こは笑えみ子この迷宮ではあったが、また同時に、衒げん学がく的な愉ゆ悦えつを湛たたえた黒衣の男が生み出す、言葉の迷宮と化していた。真実だろうか、それとも虚きよ言げんか……心を絡からめ取る舌ぜつ峰ぽうが続けて唸うなる。

「奴やつは他の悪あく魔まを取り込み、力を奪うばう能力を持つ。そのお陰かげで、長きに渡り貴様ら教会の目を欺あざむいてこられた。お前も欺かれたのだよ」

　他の悪魔を取り込む能力。それが本当だとすれば、危険極まりない存在だ。しかし今のシオンには、戦せん慄りつしている余よ裕ゆうすらなかった。アレイスターの声を聞いているだけで、その姿を見ているだけで、肉体も精神も腐ふ食しよくしていくような感覚が襲おそう。

「──そうか、分かったぞ！」

　場違いに明るい声でそう言ったのは、それまで黙々とモニカの診しん察さつを続けていた日ひ流る子こだった。片かた膝ひざを付いた姿勢で振り向き、新たな着眼点を得た興こう奮ふんに輝かがやく両目を、アレイスターへと向ける。

「この呪じゆ毒どくは複合能力、幾いくつもの呪じゆ詛そや毒素の混合物というわけか！」

「そうだ。常に変質し続けるため毒性が一定ではなく、どんな解呪も解毒も受け付けぬ」

　アレイスターは応じて曰いわく。

「モニカも助かるまい。古こ都と城しろ優ゆ卯うと同じように、苦しんで死ぬのだ」

　八や尋ひろの気迫が再び膨ふくれ上がる。怒いかりが爆ばく発はつする──その寸前に！

「おおっと、それはどうかな？」

　日流子が指を振った。

「医師である僕の前で、患かん者じやの容態をとやかく言うのはねえ、君、それは生なま兵びよう法ほうというものですよ。恥をかくからお止やめなさい」

「先生？」

　途と方ほうに暮れていた淡あわ島しまが見み詰つめてくるのに、日流子は一度頷うなずくと、

「僕がカウントする。フルパワーで心しん霊れい治ち療りようを」

　淡島が唇くちびるを結びながら一度頷き、モニカの傷に手を当てる。彫ちよう像ぞうのように動かないモニカの傷から、腐くさった血液がねっとりと流れ落ちる。

　日流子の頭脳は既すでに、この恐おそるべき変異性呪毒の正体に迫りつつあった。『医パ魔プ神ス』の診察力と、アレイスターの齎もたらした情報によって。

　基き盤ばんとなるものは、恐らく『海ヴ洋エ公パ女ル』の能力だ。ヴェパルは公こう爵しやく級であり、半人半魚の美しい女の姿であるらしい。偉大なる海の支配者で、嵐あらしを喚よび船を転てん覆ぷくさせたりする。またこの悪魔は、相手を三日で殺す毒を使うのだ。

　根幹さえ捉とらえてしまえば、枝葉末節は如い何か様ようにもなる。

「……三、二、一、今だ淡島君！」

　淡島の両手が燐りん光こうを帯びた。燐光は光波となり、光波は閃せん光こうと化す！　『薬石薬師ザルブリス』による最大出力の心霊治療、この光の下では病巣は概念化され、概がい念ねんは固着化される。

　光こう芒ぼうの最中、日ひ流る子こは両目を見開くと、

「ハァッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合、右手を素早く一振りした。肘ひじから先が魔ま力りよくを帯びて半霊化する。時に神の手と称しようされる日流子の手は、モニカの傷へと難なく埋うまった。

　暫しばし体内をまさぐり、

「この辺あたりの筈はずだが……良し、捉とらえた！」

　呪じゆ毒どくの千変万化を完全に見切り、その尻しつ尾ぽを指先で摑つかむと、一気に引ひき摺ずり出した！

　日流子の指に抓つままれているのは、目も鼻もなく、ただ卑いやしく口だけが開いた黒い蜥蜴とかげだった。これぞ呪毒の具現体である。淡あわ島しまの光を受けると、瞬またたく間まに蒸発して消えた。

　そして光が収まれば──刀とう創そうも呪じゆ紋もんも、同時に消えていた。白い肌はだには傷きず跡あとすらない。上体を揺ゆらして倒れ込むモニカを、淡島が慌あわてて両腕で受け止める。

　日流子は右手を振って霊化を解くと、白衣の裾すそを払って立ち上がった。額に汗しながらも、一仕事終えた充実感の笑みでアレイスターを一いち瞥べつした。『あまりにも天才過ぎる男フアツキン・ジーニアス』。

　アレイスターは感かん嘆たんの表情で、敵味方の頓とん着ちやく無く拍手を向けた。

「驚いたな……見事という他はない」

「そりゃどうも」

　血の双そう眸ぼうが日流子から離れ、身構えている一同を見渡した。

「まあ、私の情報アイワシユが噓ではないと、これで分かっただろう？　さて……」

　苦く悶もんの表情を俯うつむかせて佇たたずむ銀髪の青年へと至って、視線は止まった。

「……十年ぶりだな、ソロモン。大きくなったものだ」

　シオンは身み震ぶるいした。全身の筋肉が軋きしみを上げる──その声で、俺おれの名を呼ぶな。何だその笑顔は。親しげな口調は。再会を祝うつもりか？　俺は二度と遭あいたくなかった。でも覚かく悟ごはしていた。俺が止めなきゃならねえと。俺たちは、そういう間あいだ柄がらじゃねえのか。

「……なんなんだ」

　十年も経たてば心の傷は癒いえる？　そんなことはなかった。悲しみはずっと悲しみのまま。苦しみはずっと苦しみのまま。取り繕つくろうのが上う手まくなっただけだ。

「なんなんだよ、てめえは……どういうつもりだ……！」

　喘あえぐようなシオンの言葉に、アレイスターは笑みを深めた。細く長く蟲こ惑わく的な指先が、握にぎり締しめられたシオンの左手を指す。

「私の悲願は指輪の完成。その為ための協力だよ」

「……協力だと……？」

　呼吸が乱れる──こいつは、何を言っているんだ？

「そうだ。本当はもう少し早く力を貸してやりたかったが、大召喚グレーター・サモンの消しよう耗もうが激しくてな」

　アレイスターは頭を振る。

「この十年、魔ま力りよくの回復を待ちながら、お前のことを考えない日はなかったぞ。指輪は無事だろうか、しっかり悪あく魔まを集めているだろうかと。恋心にも似た……いや」

　両腕を広げた。距離を隔へだてて、シオンを受け入れようとするかのように。抱だき締しめようとするかのように。恍こう惚こつとして。

「──親心。そう、これは親心だ……お前は私の子も同然なのだよ」

　シオンは心に亀き裂れつが入る音を聞いた──ああ、もういい。もうたくさんだ……架かヶが世せ、悪かったな、偉そうなこと散々言って。アイツだけは生かしておけない。正義としてではなく、殺さつ戮りく者しやとして俺おれは往いく。オッサン、八や慧え、すまねえ……俺は往くよ。

　そうしてシオンは、古こ都と城しろの家で育んだ人間性の全すべてを打ち捨て、獣けものにならんとした。手負いの、凶きよう暴ぼうな、飢うえた獣に。七歳の頃、心を苛さいなんでいた激情を思い出して。流れるように左手で愛刀の鯉こい口くちを取り、親指を鍔つばに当て……

「──ぬかせ。こいつあ俺の息子だ」

　その言葉。八尋のたった一言が、シオンを覆おおい尽つくさんとしていた獣気を退けた。口調は静かだが、眼鏡めがね越しの眼光は烈れつ火かの如ごとく燃えている。アスファルトを踏み鳴らして歩き出す。アレイスターへと向かって。戦車の出しゆつ撃げきにも似た気配がある。激げき突とつへと向けて圧力が上昇していく。

「来るか、拳骨神父フイストフアーザー」

「おう、殴なぐり飛ばしてやる」

　アレイスターは口の端はしを上げた。

「ソロモンの親は、私が殺した」

「懺ざん悔げしてえなら跪ひざまずけ」

　吹き付ける八尋の闘とう気きに、アレイスターの道化師然とした笑顔が、殺意を帯びて歪ゆがんだ。

「ふん、次はお前を喪うしなわせてやるというのさ──我が意の侭にアブラ・ハダブラ」

　力有る言葉が空気を震ふるわせる。旧世紀の闇やみに蠢うごめいていた秘密の法則に基づいて、今、魔ま術じゆつの奥おう義ぎが発現する！

　八尋の遥はるか頭上で空間が捩ねじれ、星空を映した。風が巻き起こる。空気が真空の宇宙空間へと吸い上げられているのだ。それと引き換えにして、星海の向こうより、乗用車ほどの巨大な岩がん塊かいが、空気を震わせて墜おちてきた！　隕石落としメテオ・フオールの秘法！

　八尋は退かない。寧むしろ踏み込んだ。

　地を踏み締め、体幹を一直線に右腕へと繫つなぐ。美しいフォームから放たれる、完全無欠のアッパー。拳先と落下してきた隕いん石せきが衝しよう突とつすれば、一いつ瞬しゆん拮きつ抗こうした後──隕石が爆ばく砕さい！　破片となって撒まき散らされ、更さらに小さく砕さけて消えていく。あるべき筈はずの衝しよう撃げきは無い。まるで最初から何もなかったかのように。

　これぞ教会が旧ふるくより磨みがき、悪魔や魔ま術じゆつ師しと渡り合ってきた力、『対魔力』の為なせる業わざだ。異郷を海、現世を陸と例えるならば、大召喚グレーター・サモン以降の世界はさしずめ浅あさ瀬せ。対魔ま力りよくは、浅瀬の魚を陸へと引き上げる力といえる。

「──おおおぉぉぉっ！」

　そして八や尋ひろは咆ほう哮こうした。アスファルトを蹴けり、拳の領域へと踏み込みざまに、渾こん身しんの右一打を放つ！　狙ねらいは顔面──が、寸前で止まる！　退魔の拳と拮きつ抗こうするのは、アレイスターの全身を覆おおう防壁だ。魔ま術じゆつ要よう塞さいとでも形容すべき防御。

　八尋はそのまま、左右拳による連打を開始する。轟ごう音おん、轟音、轟音！　魔力が粒りゆう子しとなって舞う。三日月の形に細められた赤い瞳ひとみと、太陽の如ごとき眼光が交こう錯さくする。対魔力を魔術で防ぐとは、ナイフの一刺しを新聞紙で受けるようなものだ。どうやって？　千枚重ねれば良い。それを可能にする桁けた違ちがいの魔力。

　伝説の退魔師と最悪の魔術師の歴史的な激げき突とつを、シオンは半ば呆ぼう然ぜんとして見ていた。強すぎた殺意の余よ韻いんが、精神を茫ぼう洋ようとさせていた。大きな安あん堵どと同時に、僅わずかに惜おしむような気持ちもある。命すら惜しまずに、ひたすら狂気に身を任せて戦えたなら、それは……ある意味救われるのだろうが……

「──シオン」

　叱しつ咤たするような声に目を向ければ、八や慧えが此方こちらを見ていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　気き遣づかわしげな表情だった。自分もつらいだろうに。この事件に、母親の死の理由である悪あく魔まが関わってると聞かされて、平静の気持ちである筈はずがないだろうに。

「ああ……平気だ」

　シオンは頷うなずいて見せた。そんな安易で薄暗い救いに、身を委ゆだねる必要はない。シオンはもう救われている。ずっと救われてきた。深呼吸を一つ。

「……背中、任せる」

「分かった」

　八慧の返事を耳に、シオンが半歩踏み出すのに、

「漸ようやくか、待まち草臥くたびれたぞ」

　架かヶが世せが担いでいた大剣を大きく回し、逆さか手てに持ち替えながら言った。

「面倒なことだ。敵が居たら斬きるだけで良いだろうに……」

　斜ななめ後方に向いた剣先が炎を噴ふん射しやし、架ヶ世はアスファルトを砕くだき散らしながら驀ばく進しん！　大きく弧こを描いてアレイスターの左半身側に回り込むと、右足で強引にブレーキを掛ける。そこを支点に半回転し、そのまま一いち撃げき打ち込む！　魔力粒子が散る。

　シオンは既すでに距離を置いたまま半身、聖堂流抜刀の構えを取っていた。心は澄すんでいる。今こそ往いくのだ。憎悪からではなく。八尋と八慧が教えてくれたことのために。

「……外ゲ典ー七テ十イ二ア式刀撃術、『転移抜刀』」

　鞘さやから滑すべり出る二尺四寸、蒼そう然ぜんたる刃──その刹せつ那な、アレイスターの右後方に空間転移！　抜き打ちながらの転移である！　神速の一刀が閃ひらめくも、宵よい闇やみ色の上っ張りすら切り裂さけずに弾はじかれてしまう。

　シオン、八や尋ひろ、架かヶが世せの三人は、一いつ瞬しゆんだけ手を止めて目め配くばせをした。戦士たちの呼吸、意思疎そ通つう──そして始まる、連れん撃げきに次ぐ連撃！　驟しゆう雨うの如ごとき攻こう撃げきを一身に受け、アレイスターは微び笑しようすら浮かべている。被撃箇所から雪のように魔ま力りよくの残ざん骸がいを舞まわせながら、苦も無く両手を持ち上げていく。剣も拳も、そのゆったりとした動きを止め得ない。

「貴方あなたは全きものの典型であった……」

　嵐あらしの最中、韻いん律りつが満ちる。

「知恵に満ち、美の極みであった……」

　不ふ穏おんな魔力が渦うずを巻く。

「暁あかつきの子よ、なに故ゆえ天より堕おちたのか……いざ此これへ──」

　そのとき、銃じゆう声せい一いち轟ごう！　八や慧えの一射が稲いな妻ずまの軌き道どうを描き、言葉を発しかけたアレイスターのこめかみを真横から射い抜ぬいた。防御に回していた魔力が攻撃に切り替わる一瞬の隙すき、虚きよを突ついた見事な一発だったが、薄くなったとはいえ防壁が消えたわけではない。衝しよう撃げきのみが僅わずかに伝わりシルクハットを飛ばしたが、それだけだ。言葉は続き紡つむがれる。

「『堕天帝ルシフアー』！」

　──そして変化は訪れる。

　ぺこん、と間の抜けた音がして、地に落ちたシルクハットが潰つぶれた。それを合図としたかのように、今まさに放たれんとしていたシオンの刺し突とつ、架ヶ世の横よこ薙なぎ、八尋のアッパーが、同時に動きを止めている。

「ぐっ!?」

　シオンが呻うめいた。突きに構えた刀の切っ先が激しく震ふるえている──重い！　自分の上空、成層圏までの大気が全すべて、鋼鉄に代わったかと思えるほどに。

　アレイスターを中心としてアスファルトが、蜘く蛛もの巣のように罅ひび割われていく。不可視の力場が広がっていく。八慧を、更さらに日ひ流る子こ、モニカを抱だく淡あわ島しま、目を閉じたままの笑えみ子こ、その隣となりで固かた唾ずを吞のんで見守っていたヴィスまでも捉とらえる。

「ぐお、おお、おっ!?」

　歯を食いしばる架ヶ世の両足が、アスファルトを砕くだいて踝くるぶしまで地面にめり込む。

「こっ、こいつは……ぐうっ！」

　八尋の首下、鎖くさりが千ち切ぎれて十じゆう字じ架かが地面へと堕ちれば、アスファルトを突き破って地面へと埋うまった。道の左右で木々が次々に折れ、地に落ちては轟ごう音おんを轟とどろかせる。

「罪の誘さそいだ。平へい伏ふくしろ」

　一人涼すずしげに、アレイスターが言う。

　八や尋ひろの対魔ま力りよくは健在である。それですら満足に身動きできないほどの重さだった。シオンと架かヶが世せは、魔ま人じんの筋力と頑がん健けんさを以もってしても、既すでに膝ひざが落ちかけている。中心部、即すなわちアレイスターの周囲は特に重い。妙みように薄暗いのは、光すらも捻ねじ曲がっているからか。どれほどの重力が襲おそっているのか想像も付かない。

　魔ま王おう級、ルシファー。

　この古く強大な堕だ天てん使しは、大地を中心にして天が廻まわっていると考えられていた時代に、地の底に在って罪を呼ぶとされた。故ゆえに地上に重力が発生するのだと。

「──オ、オゥウッ、助けて神様ローツハブマースイー！」

　この中で最も魔力が少ないであろうヴィスは、地べたに這はい蹲つくばっている。公こう爵しやく級悪あく魔まの契約者たる笑えみ子こは不動を保っているが、日ひ流る子こと淡あわ島しまもつらそうだ。八や慧えは銃じゆうが重くなりすぎて、持ち上げることすら困難な有様。

　重力は尚なおも強くなり続けている。周囲ではガードレールがひしゃげ、地面が陥かん没ぼつしていく。世界が軋きしむ音が響ひびく。それらの現象の中心に君臨する、黒衣の魔ま術じゆつ師しが言う。

「私は魔人という種を愛している。だが、常人は別だ」

　血玉の瞳ひとみが、宿敵たる教会の退魔師へと向けられる。

「お前もソロモンの、非業の記き憶おくと成れ」

　至近距離、アレイスターが右う掌しようを向けてくるのに応じ、八尋は骨格と筋肉を軋ませながらファイティングポーズを取った。迎げい撃げきの構えだ。この大重力の中にあって、闘とう気きにはいささかの揺ゆらぎもない。

「やめろおぉっ!!」

　シオンは全身から鬼き気きを放つが、全く動けそうにない。少しでもどこかの力を抜けばそのまま崩くずれ落ち、二度と起き上がれはしないだろう。声を発せただけでも奇き跡せき的なほどだ。

「くっ、う、ああっ！」

　八慧が細腕を折れそうなほどに震ふるわせ、銃じゆう身しんを持ち上げた。必死な叫びが背を打ち、シオンは戦せん慄りつを覚える。八慧に自分と同じ思いをさせるわけにはいかない。

　アレイスターはシオンを一いち瞥べつして、慈じ愛あいの微ほほ笑えみを浮かべた。

「お前は喪うしなうのだ、何度も」

　シオンの背筋に冷たいものが流れる。アレイスターの強さ故というよりは、垣かい間ま見える計り知れない暗黒に。

　シオンは煮えかけた頭の片かた隅すみで、思考し思索し思案する──どうすりゃ良い？　オッサンを守るためには。白翼参謀ハルフアスの空間転移で後方に下がらせる……無理だ。オッサンの対魔力を超えるには出力が足りねえ！　獅子頭衛兵長サブナツクか……重力を遮しや断だんできるのか？　そもそも、この異常な攻撃力の前に何秒もつか……くそ、どうすれば!?

　アレイスターの掲かかげられた五指の先、空気を微び細さいに振しん動どうさせながら、黒い球体が生まれた。そのときだ。

「──ＨＥＹ、ミスター・クロウリー！」

　八や尋ひろの傍かたわらに、いつの間にやらヴィスが立っていた。この昏くらき重力の中、顔色一つ変えずに、空手らしき奇き妙みような構えを取っている。

「僕が相手をしマース！　カモン！」

　アレイスターは眉まゆ根ねを寄せた。ヴィスが先程まで倒れていた場所に目を遣やれば、其そ処こには何もない……いや、注視すれば違和感があった。アスファルトの上に薄っすらと輪りん郭かくが見え、微び妙みように蠢うごめいている。保護色だ。

「幻げん術じゆつか」

「ノウッ!?　見破られマシタ！」

　男だん爵しやく級ニバスは異郷の道化師だ。ヴィスに与えられた力は二つ。自分の幻げん像ぞうを生み出す分身能力シヤドウ・クローニングと、幻像を自分に貼はり付ける変装能力デイスガイズだ。全すべて自分が基準という、ナルシスト気味な彼らしい能力といえる。

　ヴィスの幻像は、片手を額に当てて頭を振る。

「でもノープロブレェム。必要だったのはジャスタモーメント、時間稼かせぎが僕の仕事ね。いつもそうよ」

「ほう、何を待つ？」

　ヴィスは肩を竦すくめて笑った。

「ペナルティでェーす」

　アレイスターの指先、今しも八尋に向けて放たれようとしていた黒い球体が、ふと消えた。同時に周囲の重力も消え去り、薄暗い領域に光が差してくる。

　迷ア宮グ女ラ帝トは、自らの迷路を不当の手段で解こうとする者を許さない。先の重力嵐あらしによって、周囲の木々が薙なぎ倒されている。女帝はこの破は壊かい行為を違法と断じ、これを行った対象の力を封じたのだ。迷路で迷う姿を、長く愉たのしむために。

　しかし、元魔ま王おう級の封印とはいえ、堕天帝シルフアーは別格過ぎる。もって数秒、その間が勝負だ──星の鎖くさりが解き放たれた瞬しゆん間かん凍結していた時間が再び動き出した。

　三つの咆ほう哮こうが木こ霊だまする。先まず、シオンと架かヶが世せが同時に動いた。地を蹴けって交差する二人の斬ざん撃げきが、アレイスターの身を十字に切り裂さく！

「むうッ！」

　アレイスターは顔を歪ゆがめ、激しく魔力光を散らせながらも、眼前に迫る八尋へと右手を伸ばす。その手の甲こうに八や慧えの弾だん丸がんが突つき刺ささり道を開け──シオンと架ヶ世の描いた十字の中心点を、八尋の退魔拳が打ち抜いた！

　アレイスターは後方に吹き飛んだ。取り戻もどした力で重力を操り、軽やかな着地を見せる。その口の端はしから、一いつ滴てきの血が垂れた。

「……やってくれたな」

　シオンは焦しよう燥そうに駆かられる──今の一合で倒せねえのか!?

　世界が再び、昏くらく軋きしんでいく。暗黒の渦うずの中心で、黒衣の魔ま術じゆつ師しの血色の瞳ひとみが輝かがやく。長い黒髪がざわめく……

「次は、聊いささか重いぞ……死ぬなよ」

「──エドワード」

　破は滅めつの気配の高まりに、猛暑に聞く風ふう鈴りんの如ごとき声が割り込んだ。

　アレイスターが目を向ける。淡あわ島しまの腕の中横たわったまま、薄く瞼まぶたを開けた姿。

「……御目覚めか、モニカ」

「これ以上の狼ろう藉ぜきは許しません……退きなさい」

　自分では起き上がれないであろうほどの憔しよう悴すいの様を見せながら、その言葉には確かに力があった。我が子を庇かばう母の如き迫力が。

「許さなければ、どうする？」

「この場で貴方あなたは死にます」

　殺意の予言に、アレイスターは苦笑めいた笑みを浮かべた。

「そしてお前も？」

「ええ……今が『その時』ならば、私はこの身を惜おしみません」

　空気が張はり詰つめて数秒、ふと緩ゆるんだ。アレイスターが肩から力を抜ぬいたからだ。左手の指を内側に倒せば、潰つぶれたシルクハットが不可視の力に引かれてその手に収まる。

「……お前が助かったとき、これでも私は嬉うれしかったのだよ」

「戯ざれ言ごとですね……」

「ああ、互いに年を取ったものだ」

　アレイスターはシルクハットを頭に載のせながら呟つぶやき、踵きびすを返した。

「古い馴な染じみの顔を立てて、この場は退いてやる……またいずれ、ソロモン」

　そう言い残すと、迷路の彼方かなたへと歩き去って行く。薄暗い闇やみを引き連れて。

　幻げん像ぞうのヴィスが消え、地面にへたり込んだ本体が姿を見せる。魔ま力りよくを使ったせいで死に掛けている。日ひ流る子こがやれやれと背を伸ばし、重力が腰にきた、と呻うめいている。八や尋ひろが深い呼気を放って構えを解く。笑えみ子こが薄く目を開くと、異次元的迷路が逆再生のようにして現世へと帰き還かんしていく……

　戦場の気配が急速に遠のいていく中、シオンは一刀引っ提げたまま、安あん堵どの息を吐いた。そうして安心してしまっている自分が、憎くもあった。父母の仇かたきを取り逃がしたくせに。

　倒すどころか、力の差を思い知らされただけだった。少しは強くなったと思っていたのは、錯さつ覚かくだったのか？　酷ひどい無力感だった。十年前より、もっと酷い。両手で地面を殴なぐりつけ、血が出て骨が砕くだけるまで殴り付け、慟どう哭こくするような感情の発はつ露ろの仕方を、シオンはしない。ただじっと、心の奥おくの嵐あらしに耐たえていた。

　……ふと、靴くつの爪つま先さきが見えた。僅わずかに顔を上げれば、やはり八や慧えだった。徐おもむろに伸ばされた左手が、シオンの右みぎ頰ほおを温かく包む。視線を逸そらすなというように。

「負けてないよ、私たち」

　シオンは黙ったまま見み詰つめ返す。一つには、返す言葉が思いつかずに。そして、いつもそうであるように、その瞳ひとみの綺き麗れいさに射い竦すくめられて。

「皆無事で、パパも守れたんだもん。私たちの勝ちだよ」

　シオンは一度目を伏ふせた──そうか……今度こそ守れたんだよな。

「……ああ」

　シオンが視線を上げてそう返せば、八慧は微ほほ笑えむ──いや、微笑もうとした。目を細めた拍ひよう子しに、眦まなじりに涙が盛り上がって、一いつ滴てき、頰を伝って零こぼれた。

「あ……！」

　八慧は慌あわてて俯うつむくと、そのままシオンに背を向けた。シオンは戸と惑まどって、小さな背中を見下ろす。ポニーテールの髪が揺れている。

「……なんで、お前」

　遠えん慮りよがちに声を掛ける。

「ん、なんか……シオン、きっと、悔くやしいかなって……思っ、思ったら……」

　シオンは息を吐き、漸ようやく刀を納めると、徐に右手を八慧の頭に乗せた──悔しい思いはあるさ。でもそれ以上に、俺おれは安心したんだ。安心して良いんだって、お前が教えてくれた。俺の代わりになんて、泣かなくて良いのに……

「……ありがとな」

　八慧は黙って撫なでられたまま、浅く首を頷うなずかせた。

　そしてシオンの胸には、また別の後こう悔かいが去来する。

　例え一時でも、この優しい幼おさな馴な染じみから目を逸らし、復ふく讐しゆうに向かおうとした自分は、馬鹿野郎だったと。







　緑萌もゆる都市はみるみる遠ざかり、今や雲上、青天の帰路。

　帰りの飛行機内は、気だるい空気に包まれていた。皆魔ま力りよくを使い過ぎて疲労しているし、持て余すほどの敗北感を抱いだいていた。モニカには本部での早急な安息が必要であり、帰国を余よ儀ぎなくされたのだ。消えた調査員たちの安否も分からないままに。

　しかし、調査任務としては決して失敗ではない。モニカの命があったことは僥ぎよう倖こうだった。彼女が過去から持ち帰った膨ぼう大だいな情報は、回復を待って開示・共有されるだろう。今はソファーに凭もたれ掛かり、口を利きくことすらつらそうにしているが。

　シオンは肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついたまま、隣となりの八や慧えを一いち瞥べつした。小さな寝ね息いきを立てている。

　搭とう乗じよう前に、八や尋しろと少し話をした。

　八尋は八慧に謝っていた。あの巨体が小さく見えるほど、申し訳なさそうに──黙ってて悪かった。四歳のお前に、本当のこたあ言えなくてな……八慧は首を振って微ほほ笑えんだ──私、そこまで子どもじゃないよ。パパが私を大切に思って、黙っててくれたのは分かってる。だから平気だよ……

　八慧の寝ね顔がおを見み詰つめながら、シオンは軽く息を吐く──ちょっと冷房が強えか……

　起こしてしまわないよう気を付けて席を立つと、キャビン後方の棚たなに向かって毛布を手に取った。戻もどりざま、通路で足を止める。架かヶが世せの席。相変わらず腕組み瞑めい目もくしていたが、シオンが通路を隔へだてた席に座ると、目を開いた。

「……何か用か」

「いや、特に用事ってわけでもねえが……」

「相方が寝ていて暇ひまだから、話し相手になれと？」

　シオンは苦笑し、

「まあ、そうかもな……相談がある」

　架ヶ世は眉まゆ根ねを寄せる。

「なんだ？」

　心の裡うちを晒さらすことは慣れていない。何から話すべきか考えながら、ゆっくりと口にする。

「昨日お前、八慧のことで俺おれを叱しかったよな。大切なものとは向き合えって」

　架ヶ世は鼻を鳴らす。

「からかっただけだ」

　茶化されても構わずに、シオンは真剣に続ける。

「お前も聞いてただろ？　八慧の母親の仇かたきが、この事件の黒幕かもしれねえ」

「らしいな」

「……どうしたら八慧を支えてやれるんだろうな」

　架ヶ世は渋じゆう面めんになった。

「それを俺に訊きくのか」

「おかしいか」

　最初は架ヶ世のことを、もっと人間味の薄い奴やつだと思っていた。しかしここ数日で、どうも違うらしいと思い直した──ひょっとすると、俺より人間らしいかもな。

　暫しばしの沈黙の後、架ヶ世は言った。

「……俺は残ざん骸がいに過ぎんのだ」

　言葉の意味を分かりかねて、シオンは首を傾かしげる。

「残骸？」

「昔は俺おれも、普ふ通つうの餓が鬼きだった。家族が居て、生活があってな。だが、その頃ころの俺は死んだ。殺されたんだ。俺はもう残ざん骸がいなんだ」

　シオンは口を噤つぐむ。激げき昂こうするでもなく淡たん々たんと語られる言葉は、付け入る隙すきを感じさせない。架かヶが世せにとって、それはもう起きた過去で、事実なのだろう。人間が獣になるまいと苦心しているのではなく、獣けものが人間だった頃を懐なつかしんでいるのだと。そう言っているのだ。

「俺の言うことは、参考にならんだろう。やめておけ」

　シオンは前を向いた。

「……俺は、お前が復ふく讐しゆう心しんから解き放たれて、自由になれりゃあ良いなって思う」

　あれは悲しい力だ。何もかも吞のみ込む力。それ以外の全すべてを捨て去らねば燃えない炎。何もかも吞み込む、奈な落らくのような感情。

　架ヶ世は喉のどの奥おくで笑うと、椅い子すに深く座り直した。シオンを追い払うように手を振ると、再び目を閉じる。これ以上語る言葉は無い、と言いたげに。

　シオンは溜ため息いきを一つ残して自分の席へと戻もどると、八や慧えにそっと毛布を掛けた。足を組み、頰ほお杖づえをついて、寝るでもなく目を閉じた。

　その後は特に事件もなく、新東京国際空港へと到着。日本は今け朝さ出たときと同じく雨雲に覆おおわれ、小こ雨さめがぱらついている。馴染み深い不快指数の高さだ。滑かつ走そう路ろから出ることなく、迎えの高速ヘリに直接乗り継ついで、本部へと帰き還かんした。

　既すでに全体会議の準備は整っており、モニカの回復待ちだ。ラウンジで遅めの昼食を取っていると放送があり、シオン、八慧、架ヶ世は医務室へと呼び出された。十数名の退魔師も一いつ緒しよにである。

「──結論から申しますと、アレイスターの情報は、正しいでしょう」

　ベッドの脇わきに揃そろった一同を前に、上体を起こしたモニカは切り出した。本部に戻ったからか、淡あわ島しまの霊的治ち療りようを受け続けたお陰かげか、或あるいは両方か、多少顔色が良くなっている。それでも白いが。

「五日前まで記き憶おくの地層を漁あさっても、敵の痕こん跡せきがありませんでした。これは異常です。影かげ潜もぐりを始めとする、暗殺座長カークリノーラスの隠おん密みつ能力が発現しているものと思われます」

　情報課の代表として来ている伊い古こが、メモを取りながら感かん嘆たんの息を吐いた。

「アモン、殆ほとんど情報がない、謎なぞ多き悪あく魔ま……まさか、他の悪魔を喰くうとはねえ」

　モニカは伊古へと視線を向け、

「霊れい脈みやくの記憶によれば、ハバロフスク市街地の方で、人ひと斬きり騒動や銀行強ごう盗とう、幽ゆう霊れい騒動が起きていました。魔ま方ほう陣じん事件という、大きな事件の陰かげに隠かくれる形で」

　伊古は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「それは……伊い賦ぶ夜やで起きてる事件と同じですね」

「ええ。関係があるのでしょう。現し身アバターを使おうと、悪魔が現世に影えい響きようを及およぼすためには、人の魂たましい、願いが必要となることに変わりはありません。ならばこれらの事件の背後に、人の意思が隠かくれている筈はずです。諜ちよう報ほう課はそれらを追って下さい」

「アイサー、ボス」

「それと、もう一つ……先生、紙とペンを」

「ああ、はいはい」

　日ひ流る子こが持って来たバインダーとペンを受け取り、モニカは一度深呼吸をした。ミコットが居てくれれば良かったが、居ないのだから仕方がない。

「……万ア知ザ万ゼ能ル、正体不明アモンの情報を」

　モニカの膝ひざの上、手に支えられたペンが機械的な速度で紙の上を奔はしり、すぐさま一連の文章を生み出した。これがモニカの予言能力プレコグニシヨン、『自動書記オートマテイズム』だ。漠ばく然ぜんとした問い掛けには、漠然とした答えが返る。相手の名前が分かった今なら、多少は確実な返答が期待できるだろう。

　それは日本語だった。詩のような、手紙のような。




『田舎いなかね、白しろ無む垢くにあの値上げか

　勝てるかグジョリア、ゲヘナ果てろ

　男に見込め、血と枝もギアス──レチシア・ネイエ』




　一見して意味が分からないのは、今に始まったことではない。モニカは書き終えた紙を、バインダーごと伊い古こに手渡した。情報課情報処理部、予言解かい析せき班に回されるのだ。時間もないので解読が間に合うかどうかは分からないが、悪あく魔まは基本的に解けない謎なぞを出さない。知恵比べを好むというのもあるが、解けなかった問題が実際は容易たやすかったときほど、人間の悔くやし涙を味わえるからだ。

　モニカは一同を見渡して続ける。

「伊古を除いて、此こ処こに来て頂いた皆さんは、合同任務に参加して頂くメンバーです。敵は恐おそらく先日の現し身アバターと同じでしょうから、多数の敵に対処できる能力者を選びました。余り時間はありませんが、できる限り休んで、任務に備えて下さい」

　そうして、解散となった。

　シオンと八や慧えは私服に着替え、本部を後にする。教会への帰り道、傘かさを差すほどでもない霧きり雨さめの港町を歩いているとき、ふと八慧が足を止めた。

「どうした？」

「ん、メールみたい……」

　ホットパンツのポケットからスマートフォンを取り出し、暫しばらくく操作してから、

「ねえ、これ見て」

　突つき出された画面には、片手でピースをし、もう片手でスマートフォンを持った旬じゆんが映っていた。この構図は恐おそらく、鏡に向かってシャッターを押したのだろう。Ｔシャツにジャージ姿で、背後は体育館を思わせる板張りの大部屋だ。何かの練習風景のようだった。歌か、ダンスか……シオンに分かる筈はずもない。

「旬じゆん、仕事に戻もどれたってさ」

　そう言う八や慧えの表情は嬉うれしそうだ。

「良かったじゃねえか」

　シオンの頰ほおも綻ほころぶ。

「うん、マネージャーにどやされながらレッスン中、だって……ん？」

　再びスマートフォンを手元に戻し、本文を読んでいた八慧は眉まゆを寄せた。最後の一文にこうあったからだ。

『明日、時間あったら会えないかな？』







　調査任務から帰き還かんした翌日、つまりは土曜日。

「──遅いな」

　ワークキャップを被かぶり、七しち分ぶ袖そでのシャツにデニム姿のシオンが呟つぶやく。

「忙しいのかな……レッスンの合間に抜ぬけて来るらしいから」

　答える八慧は、ボーダーのタイトなトップスにデニムのガウチョパンツ、お気に入りのブーツという、コケティッシュかつボーイッシュなコーディネート。ショルダーバッグを斜ななめに下げている。

　二人は土つち神み門かど区の公園に来ていた。八慧が旬と出会った、あの小さな公園に。土曜の昼下がりなので、ショッピングモールを行き交う人は多いが、此こ処こは忘れられたように見向きもされない。雨こそ降っていないものの、空は曇くもっていて蒸し暑いし、外で過ごすくらいなら何ど処こか店にでも入りたい陽気だ。

　八慧は両手で口元を隠かくしながら、大きな欠伸あまびを嚙かみ殺した。例の夢のせいで寝ね不ぶ足そくだった。木曜日から三日間、毎晩見続けている。

　シオンを見上げて、

「付き合わせて悪いね」

「気にすんな」

　旬と待ち合わせだった。教会まで来ると本人は言ったが、時間が合わなかったのだ。シオンと八慧は日付が変わる前には、オーストラリアの北部準州ノーザンテリトリーに位置する現場に到着していなければならない。

　それでも旬が会いたそうなので、互いの万障を繰り合わせて此処になった。レッスンのスタジオが近いらしい。飛行機の時間も迫っており、八慧は最初断ろうとしたのだが、転移能力のある自分が一いつ緒しよならギリギリまで平気だろうと、シオンが提案した。

「──やあぁーえぇーっ！」

　良く通る美声が聞こえて、八や慧えは苦笑を浮かべた。歌うた姫ひめの歌姫たる所以ゆえん。

　長い足で駆かけて来る人ひと影かげ、レザーのジャケットとスカートを艶あでやかに着こなし、一応変装のつもりか件くだんのキャスケットを被かぶっているが、そんなもので隠かくし切れるような美び貌ぼうではない。オーラがはみ出している。

　──何したって目立つな、あの子。

　旬じゆんは八慧の前へと走り込み、息を弾はずませながら前のめりに、

「ごめん遅くなって！」

「良いけど、どうしたの急に」

「えっと……あ、シオン君も、ちーっす！」

「おう」

　敬礼のポーズを取る旬に、シオンは軽く片手を上げて返す。

「わざわざゴメンね、なんか八慧の顔が見たくなっちゃってさ。あとは……これこれ！　これ渡したかったのよ！」

　旬は肩に掛けたブランド物らしきトートバッグを漁あさり、チケットを二枚取り出すと、八慧へと差し出した。

「実はね、明日ライブなんだ。アリーナの最前席、二名様、御招待ぃー！」

「えっ、あー……」

　チケットを受け取りつつ、八慧は表情を曇くもらせた。

　旬も眉まゆを顰しかめる。

「都合悪そう？」

「うん、多分無理かなあ……御免ね」

　残念そうではあったが、微ほほ笑えんで首を振る旬。

「いきなり誘さそったのこっちだし、気にしないで。あ、チケットは持ってて、もしもで良いから、来られたら使って」

「ん、分かった、ありがと」

　八慧はチケットを丁てい寧ねいに鞄かばんに仕し舞まうと、背筋を伸ばして旬を見た。

「凄すごいね、ライブなんて」

「逃げちゃったせいで、だいぶヤバかったけど」

　冗じよう談だんめかした笑顔の旬へと、八慧は言う。

「で、何かあった？」

「え？」

　八慧は腰に手を当てた。

「無理に明るく振ふる舞まってるでしょ？　お姉さんにはお見通しなんだから」

　旬じゆんは少しだけたじろぐと、笑顔を苦笑に変えた。八や慧えの斜ななめ後ろ、ひっそりと佇たたずんでいるシオンに視線を向けて、

「……シオン君、これじゃ浮気できないね」

「茶化さないの」

　八慧が一刀両断、シオンは肩を竦すくめるのみ。

　旬は軽く笑ってから、視線をやや落として、笑顔の仮面をそっと脱ぬいだ。

「……あたし、何で逃げたのか、言ってなかったよね？」

　心細げな表情を見み詰つめ、八慧はやんわりと返す。

「言いたくないことなら、無理に言わなくても良いよ」

　旬は首を振った。

「ヤエに聞いて欲しい」

「……ん、分かった」

　旬は再び少しだけ微ほほ笑えみながら、

「あたしね……怖こわくなっちゃったの、アイドルやるのが」

「どうして？」

「正確に言うとね、怖いのは『忘れられる』こと。飽あきられて、忘れられていくのが怖い」

「売れっ子なのに？」

「だからだよ。高いところほど、落ちるのが怖くなるでしょ？　自力で上がったんじゃないから、余計にそう」

　旬は、派手な風ふう貌ぼうからは想像できない真しん摯しな口調で、訥とつ々とつと語り始めた。

「デビューしたての頃ころは違ったんだ。小さなライブハウスで歌ってた頃は、ファンの皆一人一人の笑顔が見えてた。あたしは歌うことが純粋に好きだったのに……今は顔の見えない人たちの評価が怖い。ネット見てると、色々な言葉が目に付くの」

　八慧は何度か浅く首しゆ肯こうしながら、黙って聴きいていた。それは、自分やシオンが身を置く世界──闇やみに隠かくされた真実の世界とは真逆、光溢あふれる虚きよ構こうの世界の話だ。合わせ鏡のようでいて、それらは同じだった。戦場という意味に於おいては。

「あたし、沢たく山さんのものを捨ててきたよ……友だちとか、学校とか……小さい頃にお母さんがくれた、髪かみ留どめも」

「……形かた見みってやつ？」

「うん。マネージャーが子どもっぽいって。そんなのしてたら売れないって……着けなくなったら、どっかいっちゃった。大事にしてたのに……そうやって走り続けてきて、気が付いたら自分がなんで歌ってるのか、何のために歌ってるのか、分からなくなっちゃったの」

　旬は顔を上げ、八慧を見詰めた。泣いているような微笑みで。

「こんなこと、ヤエに話す気はなかったのよ。何言っても、逃げたことの言い訳みたいだし。他の誰だれでもない、あたしの夢のことだもの。ただ、明日のライブが怖こわくて。少し元気を貰もらいたかったんだ」

「……そっか」

　八や慧えはそう返すと、微ほほ笑えんで見せた。同じ笑顔でも、旬じゆんのものとは対照的だ。

「この公園でさ、私が言ったこと覚えてる？」

「うん……覚えてる」

　旬が頷うなずく。

　一昨日おととい、彼女は自分の意思で戦場へと戻もどっていった。だから八慧は、つらいなら辞めた方が良いとか、頑がん張ばって続けた方が良いとか言う気はない。今しがた彼女自身が言ったように、これは彼女が見た、一世一代の夢の話なのだ。

「あんたの頑張りを見てくれてる人は、必ず居るからね」

　八慧の笑顔に釣つられて、旬の表情も少し明るくなる。

「そう、かな」

「そうだよ。私も知ってる」

　旬は胸に左手を当て、ぐっと顔を歪ゆがめた。泣きそうに。

「ヤエ……ありがとう……」

「──ＪＵＮＥ！」

　背後から飛んできた声に、旬が振り向いた。スーツ姿の若い男が駆かけ込んで来る。

「あ、あれ、マネージャー？」

　マネージャーと呼ばれた男は、シオンと八慧に軽く会え釈しやくを向けた後、旬へと続けた。

「スケジュール押してるから、ちょっと急いでくれ。三時にはリハ入りしておかないと」

「分かりました」

　旬は頷くと、シオンと八慧に向き直った。申し訳なさそうに、

「ごめん、行かないと」

　八慧は頷く。

「私たちもそろそろ時間だから」

「来てくれてありがとね……元気出た、ほんとに」

「なら良かった」

　旬はシオンへと目を向け、片手を立てて謝罪のポーズ。

「シオン君もありがと、忙しいのにゴメンね」

　八慧とメールをやり取りする過程で、旬には今日、教会の用事で出掛ける予定だと言ってあった。少なくとも噓うそではない。

「構わねえよ」

　シオンは片手を振った後、続けた。

「……あのな、穂ほ波なみ」

「うん？」

　迷ったが、言っておくことにした。旬じゆんに掛けられそうな言葉が、一つだけ見つかったのだ。互いの戦場へと別れてしまう前に。

「俺おれ、昨日ちょっと色々あってな」

「うん」

「俺も、さっきお前が言ったみてえな、何もかも捨てなきゃって焦あせり、分かるんだ。俺もそういう気持ちだった。捨てなきゃ、やりてえことに手が届かないって……でも、それは俺にとっては、間違いだった。お前にとってどうかは、分からねえが……」

　捨てることで身軽になれる奴やつもいるのかも知れない。架かヶが世せはそうなのだろうか。

　旬が今感じてる荒こう野やの如ごとき感情は、昨日の自分と同じものではないのだろうか。目的を達すために、何もかも擲なげうつ焦しよう燥そう感かん。

　──捨てちゃいけないもんも、あると思うんだよ……シオンがそう結ぶ前に、旬は小さく首を振って答えた。

「言いたいこと、分かるよ」

　俯うつむいて、寂さみしげに微ほほ笑えむ。

「でも振り向くのも、拾いに戻もどるのも怖こわいの……」

　シオンはそれ以上、何も言えなくなる。

　彼女はおそらく、分かっているのだろう。分かっていても、もう突つっ走る以外にない。そういう悲ひ壮そうな覚かく悟ごの表情だった。

「……悪かった、戸と惑まどわせて」

　また、踏み込みが甘かったか。これでは良い一ひと太た刀ちは振れない。快かい刀とう乱らん麻まの一いつ閃せんには遠すぎる──俺はいつもこうだな。

「ううん、ありがとう……じゃあ、あたし行くね」

　旬はもう一度八や慧えへと笑みを向けると、マネージャーと一いつ緒しよに走り去っていく。アイドルとして、彼女の向かうべき、光溢あふれる戦場へと。

「何かあったら、またメールして！」

　八慧がその背へと声を掛ければ、旬は振り向き、笑顔で手を振った。

「なくてもする！」

　道路の向こうに二人の姿が消えれば、商店街外はずれのエアスポットに、再び静けさが戻る。

「……良いこと言うじゃん」

　そう言う八慧の表情は、慈いつくしみ深かった。

　シオンは帽ぼう子しのつばを下げる。

「いや、かなり余計だったろ……」

　戦場に向かおうとする戦士の、出鼻を挫くじくような真ま似ねをした。自責の念に駆かられる。

「んなことないって。旬じゆん、ありがとうって言ってたよ」

「まあな……」

　シオンは一息吐くと目を細め、人の行き交う商店街を眺ながめる──取り返しがつかないなんてことは、ないと思うんだが……

「……私は安心した」

　ぽつりと零こぼす八や慧え。

「何がだ？」

「あんたが昨日のことで落ち込んでるんじゃないかって、ずっと心配してたの。でもああいう台詞せりふが出てくるなら、大だい丈じよう夫ぶそうかなって」

　シオンは溜ため息いきを吐つく。

「妙に気い回すなよ……」

　故郷を滅ほろぼし、両親を殺した相手に、手も足も出なかった。だが今シオンの胸に、無念の想いや慙ざん愧きの念はない。そんな感情は、八慧の涙に洗われてしまった。

　いずれ必ずアレイスターは倒す。だがそれは復ふく讐しゆう者しやシオンとしてではない。退魔師エージエントソロモンとしてだ。

　シオンは続く言葉を口にする。ややつっかえながら。

「寧むしろ、俺おれは……お前の方こそ、大丈夫なのかよ？　その……」

　──母親のことは。

　言葉の先を読んだか、八慧は苦笑した。

「そっちだって、変に気にしてんじゃん」

「まあ……相棒だからな」

　シオンの言葉に、八慧は淡あわく微ほほ笑えむと、両手を腰の後ろで組んだ。視線を曇どん天てんへと投げ、

「正体不明アモンを許せないって気持ちはあるけど……それよりは、退魔師としての使命感の方が大きい、かな。今は」

　自分の気持ちに整理をつけるように、一言一言を口にする。

「……そうか」

　シオンは再び町並みを眺めた。六月の鈍にぶい光に照らされたショッピングモールを、親子連れが、主婦が、学生が行き交う。

　八慧も自分と同じなのだ。心に湧わく様々な感情を、正しいと思える行動に向かう力にしようとしている。退魔師として、と。そう思うことで。

「……ま、そろそろ行くか」

　シオンが言って、

「そうだね、相棒」

　八や慧えが応こたえて、二人の顔が引ひき締しまった。

　さあ、この短く麗うらららかな日常に別れを告げよう。向かうべきときだ。霧きり煙けむる悪あく魔まの世界、人知れぬ闇の中の戦場へ。退魔師として、倒すべき存在を倒しにいこう。

　短い聖句と魔ま法ほう的韻いん律りつが低く紡つむがれ、指を鳴らす音がすれば、小さな公園に不思議な風が一いち陣じん巻いた。通行人の誰だれかが目を向けたかもしれないが──

　二人の姿は既すでに無い。







　　五章　ムーンライト・ヘイヴン







　地平線まで見渡す限り広がる、赤土と潅木の大荒野レツドセンター。オーストラリア内陸部、アウトバックと呼ばれる広大な砂さ漠ばく地帯の只ただ中なかに、その都市はある。

　先住民たちは芸術や交易、文化交流の中心であったこの辺あたりの土地をただ『大地ムバントウワ』と呼んでいたが、荒こう野やの拠きよ点てんとして町を拓ひらき電報局を開設した白人の入にゆう殖しよく者しやたちは、アリス・スプリングスと名付けた。短くジ・アリスとも呼ばれる。当時の郵政局長の細君の名と近きん隣りんの湧ゆう水すいがその由来だ。

　人口は約三万、大きな町ではないが、オーストラリア各主要都市への国際線が発着する空港を有し、観光の拠点として賑にぎわう。旅行者を見み据すえた綺き麗れいなホテルも多い。ユーカリやパームツリーの街路樹が乾いた風に揺ゆれる、荒野の中にあって緑溢あふれるオアシス。

「──ソロモン隊、異常なし」

　シオンはホテルの屋根に立ち、インカムへと定期連絡を入れた。町全体を通して背の高い建物がないので、二階建てのホテルの屋上からでも、十分に遠くまで視界が通る。頭上には南十字星サザンクロスが輝かがやく、絶句するほど美しい星空が広がっていた。

　吐はく息が白い。身を切るような風がコートの裾すそを揺らし、月光が銀刺し繡しゆうを撫なでる。

「さむいね」

　右みぎ隣どなりで八や慧えが呟つぶやいた。左ひだり膝ひざを立てて座り、膝ひざの上に左肘ひじを乗せ、左掌で銃じゆう身しんを支える膝ひざ撃うちの姿勢。持って行く銃じゆうをどの『子』にするかは随ずい分ぶん悩み、やはり多数相手が想定されるのでブレイザーにした。

　日本とは経度の差が少なく時差は一時間ほどだが、南半球なので季節は真逆だ。冬が始まったばかりであり、気温は五度、砂漠の夜は鮮せん烈れつなまでに冷たい。

　寒さに凍こごえるように寝ね静しずまる小さなアリス。今こ宵よい、彼女の安らぎを守らんとする者たちが居る。黒装退魔師ホーリーオーダーは十数名、教会の退魔師は六十名以上、後方支援も含めれば百人近い不寝番ナイトウオツチヤーが密ひそかに町中に展開し、防衛線を成している。数日前から現地入りしていた教会の主導で、既すでに作戦領域の住民の退避は済んでいた。

「教会の連中には堪こたえそうだな」

　応じる架かヶが世せは屋根の縁ふちに腰を下ろし、風の匂においを嗅かいでいる。相変わらずパーカー姿で、聖着サープリスよりも薄手なのに寒そうな様子はない。魔ま人じんは魔ま力りよくを以もって現実を改かい竄ざんする。必要とあらば眠気も空腹も疲労も打ち消し、体温すらも自在に操る。消費魔力は加算式に高まっていくので、延々とは無理だが。

「そんなヤワな人たちじゃねえ」

　シオンが言えば、架かヶが世せは軽く口の端はしを上げた。

「お前らの親父を見ていれば、そうだろうなと思わされる」

　八や尋ひろは実働三課の長、即すなわち三翼として『羽』を連れ、警けい戒かいに当たっている。最愛の妻を奪うばった因いん縁ねんの相手なのだ。普ふ段だん通りの朗々たる笑顔でシオンと八慧を迎えた、その心中はいかばかりのものか？

　そういうのなら、八慧のこともやはり心配である。シオンは時折八慧をちらちら気にしているが、今のところ目立った変調はない。任務に際して気が張っているように見える。しかし、母の仇かたきを前にして平静でいられるとは思えなかった。今度は自分が助けたい。一昨日おととい、二人がそうしてくれたように。あの途と方ほうもない憎しみが、二人を襲おそうならば。

　日付が変わってから、既すでに四時間が経過している。配置についてからずっと八慧は周囲を見張り、架ヶ世は魔ま力りよく香こうを嗅かぎ続けているが、町に目立った動きはない。

　シオンは相変わらず思考する──あの現し身アバター、真っ向勝負なら敵じゃねえ。襲しゆう撃げきは影かげの多い夜の間の筈はずだが……一体誰の、どんな願いで動いているんだ？

　伯はく爵しやく級カークリノーラスは、聡そう明めいな知性を有すると同時に血に飢うえた殺さつ戮りく者しやであり、翼つばさ持つ犬の姿で顕けん現げんするという。人ひと斬きり騒動はその性さがに因よるものだろう。では銀行強ごう盗とうの理由は？　本部では、それこそが魔ま人じんの狙ねらいなのではないかと当たりを付けている……

　八慧と架ヶ世が、同時に勢い良く顔を上げた。

「シオン！」

「来たぞ」

　二人からの呼び掛けに、

「ああ」

　鋭するどく返して身構えた。シオンも既に気付いている。見下ろす風景が煙けむっていた──霧きりだ！　瞬またたく間まに町を覆おおっていく！　にも拘かかわらず水気はなく、空気は乾燥している。普ふ通つうの霧ではない。間違いなく狭はざ間ま物質──何ど処こから湧わいた？

　インカムのイヤホンが、次々に交戦報告を上げ始めた。同時多発的に、方々で戦いが始まっているのだ──『四翼三班、スチュアート・ハイウェイ上にて敵勢多数と遭そう遇ぐう、交戦を開始します』『黒装退魔師ホーリーオーダー、ハンマーヘッド隊交戦、敵はカジノを目指している模様』──『接敵！』『こちらもだ！』……

　架ヶ世が立ち上がり、右手から炎を噴ふき上げながら口を開く。

「凄すさまじい魔力の匂においだ。前と同じ相手とは思えん」

「本気ってことか」

　シオンは返しながら、一刀すらりと抜ぬき払った。咽むせるほどの霧に残ざん影えいする、無数の赤い光が見えたからだ。既に見慣れた感のある、魔ま剣けんの光。未いまだ多くの謎なぞを孕はらんだまま、戦いは始まろうとしていた。この一番暗い夜明け前ビフオア・ザ・ドーン。

『──シオン、八や慧え！　後……あー、生意気なガキ！』

　イヤホンから聞こえてきたのは、八や尋ひろの声だった。

「架かヶが世せだ」

　すかさず訂てい正せいする架ヶ世。

「どうしたの？」

　八慧が返すのに、八尋は続ける。

『お前ら、『門ゲート』を見たか？』




「──『門ゲート』が、見当たらない？」

　本部中ちゆう枢すう司令室にて、オペレーターより報告を受けたモニカは眉まゆを顰ひそめた。まだ本調子ではないが、大切な局面だ。寝ているわけにはいかない。

「はい、誰だれ一人『門ゲート』を確認した者は居ません」

「キーンアイの眼でも見付けられないのですか？」

「はい」

　モニカは考える──能力を合成することが可能ならば、『門ゲート』も影かげの中に隠かくすことが可能なのか？　いや、影かげ潜もぐりの対象はあくまで自身である筈はず。霧きりが出ているのに、誰一人発生源を見つけられていないのも、変な話……

　ふと背後で自動ドアの開く音がして、モニカは目を向けた。

「どうも長官、お元気そうで」

　入って来たのは、情報部のエース。

「ああ、伊い古こ……ご苦労様です」

　早足でモニカの隣となりに立つと、手て庇びさしでメインモニターを眺ながめた。

　アリス・スプリングスの俯ふ瞰かん映像が映し出されており、黒装退魔師ホーリーオーダーは青いポインター、僚りよう軍ぐんたる教会の手勢は緑のポインター、敵勢は赤いポインターで、それぞれ表示してある。それによれば、敵勢の出現はある一区画に集中している様子だ。

「これは、金目当ての線で確定ですかねえ」

　赤いポインターが大量に群がっている区画は、大きな商業区を有する町の中央部だった。銀行も此こ処こに集中している。

「断定は避さけるべきでしょうが、今のところは予想通りの動きですね」

　ゆるりと頷うなずいたモニカが、用向きを尋たずねる前に、伊古は手に持った紙を差し出した。

「これは？」

　モニカが尋ねるのに、

「予言の解かい析せき結果です。まだ途と中ちゆうだそうですが、一応お見せしとこうかと」

「解けたのですか！　わざわざ有難う御座います」

　受け取った紙にモニカが目を通す間に、伊い古こが解説する。

「それほど難しくなかったらしいですよ。回文になってましてね、全部ローマ字にして逆から読むと、こうなるそうです」

　モニカは眉まゆ根ねを寄せながら、小声で読み上げる。

「エイエン、アイシテル、サイゴマデ……オチテモ、キミノコト……？」

「えっ？」

　オペレーターの一人、厚手の眼鏡めがねを掛けた娘むすめが顔を上げ、ぽつりと呟つぶやいた。普ふ段だんは黙々と仕事をしている、物静かな娘。

「どうしました？」

「あ、いえ、その……」

　小さな声を聞き付けたモニカが視線を向ければ、娘は慌あわてて椅い子すから立ち上がり、しどろもどろになりながら続けた。

「わ、私、ＪＵＮＥって歌手のファンなんですけど……発表されたばかりの新曲の歌詞が、確かそんな感じだった、ような……」




　──怖こわい……怖い怖い、怖い怖い怖い……

　電気も点つけない暗い部屋、旬じゆんはベッドの上に膝ひざを抱かかえて座り、まんじりともせずにこの夜明けを迎えた。ずっと夜なら良いと願っても、初夏の朝は足早に訪れてしまう。

　伊い賦ぶ夜や市伏ふし見み区、一等地にある高級マンションの最上階。一人暮らしをするには少し寂さみしい広さ。都内に住む父とはずっと別居だ。

　母が死んでから、元々仕事中毒ワーカホリツク気味だった父はますます仕事に打ち込むようになった。反発もしたし、泣いたこともあったが、今なら分かる。父は母を愛していなかったわけではないと。病がちな母を見るのがつらかったのだ。そして今は、母の居ない現実を忘れたいのだ。理解はできても、今いま更さら許せるわけがない。

　──怖い……皆の評価が。流行の大きなうねりが。

　分かっている。これほど恐おそろしいのは、自分の中身が空っぽだからだ。歌を始めた頃ころは、頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまでみっちりと詰つまっていた何かが、今はもう無い。必死に走るうちにどんどん零こぼれていった。或あるいは自分で捨ててきた。

　シオンの言うことは分かる。正しいことも分かる。でも空っぽでなければ、流れに浮かべなかったのだ。中身が詰まっていたら沈んでいた。軽けい佻ちようにして浮薄でなければ。

　もう随ずい分ぶんと長らく、しっかり眠れていなかった。教会で過ごした二日間、たった二日間だったけれど。久しぶりに、本当に久しぶりに、ぐっすりと眠ることができた──ヤエ、天使のような女の子。あたしにとっては、本当の天使。ありがとう、見付けてくれて。受け入れてくれて。どれほど嬉うれしかったか。救われたことか。

　自分が抱かかえている悩みについて、宿泊中ヤエに相談しなかったのは、理由が欲しかったからだった。ヤエに話せば今みたいに、勇気が貰もらえるという確信があった。もう一度夢と向き合う勇気が。でもそうすれば、理由は無くなる。あの場所に居られる理由が。逃げる理由が無くなれば、離れなければならない。できるだけ長くあそこに居たかった。旬じゆんにとって、たった二晩だけ許された奇き跡せきの避暑地ヘイヴン。自分が見た夢の責任に、背を向けて良い場所。

　スプリングを軋きしませて、ベッドから身を起こした。キャミソールに下着だけの姿。枕まくら元もとのスマートフォンを手に取ると、ウェブブラウザを立ち上げる。薄暗い部屋を、人工的な光が満たす──『ドレッドフォーチュンＢＢＳ』。

　キーボードの乾いた音ね色いろが響ひびく。旬にとってこれは儀ぎ式しきだ。実際に叶かなうかどうかは問題ではない。大切なのは信じられるかどうかだ。

　強く念じながら、送信ボタンをクリック。

『今日の仕事が上う手まくいきますように』

　きちんと書き込まれていることをチェックして、少しだけ心が落ち着く。

　暫しばらくネットサーフィンをして、ふと掲けい示じ板ばんに戻もどってみれば、新着レスがあった。レスアンカー付きで、旬の書き込みに対する返信。

『この願いは叶わない』

　……いつもならスルーできたかもしれない。でも今日は無理だった。誰だれにでも侵しん害がいされたくない領分がある。触さわられたくない逆げき鱗りんがある。半ば呆ぼう然ぜんとし、半ば怒りで泣きそうになりながら、こちらもアンカー付きで返す。

『酷ひどすぎ、やめて下さい！』

　更こう新しんボタンを押すと、もう幾いくつかレスが付いていた。不特定多数の誰だれ彼かれか……もしくはそのように演じる個人か。

　──『こんなとこに書き込んでる暇ひまがあったら仕事すれば？』『気に食わない。仕事甘く見てる』『どうせニート』『才能ないよ、辞めれば？』……

　更新ボタンを押す手が震ふるえる。何な故ぜいきなり荒あれ始めのか。もう見なければ良いと思いながら、見ずにはいられなかった。旬は本当に怖こわいとき、目を瞑つむることができない性た質ちだ。取り返しがつかないことになりそうで。

　レスが積み重なっていく──『こいつの仕事が上手くいきませんように』『こういう奴やつには大切な仕事任せられないんだよな。つらくなると逃げそう』『精神的に弱そう』……

　こんなの気にするなと何度も自分に言い聞かせ、旬は微かすかに震えながら、自じ嘲ちよう気味に笑った。その瞳ひとみから一いつ滴てき、涙が零こぼれる──あたしが弱い？　その通りよ……自信なんてない、これっぽっちもない。

　思い出すのはヤエのことだ。彼女の瞳の奥おくには、揺ゆるぎ無いものがあった。強いということは、きっと優しいのだ。そう信じさせてくれる。

　──あたしも、格好良い女の子になりたい……

　旬じゆんは涙を拭ぬぐうと息を吐はき、再び片手を操る。これは儀ぎ式しきなのだ。叶かなうかどうかは関係ないし、誰だれが何と言おうと関係ない。

『あの子みたいに、強くなれますように』

　書き込んで、少し待ってから更こう新しんボタンを押した。この分ではもっと荒あれるだろうと覚かく悟ごして見れば、レスは一つだけだった。たった一つ。

『ヤエのように？』

　旬は息を吞のんだ。背筋が冷たくなる──え、なに？

　勝手にプレーヤーが立ち上がり、動画が再生され始めた。ロゴはおろか、再生や巻き戻しのボタンすらない。それ以前に、タッチパネルが反応しない。

　映し出されているのは霧きりに覆おおわれた、何ど処こか異国らしき町並みだった。アスファルト車道の上、綾あやを成して降り注ぐ月光をスポットライトにするように、不気味な木ミ乃イ伊ラの群れと、炎を噴ふき上げる剣を携たずさえた二人の青年が、大立ち回りを演じている。何の映画かと思ったが、一人の顔に見覚えがある。シオンだ。

　奥おくにある建造物の屋根へとカメラがズームすれば、長ちよう銃じゆうを構えた八や慧えの姿も認められ、旬は酷ひどく混乱した。震ふるえが止まらない──何なの、これ!?

『──貴女あなたには、沢たく山さんのものをあげた』

　スピーカーから、嗤わらい混じりの声がした。口調は女だが中性的な声。

　奮ふん闘とうする八慧たちを映した画面に激しいノイズが奔はしり、画面一杯に何かが映った。かろうじて顔であると判別できる、余りにも醜しゆう悪あくな白い肉の塊かたまり。両目は溶とけた瞼まぶたに覆われて見えず、巨大な口が歯を見せて笑っている。

「なっ……何!?　何これ！」

　旬は悲鳴に近い声を上げた。理性と恐きよう怖ふが鬩せめぎ合う。呼吸を漏もらす。震える指で電源を落とそうとしても、ボタンは反応しない。

『男心を操る『銀鎧公サレオス』、女心を支配する『吟詠妃ゴモリー』のカリスマ。論客『鋭カ嘴イ鶫ム』の舌ぜつ鋒ぽう……沢山のものをね。愚ぐ鈍どんで平凡な貴女が夢見た、身の程知らずの願いを叶えるために』

　白面が語る内に、部屋が煙けむってくる。画面から霧が流れ出している。

『でも、それももう御お仕し舞まい……全部返して貰もらうわ。利子付きで』

「う、わあっ！」

　旬はスマートフォンを投げ捨て、ベッドから立ち上がった。怖こわい。逃げなきゃ。何処に？

『貴女は代だい償しようを払うの。過ぎた願いと、奇き跡せきの代償を』

　一ひと際きわ強くスピーカーが震えれば、画面から汚お濁だくの奔ほん流りゆうが噴き出して、旬の悲鳴も視界も思考も、全すべてを黒く塗ぬり潰つぶした！




　──旬じゆんの部屋が静せい寂じやくに包まれてから、ややあって二つの人ひと影かげが踏み込んだ。フローリングの床ゆかに頓とん着ちやくなく土足で上がり込むと、室内を調べ始めた。

「……どうかね」

　内一人が尋たずねる。相方の伊い古こへ。

　荒あらされた形けい跡せきはない。しかし、電源が点ついたまま転がったスマートフォンに、不ふ穏おんな気配があった。出掛けるなら持っていくのではないだろうか。ベッドに手をやれば、まだ温ぬくもりが微かすかに残っている。

　伊古は舌打ちを返した。

「どうも、後手に回ってるっぽいですね」




　──飛び降りたシオンと架かヶが世せが、魔ま剣けん木ミ乃イ伊ラの軍勢を次々に切り伏ふせていく中、八や慧えは屋根の上で狙そ撃げき手しゆに徹てつし、二人の死角から襲おそわんとする敵に銃じゆう撃げきをお見み舞まいする。

　侮あなどれない相手なのは確かだった。呪じゆ毒どくは後方に日ひ流る子こと淡あわ島しまが控ひかえているので何とかなるにしても、他にどんな能力を隠かくしているか分からない。慎しん重ちように相手すべきだ。

　スコープ越しに敵の急所を撃うち抜ぬきながら、八慧は狙撃手特有の凪ないだ思考の片かた隅すみで考えている──こいつらの本体が、おかーさんを殺したのか……

　出発前、シオンに語った言葉に噓うそはない。憎悪の気持ちはない。それよりも戸と惑まどいと、母親への恋れん慕ぼの方が大きい。だが、憤いきどおりを感じてはいた。何な故ぜ母親が死なねばならなかったのだろうと、幼い頃ころに感じた理り不ふ尽じんを再び覚えていた……

　──だから、反応が遅れたのだ。

　ホテルの屋根に鋭えい利りな衝しよう撃げきが幾いく重えにも奔はしったかと思うと、突とつ然ぜん屋根が内側に向かって崩ほう落らくしていく！

「わっ!?」

　小さな悲鳴ごと、倒とう壊かい音が八慧を吞のみ込んでいく。

　下は受付ホール、内装は南国リゾート風。二階分吹き抜けの広い空間には、黒い濁だく流りゆうが荒れ狂っていた。まるで嵐あらしの海の一部を切り取り、室内に運んできたかのようだ。水面からは無数の触しよく手しゆが伸び上がっており、その先せん端たんは木乃伊たちと同じく魔剣と化して赫せん光こうを帯び、濃密な霧の中ぼんやりと光を放っている。屋根を切り裂さいたのはこれらの刃であった。

　粘ねん性せいを帯びてうねる液体が、落下した八慧の体を受け止めて包み込む！

「八慧!!」

　必死の呼び声と共に、目の前の虚こ空くうに、シオンが転移して来た。濁流の中に沈みつつある八慧へと手を伸ばしてくるが、その姿は一いつ瞬しゆんで遠のいていく。風景が凄すさまじい速度で流れ去る。プールに飛び込んだような感覚があって……

「──えっ……？」

　ふと気付けば、八や慧えは薄暗い空間に佇たたずんでいた。

　どうなったのか？　此こ処こは何ど処こか？、何一つ分からないが、戸と惑まどったのは一いつ瞬しゆんだ。戦時の心構えは、すぐさま八慧に落ち着きを取り戻させた。

　先まずは状じよう況きよう把は握あく。呼吸はできる。かなり広い空間のようだ。周囲は霧きりに包まれている──この感覚……異郷か？　くっ、油断した……

　油断無く視線を巡めぐらせているうち、小さな足音が聞こえたので、咄とつ嗟さに銃じゆう口こうを向けた。

「……ヤエ!?」

　相手が素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「旬じゆん!?」

　驚く八慧へと、駆かけ寄って来る旬は、随ずい分ぶんとあられもない格好をしている。敵が化けている可能性が頭を過よぎるが、邪じや眼がんで見てみたところ、妙みような魔ま力りよくの流れは感じられない。本人だ。

「あんた、どうして此処に？」

「わ、分かんない……あたし、部屋でスマホ弄いじってたら、変な……」

　突とつ如じよ、強きよう烈れつな光が降り注いだ。旬が身を竦すくませ、八慧が身構える。眩まぶしさに視界が一瞬ホワイト・アウトを起こす。それが収まれば、今度は怒ど涛とうの如ごとき音の波が二人を包んだ。それらは大勢の束ねられた声、歓かん声せいである。

　頭上に並ぶ色とりどりのライト、スモークに浮かび上がるレーザー光線……

「何、これ……！」

　八慧が鋭するどい眼を周囲に向けるのに、

「……え、これって……ライブ会場？」

　旬が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　彼女にとっては慣れた光景だった。此処はステージ上、客席を埋うめ尽くす人ひと影かげは、全員逆光で顔が見えない。化学灯サイリウムの光が無数、闇やみの中に揺れている。蛍ほたるのように淡あわく。

「ああ、もうこんなの、絶対夢だわ。ヤエはなんか、銃じゆう持ってるし……」

「あー、えっと……これは……」

　旬の疑問に、八慧も確たる返事ができない。何が起きているのか、分からない……

　と、背後で機械音がして、二人は弾はじかれたように振り向いた。

　階段状に数段高くなったステージの奥おく、舞ぶ台たい装置が動き、エレベーター状の床ゆかがせり上がって来る──『そいつ』を載のせて。

「あ、う、ああっ!?」

　現れ来る姿を見て、旬が後ずさる。八慧は既すでに銃口を向けている。

　上半身──男とも女ともつかない、弛たるんだ白い肉にく塊かい。殆ほとんど溶とけているようで、ひたすら巨大。黒い羽根飾りの付いた鍔つば広ひろの帽ぼう子しを頭らしき部位に被かぶり、同じく羽根飾りが随ずい所しよにあしらわれたドレスらしき衣装を身に纏まとっている。服装だけを見れば女か。

「ひっ……!?」

　それが現れた瞬しゆん間かん、旬じゆんは短い悲鳴を上げた。下半身──そこには足など無かった。ドレスのスカートと溶とけ合うように広がる、黒いゲル状の物質が広がっているだけだ。アメーバのように不定形で、常に蠢うごめきながら形を変え続けている。

「ようこそ、我が『侯こう爵しやく領』へ。歓かん迎げいするわ、古こ都と城しろ八や慧え……」

　肉が蠢く。微ほほ笑えんだのだ。美しいというよりは寧むしろ、外見と同じで醜みにくすぎて判別が付かないという意味で、中性的な声をしている──正体不明アモン。

　八慧は迷わず撃うった。

　スモークを鋭するどく巻いて向かった銀の弾だん丸がんが、正体不明アモンの胸の中心に着ちやく弾だんすれば、その軟なん体たい表面に大きな波が立った。うねる度に嗤わらい声が零こぼれる。

「ひ、ふふ、はは、いきなり撃つとは無礼な女ね……でも許しましょう。私は貴女あなたに逢あいたかった。ずっと見ていた」

　八慧は鷹おう揚ように頷うなずく正体不明アモンを睨にらみ付け、その力量を看破しにかかる──魔力流に僅わずかな乱れが見受けられた。銀ぎん弾だんの対魔力を弾はじくほどの霊れい格かくはないのだ。これならいける。

「許して貰もらわなくて結構よ。私も許さないから」

　八慧は返すと、コッキングレバーを引いて薬やつ莢きようを排出させ、再び撃った。トリガーを引いては、薬莢を排出させて撃つ──機械的な連射。一発毎に閃ひらめくマズル・フラッシュと轟ごう音おんに、旬が頭を抱かかえて悲鳴を上げる。狂ったように踊おどるステージライトが、八慧の冷ややかな表情を照らしあげる。

「おっ、おボっ、おヴォ！　フッバァッ……いい加減になさいよ、このチビ！」

　正体不明アモンはおぞましい顔を憤ふん怒ぬに染めると、下半身を蠢かせた。無数の触しよく手しゆが生え、八慧へと迫る！　八慧は軽やかに身をかわすと、一転の内に弾倉を交換カクテイカル・リロードし、再び連射を……

「──いやああっ！」

　旬の悲鳴が、トリガーを引く指を止めた。咄とつ嗟さに眼を遣やれば、触手に胴どうを絡からめ取られ、持ち上げられた旬の姿──しまった！

「この子がどうなっても良いのかしら？」

　八慧は顔を顰しかめる。

「……卑ひ劣れつな奴やつ」

「勉強熱心と言いなさい。ぶフふ、人間がこういう手に弱いのは、昔から変わらないわね。私には理解できないけれど……利用させて貰うわ」

　触手で吊つり上げた旬を、そのまま床ゆかに叩たたき付ける。くぐもった悲鳴が上がる。

「旬！」

　八慧の叫びを搔かき消して、正体不明アモンは声を上げる。

「貴女あなた、本当に良く働いてくれたわ！　私の狙ねらい通りに八や慧えを引き込んで、今もこうして役立ってくれるのだから！　全部、貴女の願いが招いたことよ！」

「あ、あぐ、うう……」

　打ち付けた額から血を流しながら、旬じゆんが呻うめく。

　客席から聞こえてくる声が、勢いはそのままに、意味合いを変え始めた──『下へ手た糞くそ、金返せ！』『誰だれもお前の歌なんか期待してねーんだよ！　口閉じてろカス！』『そろそろ飽あきたよなあ、似たような曲ばっかりだしさあ』『別に最初からそんな好きじゃなかったし』『死ねよ！』……巻き起こるブーイングの嵐あらし。

　旬は目を見張った。これは夢ではないのだろうか？　頭の痛みは現実そのものだ。しかし、それよりもっと痛いのは心。ずっと恐おそれていたこと……

「あ、ああ……や……いや……！」

　両手で耳を塞ふさぐ。瞑つむった瞳ひとみから涙が一筋流れる。

「やめなさい!!」

　八慧の怒ど声せいが響ひびく。正体不明アモンは再び見下ろした。

「ふふゥ、貴女も私に願ったわね？」

「誰があんたなんかに！」

　吐はき捨てる八慧へと、正体不明アモンは微ほほ笑えんだ。

「掲けい示じ板ばんに書いたじゃない。夢で逢あわせてあげたけど、まだ足りないわよね？　ほら、喜びなさい……感動の再会よ？」

　正体不明アモンが一ひと際きわ深く、肉に笑みを刻んだ。片手を振り上げる。

「──八慧」

　舞ぶ台たい袖そでから掛けられた声に、八慧は震ふるえた。敵が目の前に居るのに、眼を離してはならないのに、視線を向けずにはいられなかった。

　息が止まる。

「……おか……あ、さん」

　優ゆ卯うが優しく微笑みながら、ライトの下へと歩き出してくる。八慧の記き憶おくに一番多いシスター服姿を、極ごく彩さい色しよくの光条が照らして踊おどる。

「……八慧、どうか、どうかお願い……」

　唇くちびるが言葉を紡つむぐ。微笑みを浮かべたまま。




「死んで？」




　八慧の全身が硬こう直ちよくした。

　優卯は続けて、機き銃じゆう掃そう射しやのように言葉を溢あふれさせる。

「私の代わりに死んで。死んでよ。お願いだから。ああ神様、お願いです、娘むすめを殺して、殺して頂ちよう戴だい、私は娘や皆を守る為ために戦いに出たのに、何で私だけこんな目に、ああ苦しい、まだ死にたくないの、あの人と一いつ緒しよに生きたいの、生きたい、嫌いや嫌いや、嫌なの、まだ死にたくないの、お願い神様殺して、何で貴女あなたが生きて、私が死ななきゃいけないの……」

　八や慧えは後あと退ずさる。その言葉は、確かに弾だん丸がんのように、八慧の心を抉えぐっていく。

　──こんな……こんなこと、言う筈はずがない……おかーさんが言う筈がない……！

　そうして生まれた空くう隙げきに、正体不明アモンの下半身から触しよく手しゆが溢あふれた。先せん端たんに赤い残像を描く、魔ま剣けんを携えた攻撃型の触手だ。

「強い願いほど、心に大きな隙すき間まを作る……隙だらけだわ、八慧！」

　硬こう直ちよくした八慧へと殺さつ到とうする、黒の濁だく流りゆう！







「──くそっ!!」

　着地したシオンは、思わず叫んでいた。届かなかった。

　八慧を吞のみ込んだ濁流は瞬しゆん時じに流れ去ってしまい、半倒壊したホテルのロビーは、霧きりに浮かび上がる月光に照らされ、静けさに包まれている。シオンの怒ど声せいは良く響ひびいた。

　しかし、後こう悔かいするにも自責するにもまだ早い。黒い流れが去っていった方向へ、シオンは急いで向かう。レセプション・カウンターを一足に飛び越えて、普ふ段だんは従業員が立っている側へ。しかし其そ処こには何もない……

「──それだ」

　振り向けば、架かヶが世せ。大おお股またで歩いて来ながら、カウンターの上、パソコンのモニターを指差している。見れば確かに奇き妙みようだった。電源が点ついているのだ。この付近の住民と旅行者の退去は、完了している筈なのに。

「あの女の、魔ま力りよくの匂においが残っている」

　モニターの中に消えたとでも？　しかし何かを疑っている余よ裕ゆうはない。悪あく魔ま相手に常識は通じない。シオンは頷うなずくとモニターと向き合い、『内門』へと願いを放り込む。公こう爵しやく級悪魔の力は、魔力をかなり食う……

「『獅子翼公ナフラ』、外ゲ典ー七テ十イ二ア式電算機パソコン術『超級黒客フラツトライン』！」

　ナフラは哲学と機械に精通する、翼つばさ持つ獅し子しであるという。旧ふるくは工業機械の高度な知識を有すとされたこの存在は、昨今では電算機関連の知識へも専門の幅を広げた。時代のニーズに合わせたのだろう。

　公爵級の力を得たシオンの指先は、凄すさまじい速度でタイピングを始めた。インターネットを感覚的に捉とらえながら、回線上に残る痕こん跡せきを追つい跡せきしていく。プロバイダのデータベース、通信衛星の接続記録、各所管理者のホストまで……

　──見付けた。

　暗殺座長カークリノーラスの力を用いても、周囲に残る影えい響きようは消せない。例え透とう明めいな獣けものだろうと、茂しげみを通れば穴が開くのだ。

　それは魔ま力りよくによって物理法則を捻ねじ曲げて造り上げられた空間だった。半物質、半情報で構成された異世界。さしずめ電脳時空とでも称しようされるべきもの。

　幾いくつかのネットバンクのメモリを間借りして造り上げられた『どこでもない場所ノーウエア』──ざっとアドレスをチェックすれば、イギリス海外領バミューダ諸島、西アフリカのリベリア共和国、モナコ公国──ずらり並ぶ国名はいずれも金融の無法地帯、租税回避地タツクス・ヘイブンとして悪名高き国々である。それらに繫つながった奥深く、電子の海の底の底、欲望の渦うずの中心に、奴やつの根城はある。『正体不明アモン侯爵領』は。

　モニター機器が、正体不明アモンの『門ゲート』だったのだ。それが神出鬼き没ぼつの理由。魔ま術じゆつとソフトウェア工学の異種配合……敵の位置は把は握あくした。

　……シオンはそして、一瞬だけ悩んだ。持ち場を離れることを。各防衛線を守ることが、それぞれの隊の責任だ。あの数を相手に一箇所でも崩くずれれば、挟きよう撃げきを許してしまうだろう。だが一瞬だけだ。八や慧えを守ると、助けると誓ちかった。

「──外、任せて良いか？」

　シオンが言えば、架かヶが世せは頷うなずきもせず、もう興味は無いとでも言いたげに、長大な炎の刃を大回して、再び歩いて往いく。魔ま剣けんの徒が犇ひしめく外へと。

「早く行け」

　背を向け、歩きながら語る。霧きりを震ふるわせて。

「大切なものとの向き合い方など、俺にも分からん。俺おれにはもう、そういうものはないんだ。ただ後こう悔かいがあるだけだ。もっと必死になれたかもしれないとな……行けよ、早く」

　言い残して駆かけていく、その背中へと心中で礼を述べた──お前は残ざん骸がいだって言うが、とてもそんな風に思えないよ、俺には……

　言葉は飲み込んだ。今は必死になるべきときだ。

　インカムへと声をぶつける。

「オッサン、八慧が攫さらわれた。助けてくる！」

　すぐさま集中を始める。続く術のために。

『はァ!?　オイ待て待て、俺も行く！』

「常人のオッサンには、多分無理だ」

『なんだそりゃァ!?』

「上う手まく説明できねえが、奴はネットの概がい念ねんの中に居る。俺が必ず連れて帰る」

『ぐっ……ぐ、クソッ！　頼む!!』

　その声を耳に、シオンは一瞬目を閉じて集中した。これから行うのは公こう爵しやく級二体同時行使、相当な消しよう耗もうが予想されるが、幸い魂たましいは昂たかぶっている。

　翼獅子公ナフラを維い持じし、電脳時空の位置感覚を保ったまま、蛇尾領主マルテイムへと命じて瞬しゆん間かん転移！

　異質な理の支配する空間へとダイヴする──プールへと飛び込むような感覚──七色の光が踊おどる広大なステージの上空に出現し、コートの裾すそを揺ゆらして着地。

　睨にらみ上げる眼前には、

「──あらソロモン？　来ちゃったのね」

　柔やわらかそうに揺れる黒羽根飾りの肉にく塊かい。

「『黒獅子将軍バルバス』の力で造り上げたこの空間、そう簡単には入れない筈はずだったのに……まあ、良いわ」

　バルバスは子し爵しやく級、現世に顕けん現げんする霊れい格かくは低いが、異郷に於おいては実力者であるとされる。疫やく病びようを蔓まん延えんさせる力を持ち、また翼獅子公ナフラと同じく機械工学を専門とする。

「八や慧えは何ど処こだ、正体不明アモン」

　空気を震わせて炸さく裂れつするシオンの怒ど気きに、正体不明アモンは腹を揺らして嗤わらった。

「今吞のみ込んだところよ。一足遅かったわね」

　シオンはすぐさま右前半身、抜き打ちの構え、剣気が満ちる──腹ァ搔かっ捌さばく。

　踏み込む。ブーツの底がステージを嚙かむ。裂れつ帛ぱくの呼気、左手で鯉こい口くちを切ると同時に抜刀──虚こ空くうに生み出される筈の銀三日月は、しかし途と中ちゆうで搔き消える！　繰り出した一刀の切っ先は、正体不明アモンの腹部より生えた、八慧の首を切り裂さく寸前で急停止！

「……ぐっ!?」

　無理矢理の寸止めに、全身の筋肉が軋きしむ。すぐさま一足飛びで距離を取れば、左足の残像を、正体不明の下半身から瞬しゆん時じに伸びた魔ま剣けん触しよく手しゆが薙なぎ払った。赤い呪じゆ詛その光を残ざん影えいさせ、すぐに軟なん体たいへと沈んで消える。

「斬きりなさいよ。ほら、斬ってみなさい。自じ慢まんの剣けん技ぎで！」

　正体不明アモンの軟体がぶるりと震え、生えてくるもう一つの上半身──旬じゆんだ。二人共腹部から下、両腕ごと汚お濁だくに埋まり、苦しげな表情で目を閉じている。全体の形状を例えるなら蝸牛カタツムリ。二つの目がそれぞれ八慧と旬であり、正体不明アモン本体が殻からだ。

　旬は頭から血を流し、八慧は全身切傷だらけで、二人とも虫の息だった。

　シオンは奥おく歯ばを嚙み締める。

「……旬が、てめえの……魔ま人じんだったのか」

　驚きはしたが、狼狽うろたえはしない。すぐにどうすべきかを案じ始める。どうすれば、八慧を救えるのか。

「いいえ、この子は常人。私は魔人を持たない」

「なんだと……？」

　──魔人無しに、どうやって願いを？

　正体不明アモンは嗤わらいながら両手を広げた。

　ステージ周囲の壁へき面めんに、静電気の唸うなりと共に、無数の四角い光の窓が開いた。整然と並んだ何列ものモニター。画面の向こうは千姿万態。一つには、必死の形ぎよう相そうで此方こちらを覗のぞく中年男が映っており、その背後は何ど処こかの会社のオフィスらしき部屋。また一つには、散らかった部屋をバックに笑っている青年……これらは皆、現世から様々な画面を覗き込む人々だ。

「ネットに注がれる無数の欲望が、私の母体。掲けい示じ板ばんに書き込まれる願いを、私は沢たく山さん叶かなえてきた。叶えれば叶えるほど、人は乾くわ。そうして生まれる渇かつ望ぼうの渦うずが、力と自由を与えてくれる」

　正体不明アモンは身を揺ゆする。

「旬じゆんは八や慧えのように成りたいと願った。そして今、私という存在の中で一つになれた。幸せでしょうよ、とっても」

「……外道だな」

　シオンは吐はき捨てる。結局、意志の力さえ集まれば、どうでも良いのだろう。無差別に、しかも結果を歪ゆがめられて叶えられる願いなど、悪夢以外の何物でもない。

「──シオ、ン……」

　囚とらわれたままの八慧が、細く瞼まぶたを開いた。

「あら、まだ喋しやべれるなんて……」

「八慧ッ!!」

　正体不明アモンの言葉を搔かき消し、シオンは大声で呼び掛けた。

　八慧はうわ言のように続ける。

「ごめん……ね……わ、たし……おかーさんに、逢あいたかった……話が、したかったんだ……ごめ、ん、シオン……」

　普ふ段だんの彼女からは到底想像できない弱々しい姿に、駆かけ寄って抱だき締しめてやりたい衝しよう動どうを必死に押さえ込む。対処法もなく迂う闊かつに動いて、今自分が倒れたら、誰だれが八慧を助けるのか。そう言い聞かせて。

「謝るこたあねえ！」

　シオンはせめて、思おもいの丈たけを叫んだ。

「お前が優ゆ卯うさんを想うのは、当然のことじゃねえか！　誰に謝る必要もねえんだ！　待ってろ、すぐに助けて──」

「ぐ、ああうっ!?」

　八慧の押し殺された悲鳴が、会話を中断させた。一本生えた正体不明アモンの魔ま剣けん触しよく手しゆが、その腹部に突き刺さっていた。聖着サープリスを容易たやすく貫つらぬき、深々と。斬きれぬものなき魔剣は、二人の絆きずなすらも断ち切らんとするかのようだ。

「八慧!!　てっ、め、ええーっ!!」

　全身から湯気が上がりそうなほどの、新しん鮮せんな怒いかりがシオンを包む。靴くつ底ぞこがステージを悔くやしげに嚙かみ締しめる。

「生あい憎にくだけど、八や慧えは貴方あなたに助けて欲しいとは思っていない」

「あァ!?」

「もう、思考も筒つつ抜ぬけなのよ。この子は寂さみしくても、悲しくても、貴方にだけは甘えられないと思ってきたわ……何な故ぜだか分かる？」

「や……めっ、て……いや……！」

　八慧がもがく。串くし刺ざしにされて、自由の利きかない身で。しかし正体不明アモンの言葉は止まらない。嘲ちよう笑しようを織り込まれて紡つむがれる。

「貴方が可か哀わい想そうだからよ、ソロモン……貴方が自分より、哀あわれな境きよう遇ぐうだから！　ずっと貴方に同情していたのよ、この子！　ぶフふフふフ！」

「う、ぐ……ううぅ……うっ！」

　唇くちびるを嚙み締め、嗚お咽えつを堪たえる八慧。その瞳ひとみから一いつ滴てき溢あふれる涙。

「あらやだ、泣いてる。余程知られたくなかったのね……分からないわ、人間って」

　蝸牛カタツムリが目を引っ込めるように、二人の傷だらけの少女は、再び欲望の渦うずへと引き摺ずり込まれた。暗い汚お濁だくの奥おく底そこに沈む。

　シオンは動けぬまま、陽炎かげろうのように怒りを迸ほとばしらせていた。指先が白くなるほどに握にぎり込まれた左手、微かすかに震ふるえる切っ先──冷静になれ。考えろ。八慧を救うにはどうしたら良いか。

「お前らには、分からねえだろうよ」

　──八慧がそれを、俺おれに言えなかった理由も。心配かけまいと強がっていた理由も。てめえらには分かるまい。決して分かるまい。

「ぶフふ、ふブふ、ひヒヒひ！」

　嗤わらい声と共に正体不明アモンの下半身が大きく波打ち、無数の魔ま剣けん触しよく手しゆが生え始める。例えるならば磯いそ巾ぎん着ちやく、凶きよう悪あくな攻こう撃げき形態へと変へん貌ぼうしながら、多幸感に溢れた口調で言った。

「ええ、分からないわ……でも理解はできるし、利用する。私は沢たく山さんの魂たましいを食べてきたからね……ソロモン、貴方も取り込んであげるわ……この力で！」

　弛たるんだ肉に覆おおわれて塞ふさがっていた、正体不明アモンの瞼まぶたが、ゆっくりと上がっていく……その下から現れたのは、恐ろしく澄すんだ美しい瞳だった。虹にじの如ごとく輝かがやく、不思議な虹こう彩さいの瞳。シオンにとっては見覚えのある、あり過ぎる光。

　あれは──邪じや眼がん！







　アリス各所で交戦が始まってから、十数分が経過した。現し身アバターの軍勢は半数近くまで減り、対して退魔師連合には、殆ほとんど被害がない。

　黒装退魔師団ホーリーオーダーの魔ま人じんたちの働きは言わずもがな、教会の精せい鋭えい、『羽』たちの活かつ躍やくも凄すさまじかった。八や尋ひろほどではないにせよ、全員が対魔力を有す一いつ騎き当とう千せんの聖者たちだ。悪あく魔まに対する一片の慈じ悲ひも感じさせない戦いぶりであった。

　黒装退魔師ホーリーオーダー二名、ソロモンとキーンアイが敵に囚とらわれたのは憂ゆう慮りよすべきことだが、既すでに大勢は決した。夜明け前には片が付くだろう……関わった誰だれもがそう思っていた。

　しかし変化は唐とう突とつに訪れる。木ミ乃イ伊ラどもが一いつ斉せいに甲かん高だかい、サイレンのような声を上げたかと思えば、その顔面に横一線の亀き裂れつが入ったのだ。包帯と下の肉を押し広げ、黒い体液を零こぼしながら、美しい色合いの瞳ひとみが開いた。

　しばらくして戦場後方、日ひ流る子こと淡あわ島しまを筆頭とする医い療りよう班が待機するモーテルに、ぽつぽつと負傷者たちが運び込まれ始めた。傷を癒いやし、呪じゆ毒どくを取り除いても目覚めようとしない。

「──どうしたんですかね」

　ベッドに寝かされた一人を治ち療りようし終えた淡島が、疲労の滲にじむ声で呟つぶやいた。教会の面々は大なり小なり対魔力を有しており、霊的治療が効きづらいため、かなり力を使う。

　日流子は首を捻ひねり、

「前線で何か起きてるようだねえ。強力な幻げん像ぞう術じゆつのようだが……本人の願望と結びついているから、これは外側からじゃどうしようもない」

　病気なら幾いくらでも治してみせよう。しかし、心の問題は難しい。

「悔くやしいですね」

　淡島が目を伏ふせて淡たん々たんと、しかしそれ故ゆえ余計に感情を滲ませて言う。

「……己の欲望と戦うことができるのは、結局は自分だけさ」

　日流子は淡島の肩をポンポンと叩たたいた。

「僕らは僕らの仕事をしようじゃないか。一人の死者も出さないのが、僕らの戦いだ」

　白衣を翻ひるがえして次の患者へと向かう、迷いない足取り。

　淡島は潤うるんだ瞳で両手を組み、

「ファックさん……」

「誰のことかね!?」







　町に引かれた防衛線が歪ゆがんでいく中、架かヶが世せは独ひとり、前線を完全に維い持じしていた。

　満まん身しん創そう痍いの体である。既に全身に呪毒は回り始めている。しかしその大剣からは今や、紅ぐ蓮れんの剣けん風ぷうが迸ほとばしり出ていた。右腕一本、振り回す一いつ閃せん毎に熱波を生み、数体を纏まとめて吹き飛ばしていく。

　奴やつらの幻像術に囚われかけた。何の変へん哲てつもない午後の夕べを、家族の団だん欒らんを見せられた。見せ付けられた。父と母、祖母が居て、妹が居て……しかし架ヶ世は、身に染みて知っていた。それらがもう二度と戻もどらないことを。僅わずかでも希望があれば、復ふく讐しゆうに身を焦こがすことは叶かなわない。一いつ瞬しゆんで幻げん像ぞうだと見抜き、その一瞬の代だい償しようは左腕だった。

　架かヶが世やは今や、両目を閉じている。目視に頼らず、復讐心に冴さえ渡る嗅きゆう覚かくで魔ま力りよくを嗅かぎ分け、その周辺を炎えん獄ごくへと変えるだけ。動くものが無くなるまで、それを続けるだけ──殺すのに三日もかかる悠ゆう長ちような毒で、俺おれが止まると思うな。

「──おい坊主！　架ヶ世！」

　聞き覚えのある声に手を止め、顔だけを向けた。凄すさまじい打だ撲ぼく音おんが数発轟とどろき、接近していた敵数体の匂においが纏まとめて消えた。声の主が倒したのだろう。その本人は匂いがしないので、いまいち場所が把は握あくできない。しかし誰だれかは分かる。

「八や慧えの父親か……どうした？」

「二人が気になって来たんだがな、お前もボロボロじゃねえか！　早く下がんな、此こ処こは俺が引き受ける！」

　架ヶ世は思わず笑いが込み上げ、喉のどの奥おくを鳴らした。八尋の持ち場は此処からかなり離れていた筈はずだ。この敵が犇ひしめく町を、家族大事さに駆かけ抜ぬけてくるとは──とんだ馬鹿だ、親馬鹿だ。

　俺のことは構うな、と口を開きかけたとき、架ヶ世の鼻び腔こうは嗅ぎ慣れた魔力の匂いを覚えた。嗅ぎ慣れた、しかし微かすかに異質な。

「パパ……助けて……」

　続いて、消え入りそうな声がした。

「八慧!?　おい、どうした！　無事だったのか!?」

　重たい足音が、魔力の匂いへと向かって数歩……

「待て親父殿、そいつは──」

　架ヶ世は声を掛けながら、遂ついに両目を開いた。

「ぐうっ!?」

　八尋が苦しげな声を上げた。らしからぬ妖よう艶えんな笑みを浮かべた八慧が、八尋に抱だき付いていた──いや、両腕は既に触しよく手しゆなので、巻き付いているという表現が正しい。その下半身は黒い濁だく流りゆうと化し、瞬またたく間まに八尋を運んでいく。倒壊したホテルの一階、淡あわく灯ともるパソコンのモニターへと！

　架ヶ世は咄とつ嗟さに十字星剣グランドクロスを振るったが、爆ばく炎えんは八慧の身を僅かに飛し沫ぶかせたのみで、八尋はそのまま流れ去ってしまった。

「──く、ふ、ふは……」

　架ヶ世は嗤わらう。こみあげる。

「はは、はははは、ふははは！」

　再び目を閉じる。自ら盲もう目もくにならんとするその姿は意味的だ──何を、馬鹿なことを。違うだろう？　俺おれにできることは……

　……シオン、偉そうな口を利きくのなら、お前は守って守って、守り尽つくしてみせろ。

　架かヶが世せは振り向く。背後に迫りつつある軍勢へと。魔ま剣けんの軋きしみ、その邪じや光こうに相あい対たいしながら、目を閉じたまま、いっそ穏おだやかに微ほほ笑えんだ。猛たける炎に影かげが揺ゆれる。

　──俺は、殺して殺して、殺し尽くしてみせる。







　シオンは死地にて踊おどる。

　目を合わせてはならない不利に加え、無数の魔剣触しよく手しゆから繰り出される斬ざん撃げきは苛か烈れつ極まりない。シオンの意識の隙すき間まを狙ねらって放たれ、逃げ道を塞ふさぐ。暗殺剣術の成なせる業わざだ。現し身アバターにはなかった、厭いやらしい攻め手だった。詰つめ将しよう棋ぎのようでもある。

　用を成さなくなったインカムが、数本の髪の毛と一いつ緒しよに斬きれて落ちる。魔剣の切れ味は健在であり、受ければ草薙クサナキが一溜まりもない。避けるか、触手を斬って迎げい撃げきするか……もしくは、

「──獅子頭衛兵長サブナツク、城壁結界フオートレス！」

　シオンの指輪が輝かがやき、生み出される防御結界。それすら魔剣は容易たやすく切り裂さいてしまう。しかし僅わずかに耐える。その一いつ瞬しゆんの空くう隙げきを最大限に活用して、剣けん戟げきの嵐あらしの中をシオンは舞まう。チェックメイト寸前、逃げ回るキングのように──八や慧えと旬じゆんがいる限り手が出せねえ、先まずはこの状じよう況きようを何とかしねえと……

　正体不明アモンが、ふと顔を横に向けた。シオンに対する攻こう撃げきの嵐が緩ゆるむ。

「来たわね」

　ステージ上、無数に開いたモニターの一つが明めい滅めつし、黒い濁だく流りゆうが溢あふれ出した！　床ゆかへと大量にぶちまけられ、染み込むようにして消え去れば、其そ処こには濾ろ過かした後に残る不純物のように、一人の男が蹲うずくまっている。頭を振りながら立ち上がる姿……

「ぐ、此こ処こは……!?」

「オッサン!!」

　魔剣触手を切り払いながら、声を投げる。

「シオン！　そうか……」

　八や尋ひろは眼鏡めがねの奥おくから、正体不明アモンへと視線を向けた。

「俺を招き入れてくれたのか？　良いぜ、片ァ付けてやる……！」

　八尋の全身から闘とう気きが溢れ、周囲にノイズが奔はしった。魔ま力りよくで構築された世界が、八尋の対魔力に影えい響きようを受けているのだ。

　正体不明アモンは嗤わらった。

「落ち着きなさい、銀腕の聖騎士パラデイン。でないと今度は娘むすめを喪うしなうわ」

　魔剣触手が蛇へびの如ごとく地を這はい、八尋へと向かう。

「八や慧えが取り込まれてんだ！　盾たてにしてる！」

　シオンの言葉に、八や尋ひろは顔を顰しかめる。

「んだとォ……？」

「そうよ。貴方あなたを呼んだのは、私の中の八慧が逢あいたいと願ったから」

　正体不明アモンは身を揺すって語る。

「八慧がずっと寂さみしかったの。知ってる？　母親を亡くした娘むすめを放って仕事に行くなんて……酷ひどい父親だわ、貴方」

　瞬しゆん間かん、耐え難い怒いかりがシオンを襲おそった。

「てめえが殺したんだろうが!!」

　眩暈めまいすらした。冷静に、冷静にと自分に言い聞かせながら、ずっと堪こらえていた怒りが、飽ほう和わ状態を超えて溢あふれた。八尋も八慧も悲しみを抱いだきながら、それでも笑顔を絶やさず生きてきた。その姿をずっと見続けてきたのだ。誰だれかに非難されるような生き様ではない。少なくともこの外道には。

「私は誰も殺してないわ」

「あァ!?」

　シオンの怒ど声せいに、正体不明アモンは穏おだやかな口調で返す。

「優ゆ卯うは人間ではなかったのよ、ソロモン。あれは──現し身アバターだったの」

　息を吞のみ、思わず八尋を見る。無言で佇たたずむ巨きよ軀くを。

「邪眼公サリエルが現世を監かん視しするため、異郷の尖せん兵ぺいとして送り込んだ現し身だったのよ。長らく現世に留まりすぎて、人間を見続けすぎて、自分にも感情があると錯さつ覚かくして……異郷を裏切った。あんな下等存在に死の概がい念ねんなどないわ。あれは消しよう滅めつしたの。消えただけ」

　シオンが絶句する中、

「……アホウが、関係あるか。俺おれは女の過去には拘こだわらねえ」

　八尋が歩き出した。正体不明アモンへと。

「あいつは俺の妻だ。人間を愛し、人間を守った。てめえ如ごときが何と言おうと」

「あらあら……それほど愛した妻を失った十三年、どうだったかしら？」

　正体不明アモンの嗤わらい声に、八尋は闘とう気きを以もって答えた。八慧が盾だというのなら、盾にするより早く打ち抜けば良いだけのこと。

「娘を返して貰もらうぞ」

　長い時を隔へだて、一いつ瞬しゆんの攻防が再び幕を開ける。あの日の因いん縁ねんをなぞるように。

　魔ま剣けん触しよく手しゆが八尋へと殺さつ到とうする──八尋の左腕が虚こ空くうに綺き麗れいな真円を描き、刀とう撃げきを受け流しながら数本の触手を一つに束ねる──脇わきへと挟はさみ込んで引く！

　正体不明アモンの巨体がステージ上を滑すべり、引き寄せられる──握にぎり込まれた右腕手てつ甲こう、破は邪じやの剛ごう拳けん！　腰こし溜だめに構えられたそれが──




　──次の瞬しゆん間かん。

　八や尋ひろの拳が正体不明アモンの核かくを打ち抜ぬけば、断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうが響ひびき渡った。黒い汚お泥でいとなって崩くずれ落ちていく巨体──十三年越しの決着だ！

　汚泥が完全に溶とけて消しよう滅めつすれば、後に残されたのは気絶した八や慧えと旬じゆんだった。正体不明アモンは最も早はや現世への影えい響きよう力りよくを失い、霊格も地に落ち、思考すら覚おぼ束つかない、機構システムに等しい存在になったことだろう。こうなれば契約も容易たやすい。

　固かた唾ずを吞のんで見守っていたシオンは、八尋が構えを解いたので、安あん堵どの息を吐いた。呆あつ気けない気もするが、八尋ならば不思議でもない。

「──流石さすがだな、オッサン……！」

　駆かけ寄りながら言えば、八尋は口の端はしを上げて微ほほ笑えんだ──お前たちを守れて良かった。俺おれの拳は、そのためにあんだから……

　──シオン。

　幽かすかな声が聞こえた気がして、シオンはふと虚こ空くうに顔を向けた。

　八慧はまだ気絶している……でも、八慧の声だったような？

　──シオン！

　ああ、まただ。気き遣づかわしげな、優しげな、少し泣きそうな……シオンは殆ほとんど無意識の内に、自分は一体何をしているのだろうと思いながら、しかし不思議な確信を持って──刀を己の太ふと腿ももへと突つき立てた！

　激痛と同時に『都合の良い光景』が砕くだけ散る──




「──あら？　かなり深く嵌はまったと思ったのに……」

　正体不明アモンが意外そうに言った。

　シオンは腿から愛刀を抜き払う──いつだ？　多分あの時だ。怒いかりで我を失ったときだ。

「下へ手たッ糞くそな幻像術だぜ……」

　シオンは返し、現実を見み据すえる。正体不明アモンは八尋に取り付き、既すでに殆ど吞み込んでいた。捕ほ食しよく中の本体を守るように、無数の魔ま剣けん触しよく手しゆが蠢うごめいている。

「ふん、八慧が助けたのね……」

　正体不明アモンは憎々しげに顔を顰しかめ、

「まだ完全に支配されないなんて……ほら旬、もっと強く願いなさいな。八慧と別れたくないでしょう？　独ひとりでは何もできないくせに」

　虚空へと呟つぶやいている──旬の意識に語り掛けている。

　やがて八尋が完全に吞み込まれた。その剛ごう拳けんを止めたものは、八慧の囁ささやきだった。『寂さみしかったよ、パパ……』という小さな囁き。父親の拳を止めるには十分だった。八尋にも負い目があったのだ。娘むすめを置いて戦いに向かうことを、申し訳なく思い続けてきたから。

「さあ、遂ついに古こ都と城しろ八や尋ひろを取り込んだわ。もう誰だれも私を止められない」

　正体不明アモンは感かん嘆たんの息を吐いた。巨体が震ふるえる。

「ソロモン、私の目的はね、この眼だったのよ。この美しい眼。あらゆる願いを叶かなえる眼……十三年前は八尋に邪じや魔まされて上う手まく奪えなかった。八や慧えがこの眼を受け継いでいたのは、私にとって本当に好都合だったわ……母親を想う願いに、邪眼公サリエルが惹ひかれたのかしらね」

「……言ったろ、下へ手た糞くそだって。てめえには使いこなせねえよ」

　シオンは言い放つと、背筋を伸ばして立った。

　──金が欲しい奴やつに金をやる。死んだ親に逢あいたい奴に幻まぼろしを見せる。憎い相手を殺してやる……そんな上うわっ面つらの叶え方をするために、その眼はあるんじゃねえ。誰かが零こぼす涙を見み逃のがさねえためのもんだ。八慧がそうしていたように。

　呼気一つ、『内門』を開く。指輪が赤く輝かがやく。

「は、負け惜おしみね。今いま更さら貴方あなたに、何ができるというの？」

　正体不明アモンは嘲あざ笑わらうと、魔ま剣けん触しよく手しゆが蠢うごめく。赤い紋もん様ようはそのままに、黒かった刀身は今や鮮あざやかな銀色に輝いている。八尋の対魔力と戦せん闘とう力りよくを得て、その挙動は格段に鋭するどい。蠢く魔剣群の中心に、綺き羅ら星ぼしの如ごとき二つの美しき輝きがある。

　迸ほとばしるほどの怒りを押さえ込み、八慧と八尋を想う気持ちも押さえ込み、ひたすら溜ためていた魔ま力りよくと願いを、『内門』へと注ぎ込む──途と端たん！

『──おお、おお、我が王、また随ずい分ぶんな大盤振る舞まいですナァ！　量もさることながら、この願いの質ときたら、垂すい涎えんものですぞ！　馥ふく郁いくたるこの香り、芳ほう醇じゆんなる味わい！　いやはや、これほどの心付けを頂いたからには、私としても張り切らねばなりませんナァ！』

　早速シオンの耳にのみ、けたたましい御お喋しやべりが聞こえてきた。侯こう爵しやく級『掠奪鵠シヤツクス』である。シオンは心中で念を押す──ふざけてる余よ裕ゆうはねえ、頼むぞ。

『クァカカカカァ、心得ておりますとも……我が手腕、とくと御ご覧らんあれ！』

　シオンは駆かけた。迷いなく。黒衣の裾すそを翻ひるがえし、堂々と真正面より突とつ撃げきする。迎むかえ撃うつは剣の舞。恐おそるべき切れ味と、凶きよう悪あくな毒と、悪あく魔ま殺しの力を備えた刃の群れ！

　しかし無数の剣閃は、シオンを掠かすめることもない。無造作に振るう草薙クサナギで、触手を切り払い進む。何度となく手合わせし、何度となく叩たたきのめされてきた──確かにこいつはオッサンの呼吸、オッサンの癖くせだ。俺には良く見える！

「──外典七十二式ゲーテイア刀撃術、『亞あ空くう斬ざん無む間げん刃じん』！」

　シオンの姿が空間から搔かき消え、殺到する刃と刃が克かち合った。その音ね色いろが響ひびくより早く、正体不明アモンの右前、左前、背後に同時に出現している。三人のシオン構える崩くずれ星せい眼がん、三本の草薙クサナギ！　領域の支配者マルティムの能力により、数瞬前の時空への転移を重ね、殆ほとんど同時に斬ざん撃げきを繰り出す奥おう義ぎである。

　しかし、八や慧えの瞳ひとみを持つ正体不明アモンはそれすら見切った。三条の閃せん光こうが奔はしる寸前、軟なん体たい表面に、磔はりつけの如ごとく三つの肉体が出現！

「人質を忘れた？　馬鹿な王様」

　数秒前の自分たち、左前と背中側の二人が、八慧と八や尋ひろへとそれぞれ振り下ろした刀を寸止めする。その姿を横目に、最新のシオンは一刀を振るわず、代わりに掠奪鵠シヤツクスの力を発動させた──『強制取寄フオーセブル・アポート』！

　羽根が空気を打つ音が強く響ひびく。

　瞬しゆん間かん、シオンの左手に微かすかな重みが出現する。あまりにもみすぼらしい、露ろ天てんで並んでいても売れ残るだろう、ゴミ箱からも拾わないだろう、薄汚れた、壊こわれかけた、誰だれも見向きもしないようなそれは──玩具おもちやの髪かみ留どめ。

「お前んだ、穂ほ波なみ……返すぜ」

　シオンは眼前、身の大半を汚お濁だくへと埋めた少女の頭へと、その髪留めを着けてやる。

　正体不明アモンが血相を変えた。

「まさか、貴様ッ!!」

　全身から触しよく手しゆを更に増やし、シオンへと縦じゆう横おう無む尽じんの魔ま剣けんを見み舞まう。さすがにこれほど近くては避よけ切れない。致ち命めい傷しようだけを避けて半身、血ち飛沫しぶきを舞わせ、肉を切り裂さかれながら、シオンは微ほほ笑えんだ。八慧のように。

「お前は、空っぽなんかじゃねえ」

　独ひとりでは何もできないくせに──正体不明アモンがこの子を詰なじったとき、シオンは確信と手段を得た。八尋を捕とらえたものは八慧のさみしさ。なら、八慧を捕らえているのは？

　これは悪あく魔ま祓ばらいの手法。人の心から悪魔を祓う技法。彼女自身の強さを信じて。




　──旬じゆん。

　とっても上じよう手ずだったわ。将来は歌手かしら……そしたら私もテレビに出ちゃったり？　売れっ子歌手の母、なんちゃって、ふふ……

　貴女あなたの歌を聞くと、お母さん元気になる……ホントよ？　私、いつも笑ってるでしょう？　病気はつらいけど、貴女が来てくれるから、頑がん張ばろうと思えるの……

　……ああそう、これ……これ、はい、あげるわね……うん、遠出できないからさ、病院の売店で買ったの。安物で御ご免めんなさい……あら素す敵てき、良く似合うわ！　とっても美人よ……私に似て？　ふふふ！

　……旬。

　貴女の歌にはね、皆を笑顔にする力があるのよ。私だけじゃなくて。

　それを、絶対に忘れないで。

　……忘れないでね。




　旬じゆんの両目から、止とめ処どなく涙が溢あふれ出した。濁だく流りゆうと混じり合う清流。後から後から流れ、旬の身を覆おおわんと蠢うごめく濁流を押し流していく。

「う、うっ……うう、うっ……ああああ……！」

　旬の嗚お咽えつと重なるようにして、

「ぐ、が……ぶブ、ぶルルルル!!」

　正体不明アモンが苦く悶もんの声を上げ始める。両手で顔を引ひっ搔かきながらよろめく。全身の輪りん郭かくが歪ゆがみ始めていた。猛もう烈れつな震しん動どうに、全身が激しく波打っている。溶けた肉が再び両目を覆い、邪じや眼がんが塞ふさがっていく……

「じゅ、じゅじゅ、旬！　この役立たずめ!!　ずっと助けてやったのに、安物の髪飾り一つで裏切るなんて……ぐ、ぐぶ、ぐブゥ……ぐッボあアアあ!?」

　下半身の泥でい濘ねいより、黒い糸を引きながら旬が切り離された。それを皮切りに、続いて汚お泥でい塗まみれの八や慧え、八や尋ひろと、続けざまに吐はき出される！

「わ、わだじの、わだじの目……力、ああ、ああ……ぢがらがああああ……！」

　シオンは既すでに、刀を大上段に構えている。

　悪あく魔ま祓ばらいは成功だ。もう、堪たえる必要はない。

「てめえのじゃ、ねえだろうがっ！」

　心の海から湧わき立つ怒いかりを、そのまま解き放つだけ。紅ぐ蓮れんの炎が刃先を超過して燃え上がり、振り下ろされ一いつ閃せんは不ふ帰き灰かい燼じん、浄じよう化かの炎である！

　黒羽根の飾りが派手に散り、汚泥が爆ばく炎えんに包まれた。

「ひぐ、ぐぶ、ぶあァあァァ──……！」

　清せい廉れんなる業ごう火かの最中、細く尾を引いて悲鳴が途と切ぎれれば、正体不明アモンは遂ついに汚泥の山と化した。端から蒸発していく。

「う、ぐっ……！　はっ……」

　シオンは膝ひざから崩くずれ落ちかけて、必死に踏ん張った。

　正体不明アモンが倒れ、海ヴ洋エ公パ女ルの力も失われたのだろう、呪じゆ毒どくは消え去ったようだ。しかし問題は対魔力に因よる傷だった。魔力で治しづらく、痛みを軽減することもままならない。

　刀を鞘さやに納め、一歩毎に襲おそう激痛に耐たえながら、倒れ伏ふす三人へと歩いた。三人とも衰すい弱じやくした様子だったが、呼吸はしている。安あん堵どの息を吐く。

　八慧の傍かたわらに膝を付くと、その小さな頭に触れた。柔やわらかい髪に。それだけで、体の痛みが和わやらぐ気さえする。万感が溢れ、言葉が零こぼれた。

「……良かった」

　周囲、ライブステージの風景が、光の粒りゆう子しとなって崩れかけていた。『侯こう爵しやく領』が崩ほう壊かいしようとしているのだ。早めに出なければならない。

　ふと目を遣やれば、観客席で騒いでいた人ひと影かげも皆、床ゆかに倒れ伏ふしていた。彼らは恐おそらく行方ゆくえ不明者たちだ。見覚えのある黒装退魔師団ホーリーオーダーの、調査員の姿があった。あの数を全員転送するのは難しいが──ま、正体不明アモンと専属契約すりゃ、何とかなるか……奴の領土だからな……

　──そして、次にシオンが視線を向けた先で。

　その現象は、起こりつつあった。

　今しも風化し、消え去ろうとしている汚お泥でいの塊かたまりが蠢うごめき、弾はじけ……その内側から『何か』が生まれ出ようとしているのだ。何か……只ただならぬ気配を帯びた存在が！







　油断なく構えたまま、シオンは『そいつ』を見み据すえる──なんだ、これは……？

　透すけるように白い肌はだは、青くすら見える。汚泥が流れ落ちれば、後には一点の汚れも残らない。身に纏まとう薄衣の上にも、黄金の装飾品にも。太陽の色を宿した髪は、それらを凌りよう駕がして輝かがやかしい。均整の取れた肉体に、性別を感じさせる器官は一切ない。

　背中に備わる一対の黒こく翼よくが羽撃はばたいた。無数の黒羽根が宙を舞まい、景色を塗ぬり替えていく。風景が遷うつり変わっていく……

　──見渡す限りの砂さ漠ばく。遥はるか彼方かなたの地平線、砂平線ともいうべき辺あたりは、霧きりに煙けむって見えない。頭上、高く青い空の中天には太陽が眩まばゆく輝き、地上に炎えん熱ねつを振り撒まいている。流れ出る血が、瞬またたく間まに乾いていく。呼吸器が焼け付く。

　シオンの立っている此こ処こは、宮きゆう殿でんだった。建造中らしき宮殿。床ゆか板いたも柱も全すべて黄金であり、辺りは目を開けるのがつらいほどの光に満ちている。壁かべも天てん井じようも未完成だが、落成すればさぞ壮そう麗れいな外観になるだろう。

　──異郷化。

　シオンは、背筋に冷たいものを覚えながら対たい峙じした。汚泥は今や跡あと形かたもなく、乾いた風に黒羽を戦そよがせながら、『そいつ』はゆっくりと両目を開いた。最さい奥おうに炎を宿した金色の瞳ひとみに、宿る感情は憎悪である。美しい面おもては醜みにくく歪ゆがんでいた。

「……おのれ聖王、この姿を再び晒さらすことになろうとは……」

　美しい声だ。だが同時に禍まが々まがしい。性を知らぬ色気、咲き乱れる毒の花のような。

「てめえは……」

　呻うめき声に似たシオンの言葉に、陽炎かげろうに揺ゆらぐ世界を背負って、黒い翼つばさが大きく広げられた。一層強まる圧力、苛か烈れつな光の中心に立つ姿。そして答えは放たれる。

「我が名は『八マ咫モ梟ン』」

　翼の落とす影かげの先に佇たたずみながら、シオンは溜ため息いきを吐ついた。血の臭しゆう気きが濃く香かおる。傷と疲労からぼんやりしていた思考が一気に晴れた。戦せん慄りつと共に。

　──マモン。

　幾いくつかの書物で確認できるその名。正体不明アモンとの類似性は時折語られるが、教会や黒装退魔師団ホーリーオーダーでは別の存在と見ていた。その最たる理由は圧倒的な霊れい格かくの違いにある。

　マモン──それは強欲と富を司つかさどる魔ま王おうの名だ。
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「……凋ちよう落らくしたって話は聞かねえぞ」

　シオンが掠かすれた声で言えば、八マ咫モ梟ンは自らの両肩を抱だいた。黄金律の肉体は、かつて彫ちよう刻こく家かたちが石の中に見た幻げん想そうそのものの線を描き出す。

「私は自ら、王位を捨てた」

　油断なく身構えつつ、シオンは眉まゆ根ねを寄せた。

「……自分で霊格を下げたって？」

「そうだ……王座に居ては、泥は啜すすれぬ故ゆえに」

　霊格を下げるということは、王としての権けん威いと魔ま力りよく、異郷における支配領域、現世に対する影えい響きよう力りよく、それらの全すべてを捨て去ることだ。悪魔にとって全く別の、下等な存在に生まれ変わるに等しいことだ。その憂うき目に甘んじてまでも、あらゆるものを求めて止やまぬ。それがこの魔王の性さがなのだ。

　歌うように、魔王は続ける。

「ただ欲に身を任せ、混こん沌とんでありたかったのに……ああ、そして……」

　優美な様子から一転、眼光鋭えい利り、煌こう々こうとシオンを射い抜ぬく。怒いかりと狂気に満ち。

「何よりも、何よりも気に食わぬのが、この姿よ……ああァッ！　余りにも！　余りにも醜みにくい……ああ、醜い、醜い、醜いイイイィッ！」

　そのまま二の腕に爪つめを立て、胸前で×を描くように、力強く肉体を引ひき毟むしった。血は出ずに、脈々と霊れい気きが迸ほとばしる。傷口はすぐに消えてしまう。

「姿形の問題じゃねえ。醜いのはてめえの本質だ」

　シオンは言い放つ。冷れい酷こくなまでの口調は、心の滾たぎりの裏返しだ。

　八マ咫モ梟ンは悟ご性せいなき瞳ひとみを憎悪に歪ゆがめた。集積した人々の暗い欲望を、己おのが感情として燃え上がらせて。

「おのれ、利きいた風な口を……」

　広げられた黒こく翼よくが、炎熱の大気を打つ。魔ま王おうは熱い風を孕はらんで飛び上がると、太陽を背負い、黒点の如ごとく天に座した。地表を覆おおう陽炎かげろうに、全身が揺ゆらいでいる。

「忌いま々いましきソロモン、貴様は許さぬ！　我が真の姿を見た、貴様だけは!!」

　満ち溢あふれた怒ど号ごうが降る。

　シオンは半身、吹き付ける熱風に立ち向かい、目を細めて相あい対たいす。

「丁度良いぜ。俺おれもてめえは許せそうにねえ」

　許すつもりも、退くつもりもない。傷だらけでも、相手がいかに強大な存在でも。奴やつは八や尋ひろから幸せを奪うばい、旬じゆんの夢を汚し……八や慧えの想いを利用した。人の夢を、父母の愛を、それらの気高き輝かがやきを、汚お泥でいの底に沈めて冒ぼう瀆とくせしめたのだ。

　八慧の頭を撫なでたとき、ほんの僅わずかに魔ま力りよくは回復している。後は怒いかりを燃やし尽つくせ──指輪よ、俺に力を。

「……外ゲ典ー七テ十イ二ア式刀撃術、『転移抜っ──』」

　シオンの姿が炎熱の中に瞬しゆん転てんし、上天、八マ咫モ梟ンの真横に出現、全身の筋肉を振ふり絞しぼり、聖堂流抜刀術──瞬しゆん間かん、全身が炎に包まれる！

「ぐっ!?」

　中空にて、呻うめきながらも一いつ閃せんを放つ！　熱に歪んだ視界の中、魔王の胸が裂さけるのを確認し、そのまま落下──正カ典ノ式ン降下術によって着地、膝ひざをつく。落下の風圧で炎は消えたが、全身が煙けむりを上げていた。咳せきをすれば吐と血けつ。すぐさま見上げる──どうだ？

　シオンを見下ろしながら、八マ咫モ梟ンは堂々たる仕草で一指を太陽へと向けた。胸の傷は、陽炎のようにその姿が一いつ瞬しゆん揺らいだと思えば、跡あと形かたもなく消えてしまう。

「我は太陽、人の身で寄らなば堕おちるのみよ……『陽下顕現の書ペレト・エム・ヘル』」

　強大な魔力が渦うずを巻く！　その姿の向こう、霧きりに包まれた砂の地平の彼方かなたから、凄すさまじい轟ごう音おんが響ひびき始めた。何かが迫り来る……

「獅子頭衛兵長サブナツク！」

　シオンは咄とつ嗟さに左手を挙げ、格子結界を展開させた。ぐるりと周囲、己と八慧、八尋と旬、更さらには行方ゆくえ不明者たちを内包するように──直後、濃霧を裂さいて現れたるは鉄てつ翼よくの群れ。飛行機の大編隊。複葉機から単葉機、プロペラ機からジェット機、全翼爆ばく撃げき機きや戦せん闘とうヘリ……灼しやく熱ねつの空を埋うめ尽つくす機き影えい！

「欲望とは人の可能性。私はそれを司つかさどる……いざ受けよ、人の生みし破は壊かいの力を！」

　天に向いた指が振り下ろされ、戦術爆撃が開始された。高高度爆撃、急降下爆撃、バルカン掃そう射しや……地形を変えるほどの砲ほう火か爆ばく炎えんが、周辺一帯に吹き荒あれる！

「ぐ、うう、おおっ!?」

　シオンは苦く悶もんの声を漏もらす。

　防御結界が数秒ともたない。一枚が破れる前にもう一枚、更にもう一枚と連続で繰り出し、シオンは何とか食い止めているが、瞬またたく間まに魔ま力りよくが消しよう尽じんしていく。全身の傷から溢あふれる血が、黄金の床ゆかを濡ぬらす……

「──存外に、足あ搔がきおるな」

　八マ咫モ梟ンの玲れい瓏ろうたる声が響ひびく。爆撃よりも鮮せん明めいに。

「負けられねえんだよ、てめえには！」

　シオンは叫び返すと、魔力を一気に消費し、五枚重ねの障しよう壁へきを建造した。これで少しはもつだろう。攻こう撃げきをする一いつ瞬しゆんぐらいは。追い込まれたままでは負ける。魔力が少しでも残っているうちに、打って出るしかない。

　魔ま王おう級が相手ならば、『三頭愛染冥王アスモダイオス』が使えたなら良かったが、シオンの魔力では十割注そそぎ込んでも、重い腰を上げさせるには足りない。まして今や半分以下だ。となれば……

　──これだ。

「外ゲ典ー七テ十イ二ア式刀撃術、『一刀流雪月花』！」

　シオンは再び転移する。結界の内より搔かき消えて、八マ咫モ梟ンの正面に出現したときには、全身に冷気を纏まとっている。公こう爵しやく級『天泉偽聖クローセル』の力だ。炎熱より身を守るそれは、そのまま攻撃へと転化される！

　──一いつ閃せん！

　虚こ空くうに生まれる三日月の景、散さん華げの如ごとく雪が舞まう──八マ咫モ梟ンの頭頂から股また下したまで、物打ちが一気に駆かけ抜ぬけると同時に、その全身が凍こおり付く！

　──直後、鳴り響ひびく機銃音！　飛来してきた複葉機が通り過ぎざまに、シオンの全身に掃射を見み舞まったのだ。激しく血が飛し沫ぶき、中空にて熱に煽あおられて蒸発していく。

　衝しよう撃げきで宙を舞いながら、シオンは見た。八マ咫モ梟ンの全身が再び揺らめき、氷像と化した筈はずの肉体が、一瞬で元に戻もどる様を。

「残念だったな。太陽ある限り、私は沈まぬ」

　八マ咫モ梟ンが語る内に、空を裂いて単葉機が迫り、落下していくシオンへとミサイルを射出！　咄とつ嗟さに防ぼう壁へき結界を展開するも、炸さく裂れつの衝撃が殺しきれず、シオンは爆炎と共に吹き飛んだ。朦もう朧ろうとする意識で転移し、地上の結界の内側に着地する。機き銃じゆうによって開けられた銃じゆう創そうから、一気に血が流れ出す。

「ぐ、がは……ぐうっ！」

　休む暇ひまもなく、両腕を交差して振り上げ、力一杯左右に振り下ろした。結界が更さらに生み出されて重なる。今しがた上空にて行われた攻こう防ぼうの間にも、地上は無差別爆撃に襲おそわれており、先に張った結界は既すでに残り一枚となっていたからだ。

「──まだ勝てるつもりか？」

　八マ咫モ梟ンの嘲ちよう笑しようが降る。砲ほう火かの嵐あらしと共に。

「三頭愛染冥王アスモダイオスを退けたから、私にも勝てると思ったのか？　愚おろか者め。『愛』など、『富』に比ぶれば、何の力もない。この資本主義の世に於おいて、私以上の魔ま王おうはおらぬのだ」

　炎、衝しよう撃げき、震しん動どう！　爆撃は激しさを増す。

「てめえが、どれほどの存在だろうと……退けねえんだよ！　ぐあァ、ああっ！」

　声に出して叫び、心を何とか奮い立たせるが──くっ、だ、駄だ目めだ、もう、防ぎ切れねえ、守り切れねえ……！　どうする、どうすりゃ良いんだ！

　シオンの心を絶望が支配しかけたとき、火薬の音ね色いろが立て続けに轟とどろいた！　射出された三発の弾だん丸がん、魔ま力りよくの加護を受けて加速、格子結界を通り抜け、落下してくる爆ばく弾だんの信管四つを射い抜ぬいて起爆させ、低空を飛行する旧式戦闘機六機の燃料タンクを爆散させた。

「や、八や慧え!!」

　結界を張り続けながら名を叫ぶ。顔を向ける余よ裕ゆうすらない。

「シオン、ごめん、面倒かけて……」

　消え入りそうな声が背中に届き、シオンは歯を食くい縛しばった。

「大だい丈じよう夫ぶなのか！」

「くっ、悔くやしいけど、体に力が入らないな……」

　拳けん銃じゆうによる仰向スパーイン射しや撃げきを放った後、八慧は力なく寝ね転ころがったままだ。全身傷だらけの上、正体不明アモンに取り込まれた際に魔力も殆ほとんど奪うばわれており、回復もままならない状態。それでも何とか、震ふるえる手で狙ねらいを付ける。機き影えいの飛び交う戦場の太陽へと。

　そして更に一つ、シオンの背後で、身み動じろぎの気配。

「──う、ぐ……あ、あの野郎……！」

「オッサン!!」

「クッソ……ろくに動けねえ……ぐうっ！」

　八や尋ひろは何度か起き上がろうとしては、倒れ込んだ。太い腕は身を支えようとしては力なく震え、黄金の床ゆかに肉がぶつかる音が重なっていく。やがて仰あお向むけになり、大きな吐と息いき。

「一人でやらせて……悪いな……」

　八尋の声に、シオンは嚙かみ締しめた歯の間から、言葉を押し出す。

「ハァ、ぐっ……このぐらい、わけもねえよ！」

　乱れた呼吸で魔ま力りよくを振ふり絞しぼり、もう何枚目になるのか、結界を張はり巡めぐらせる。視界が明めい滅めつし、意識が途と切ぎれがちになる──違うよ、オッサン……俺おれは一人じゃない。八や慧えとアンタが後ろにいるんだ……まだだ、まだ耐たえられる……耐えられる、だろ……？

「ずっと独ひとりで……戦ってきたのは、アンタじゃねえか……独りで抱かかえ込んで」

　ああ……シオンは渇かつ望ぼうする。血を吐はくほどに、欲望する。この親子を守りたいと。悲しみを抱いだき、人知れず傷付き、それでも戦い続けてきた二人だ。この二人を守れないなら、何のために自分は生き延びたのか。

　意識が朦もう朧ろうとする。傷が熱く脈打つ。魔力が枯こ渇かつしていく。爆ばく撃げきは止やまない。霧きりの向こうから飛来して、霧の向こうへと飛び去る機き影えいは途切れない。永遠の戦争、永遠の進歩、永遠の欲望、立ち止まることを知らぬように……

　シオンは『内門』を完全に開き、喉のどよ枯れよと叫んだ。

「応えろ、三頭愛染冥王アスモダイオス!!」

　苦し紛まぎれだった。諦あきらめるわけにはいかない。命も想いも、何もかも注そそぎ込む。魂たましいの全すべてを賭かけても良い──八や尋ひろの……八慧のためなら。

　──果たして、変化は起きた。

　足元、シオンの身より流れ続けていた血ち溜だまりが沸わき立ち、蠢うごめき出す。爆撃によって周囲は焦しよう土ど、其そ処こだけシオンの結界によって守られた黄金の床ゆかの上に、高速で図形が描かれていく。記号、呪じゆ紋もん、数式、あらゆる秘ひ儀ぎを内包した精せい緻ちなる真円──大魔ま方ほう陣じん！　中心にシオン、八尋、八慧、旬じゆんの周囲にも円、さながら天球儀アストロラーベ。

　指輪が輝かがやく。シオンの脳裏に、起動しかけている術式の意味が伝わる。

　魔ま王おう級アスモダイオスは三頭を携たずさえる。それは調和の形、三位一体でありながら、同時に愛の地平に於おいては不和の形。彼かの魔王の力を振るわんとするならば、三つの力を束ねなければならない……

　上空にて、八マ咫モ梟ンが嗤わらった。

「ほう？　動いたか三頭愛染冥王アスモダイオス。ならば相応の力で応じねばなるまい……」

　鮮せん血けつの魔方陣が稼か動どうし始める──と、八尋と八慧が、同時に呻うめき声を上げた。魔力、即すなわち魂たましいの力を吸い上げているのだ。

「なっ……!?」

　シオンは顔色を変え、左手を持ち上げた。術式を止めるよう、指輪に命じ……

「止めるな！」

　八尋は叫んだ後、魂を吸い取られる苦く悶もんに顔を歪ゆがませながらも、シオンに笑顔を見せた。

「くれてやるさ、お前になら。何一つ惜おしくはねえ……ぐうっ……」

「そうだよ、シオン……」

　八や慧えも額に汗を浮かべながら微ほほ笑えむ。苦痛が余計な感情を取り去って、その笑顔は澄すんでいた。二人の、父娘おやこの表情は、とても良く似ていた。

「ぐ、う……だ……だいじょぶ、こんくらい……平気だから！」

　シオンは下した唇くちびるを嚙かむ。二人を守りたいと願いながら、それを成すためには、二人を危険に晒さらさなければならない……その矛む盾じゆん。しかし、他にもう手はない。

　魔方陣が脈打ち、父娘から吸い上げられる力が、シオンへと注そそぎ込まれ始める──否！　旬じゆんの周囲からも！　二人に比べて弱々しい力が、無理やり搾しぼり出されてくるのを感じて、シオンは愕がく然ぜんとする。

　理解した。最後の一人は自分だと思っていたが、そうではないのだ。例えるならば、術を維い持じする自分は胴どう体たいで、頭は三つ必要なのだ。彼女は常人である。八や尋ひろほど鍛きたえてもいない。衰すい弱じやくしている今、到とう底てい耐えられるものではないだろう……

　──旬を犠ぎ牲せいに？　馬鹿な……できるもんか、そんなこと！

　シオンが懊おう悩のうに沈む中、突とつ如じよとして空くう爆ばくが止んだ。不気味な静せい寂じやくが訪れるも、大気は僅わずかな震しん動どうを止めない。

　夕暮れの空、遠くに機き影えいあり。鉄てつ翼よくの唸うなりに砂を舞まわせ、霧きりの向こうより姿を見せるのは、四機の戦略爆ばく撃げき機き『成層圏の要塞ストラトフオートレス』、搭とう載さい兵器は──戦せん略りやく核かくである。

「これぞ欲望の果て、人の到達した破は壊かいの極限……原子の光に散れ」

　八マ咫モ梟ンの声が降ふり注そそぐ。破は滅かいの影かげが迫る。高高度の大気を震ふるわせる轟ごう音おんと共に。

　──そして。

　迫る決断に立ち尽つくしていたシオンも、寝ね転ころがったまま空を見上げていた父娘おやこも、天に座して威いを振るう太陽神ですらも……そのときに漸ようやく気付いたのだ。

　──黄昏たそがれ。

　今や太陽は、霧の向こうより弱い光を投げ掛けていた。砂さ漠ばくの空には星が出始めている。

「……何？」

　八マ咫モ梟ンが眉まゆを寄せた。有り得る筈はずのない落日である。彼の魔ま王おうの『王国』は、常に黄金の光に満みち溢あふれている筈だった。

　夕ゆう陽ひの対面、上りかけの満月浩こう々こう。

　その月光に照らされ、シオンの背後、八慧の傍かたわら、魔ま方ほう陣じんの内側に、いつの間に出現したのか一つの『門ゲート』がある。既すでに門もん扉ぴは開かれており、溢れ出す霧を背に受けながら、背の高い影が佇たたずんでいる。

　夜天の如ごとく煌きらめく、黒髪とドレス。顔には単眼の金属面。折おり畳たたまれた灰色の翼つばさ……

「サ……邪眼公サリエル……!?」

　八慧が驚きよう愕がくの声を上げた──サリエル。月の天使。月光の下こそ彼かの君の領土、即すなわち『邪じや眼がん公こう爵しやく領』である。此こ処こは黄昏。太陽と月が出会う場所。

　邪眼公サリエルがゆっくりと翼つばさを開いていく。鮮けん血けつの魔ま方ほう陣じんが形を変える。旬じゆんの代わりに、邪眼公サリエルの周囲に円が引かれ、瞬またたく間まにシオンへと絶大な魔ま力りよくが注がれ始める。魔ま方ほう陣じんが輝きを強めていく。

　下方よりの光に照らされながら、邪眼公サリエルの翼が完全に開けば、そこに人ひと影かげが一つ重なっていた。邪眼公サリエルと同じ服飾だが、温かみのある面おも立だちである。

「──ゆ……」

　八や尋ひろは震ふるえる腕で身を起こす。這はい蹲つくばったまま、

「優ゆ卯うーっ!!」

　叫んだ。最愛の妻の名を。

　八や慧えは両目を見開いたまま、戦慄わななく唇くちびるに言葉を乗せられずにいた。

　戦火の最中の空くう隙げきに、優卯は微ほほ笑えんでいた。少し申し訳なさそうに。月下夢想の花。

「……邪眼公サリエル、今こそ私の、最後の願いを」

　あたかも月光のように、控ひかえめな声である。

「応じよう、我が半身」

　月の天使は返す。

「汝なんじが地上に於おいて、最も愛した二人のために」

　そして優卯は、八尋と八慧を見た。

「あなた、八や慧え……」

　その笑顔には、慈いつくしみ以外のなにもない。見る者の、心の澱おりを溶とかすような笑顔。強まっていく光の中へと消えていく。邪眼公サリエルも等しく消えて、『門ゲート』が崩くずれ去る──

[image: ]




「どうか、ずっと幸せで」




　言葉だけが残る。

「……おか、あ、さん……」

　八慧の呟つぶやきが零こぼれ、その両目が、大おお粒つぶの涙を宿した。言いたいことは山ほどあった筈はずが、胸に痞つかえて出てこなかった。

　そしてシオンの身に、凄すさまじいまでの魔ま力りよくが集結した。優ゆ卯うが今いま際わの際きわに願ったであろう願い──即すなわち魂たましいの精せい髄ずいが、温かく流れ込んで満ちる。

　三頭の術式は、今こそ完成した。血の紋もん様ようが激しい光を帯びて幾いく重えにも浮かび上がり、積層を成しながらシオンへと集つどう。シオンの全身に纏まとわり付いていく。

　指輪がシオンの体を導く。左腕を持ち上げ、五指の先端を上空の八マ咫モ梟ンへと向ける。血の紋様が腕を這はい上がり、手を、指を覆おおって超過し、多重の螺ら旋せんの先に幾つもの輪となって、虚こ空くうに描き出す。長大な砲ほう身しん──シオンはそうして砲塔ガンタレツトと成った。堅けん牢ろうな魔ま術じゆつ装そう甲こうと、強きよう靭じんな主砲を備えた魔術兵器に。

　天空には既すでに、人類最強の破は壊かいが影かげを落としている。十じゆう字じ架かにも似た機き影えいを背負い、八マ咫モ梟ンは目を細めていた。

「現し身アバター如ごときに動かされるとは、邪眼公サリエル、愚おろかな」

　応じて、シオンは叫ぶ。

「てめえがそうやって馬鹿にしてきたものが、どれほどの力か、見せてやる」

「ほざけ」

　八マ咫モ梟ンの言葉に続き、四発の戦せん略りやく核かくが投下された。

　しかし、シオンには恐おそれもない。父と母、娘の再会を照らし上げたこの光が、今いま更さら何に負けるというのか。これは翳かげりなき光だ。

「……受け取りやがれ──」

　指輪が輝かがやく。先さき触ぶれの光。

「『三聖頌トリスアギオン』」

　一いつ瞬しゆん、地上を満たす光。倒れ伏ふした八慧と八や尋ひろを照らす。シオンの構えた砲身の先端へと収束し──放出！　天へと駆かけ上る閃せん光こう──辺あたりは静せい寂じやく。景色を塗ぬり潰つぶす光が、まるで音すら吞のみ込んだように。同心円状の衝しよう撃げきが地上を奔はしり、砂に模様を刻んでいく。

　中空、四発の戦略核が立て続けに起き爆ばくする──欲望の最さい果はてに灯ともる光を──電磁波を──爆風を──そして、原子核より生まれる破は滅めつの力を──あらゆる悲劇を齎もたらし得る力を、跡あと形かたも無く消し去りながら、光の奔ほん流りゆうは進すすみ往ゆく──

　八マ咫モ梟ンは咄とつ嗟さに、黒翼で身を抱いだくように守りの姿勢を取った──直後、閃せん光こうが到達！

「ぬ、うぐ、ぐうう……おォッ！」

　耐たえる！　全身を激しく震ふるわせながら叫ぶ！

「クアアァアッ、この程度かソロモン！　負けぬぞ！　私は希こいねがわれた太陽！　世界よ滅ほろべと願われる限り、決して堕おちぬ！」

「そんなものは、上うわ辺べの願いだろうが！」

　シオンは叫び返す。

　世界の滅びを望む者がいたとしても、それは何かの願いの代替品に過ぎない。叶かなえられるべきは、満たされるべき欲求は、常にそれではない。純然とただ、何の理由もなく、世界の滅びを望む者などいない。

「てめえに神様の真ま似ね事ごとをする資格はねえ……沈め、鍍金めつきの太陽!!」

　光こう輝きが出力を増す──吞のみ込まれ、薄れてゆく輪りん郭かく。八マ咫モ梟ンの貌かおに浮かぶのは、狂気的な笑みであった。

「ぐ、あ、嗚あ呼あ……ああ……ふひ、ひひ……こ……この光も、欲し──」

　呟つぶやきごとその姿を完全に吞み込み、光は空を満たした。

　異郷の天空を射い抜ぬく閃光、天地を繫つなぐ光の柱！

　やがて細まり、消えてゆく。消え去っていた音が、現象が、戻もどってくる。

「──く、ふうっ！」

　強く息を吐はくと、シオンは膝ひざをついた。鮮せん血けつで描かれた砲ほう身しんが崩くずれ、魔ま術じゆつ装そう甲こうが剝はがれ落ちていく。その顔は蠟ろうの如ごとく白い。血を失いすぎていた。

　重たく軋きしむ体を動かし、数歩の距離を必死に歩いて、八や尋ひろと八や慧えの近くに寄った。二人とも仰あお向むけで目を閉じていたが、その胸は深い呼吸のリズムで上下している。

　安あん堵どの息を一つ。

　そうして二人の無事を確認してから、左手を挙げた。薬指に輝かがやく指輪。このままでは、いつ気絶するか分からない。その前にやらなければならないことがある。

「正体不明アモン、王命にて汝なんじを再び臣下へと封ふうず。疾とく従え」

　八マ咫モ梟ンは指輪の旧臣ではない。専属契約は、正体不明アモンの名で行わねばならない。

　虚こ空くうより声が返る。

『……ソロモン、私は貴方あなたに負けたのではないわ。人の願いに負けたのよ。愛は全すべてを救うなどと、生なま温ぬるい夢を捨て切れない、人の願いに』

　最後の負まけ惜おしみを残し、黄金砂の彼方かなたで弱々しく輝いていた太陽が、より小さな光となって指輪へと吸い込まれていく……指輪が専属契約が完了を告げ、残照の如き光を放った。

　そして、夜がやってきた。

　見渡す限り荒こう涼りようとした、銀色の砂さ漠ばく。爆ばく撃げきの熱によって溶とけ、硝子ガラス化した砂が寒々しく輝かがやいている。茫ぼう漠ばくとした風ふ情ぜいがある。

　見上げれば、先の光線が上天に開けた巨大な穴が、急速に広がりつつあった。風景が砕くだけ散りながら、濛もう々もうと霧きりを発散させている。今度こそ『王国』の崩ほう壊かいだ。

「──シオン……」

　静せい寂じやくに響ひびいた掠かすれた声に、シオンは視線を落とした。八や慧えが薄く目を開いている。

　傍かたわらに膝ひざをつき、血に汚れた顔を覗のぞき込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　八慧は穏おだやかな表情を浮かべていた。

「うん、平気……やったね……」

「ああ……お前とオッサンのお陰かげだな。後、優ゆ卯うさんの」

　八慧の瞳ひとみが滲にじむ。隠かくすように両腕を上げ、顔の上を覆おおった。

「……おかーさんに逢あえて、嬉うれしい」

「良かったな」

「でも……また伝えられなかったんだ……おかーさんのこと、大好きって」

　シオンは首を振った。

「……伝わってるさ」

　不思議そうに見返してくる、八慧の瞳を覗いて続ける。

「邪眼公サリエルの中に還かえってから、優卯さんはずっとお前を見守ってたんだ。お前がどんだけ大事に思ってきたか、伝わってるに決まってんじゃねえか。ずっと、一いつ緒しよに居たんだから……」

　言葉を聴きく内に、八慧の瞳がみるみる潤うるんだ。両腕が伸びてきて、見下ろしていたシオンの首に抱だき付いた。縋すがり付くように。

「お、おい!?」

　シオンは狼狽うろたえる。淡あわい抱ほう擁よう。その淡さ故ゆえに、胸を締しめ付つけるような。

　八慧は嗚お咽えつを漏もらしながら、震ふるえる声で言った。

「ありがと、シオン……」

　何と返すべきか、シオンは悩み込んでしまう。八慧はもう一言、朦もう朧ろうと呟つぶやいた。

「ずっと……優しくしてくれて」

　漸ようやくシオンは言葉を思い付く。

「……俺おれは……お前に何がしてやれたのか分からねえ。ずっと空回りしてた気がする……でも、それは良いんだ。こうしてお前が、無事だったなら……俺は……」

　語るうちに、ふと気付けば、八慧の吐と息いきは深かった。体からは力が抜ぬけている。気を失ったのだろう。両腕はしっかりと、シオンに抱き付いたまま。

　シオンは眉み間けんに皺しわを寄せ、口元だけで微ほほ笑えんだ。八や慧えの両りよう膝ひざの後ろに左腕を、左ひだり脇わきから背中へと右腕を回し、抱だき上げる。姫ひめ君ぎみのように。

「……それが、一番嬉うれしいんだよ」

　そう呟つぶやいて見下ろす。穏おだやかな八慧の表情を。全すべてが報われた瞬しゆん間かんだった。

　砕くだけ散っていく世界の破片の霧きりの中、一度黙礼する──優ゆ卯うさん、ありがとう。俺おれの祈いのりを聞き届けてくれて。

　優ゆ卯うは八慧を守ってくれと願い、八慧は優卯の面おも影かげを求めた。そんな二人の想いがあったからこそ、邪眼公サリエルの力が八慧に発現したのだろう。

　それから、指輪を通じて『内門』へと命じた。

　──不当なる虜りよ囚しゆう各々を、在るべき所へ返せ、正体不明アモン。

　瞬間、嵐あらしの海のうねりに似た激しい浮遊感が体を襲おそい──







　　終章　その歌は誰たが為ために







　見渡せば、倒とう壊かいしたホテルのレセプションだった。

　シオンはやれやれと白い息を吐はく。辺あたりはやはり寒い。残された少ない魔ま力りよくは生命維い持じに使っているので、凍こごえそうだ。

　床ゆかに八や尋ひろが大の字に寝そべっているのが見えた。相変わらず気絶しているのかと思えば、豪ごう快かいな寝息を立てている。常人とは思えない生命力だ。

　旬じゆんの姿は無かった。他の行方ゆくえ不明者たちも。恐おそらくは領土に招かれる前、各人が居た場所へと還かえったのだ。夢だったと思うだろうか。それとも、記き憶おく操作が行われるか……その辺りの判断は、各国の当とう該がい機関次第だろう。

　しっかりと八や慧えを抱かかえ、鉛なまりのような足を引ひき摺ずり、硝子ガラスを踏み砕くだきながら外に出て……

「うお……」

　絶句した。余りにも凄すさまじい破は壊かい。シオンが出てきたホテル以外、瓦が礫れきの山だった。それこそまるで、爆ばく撃げきでもあったかのように。

　町を取り囲むマクドネル山脈の稜りよう線せんを、清らかな光が縁ふち取っていた。夜明けが近い。

「──よう」

　朝焼けの下、瓦礫の上に腰を下ろした人ひと影かげが、眩まぶしげに目を細めている。左腕は無く、右手で長大な剣を肩に担ぎ持っている。

　シオンは見上げて言う。

「酷ひでえ格好だな、大だい丈じよう夫ぶか？」

　架かヶが世せは鼻で笑った。

「物足りんくらいだ。そっちこそ大たい概がいだぞ」

　シオンは微かすかに肩を竦すくめた。

「正直、今にもぶっ倒れそうだ……」

「じきに迎えが来る。それまで我が慢まんするんだな」

　架ヶ世が言うが早いか、ヘリのローター音が響ひびいてきた。シオンは黎れい明めいの空の機き影えいへと顔を向け、独ひとり言ごとのように言った。

「……お前が生きてて、ほっとした」

　架ヶ世は顔を顰しかめた。

「抱えた女の心配だけしておけ」

「お前の心配したら、いけねえかよ？」

　飛来したヘリが、荒あれたアスファルトの上に着陸する。ローターの起こす風に、二人の髪が暴れる。架かヶが世せが髪のことなど気にせず口を開く。

「何でも一人で抱かかえられると思うな」

　担たん架かを担いだ救護班が、慌あわてた様子で降りて向かってくるのが見えた。

「……お前の腕は、その重そうな女で一杯だろうが」

　渋じゆう面めんの架ヶ世はそう言い残すと、瓦が礫れきから飛び降りて歩き出す。その背中へと尚なおも言いい募つのろうとしたとき、

「……そんな重い？」

　シオンの腕の中、遠えん慮りよがちに声がした。

「いや……時々抱えてるって、忘れそうになるな」

　そう返せば、小さく笑う声が返った。

「起きてたのかよ。休んでて良いんだぞ」

　少しの間があって、

「……私、あんたに謝らないと」

　シオンは眉まゆ根ねを寄せる。

「いやだから、別に謝ることはねえって……」

「違うの。おかーさんのことじゃなくて。正体不明アモンが言ってた、私が……あんたに同情してたって、あれ」

　語る八や慧えの口調は、衰すい弱じやくしている以上に苦しげだった。

「……あれ、本当なの……私ね、お姉さんぶって、あんたを慰なぐさめなきゃって思って、本当は自分の方が不幸じゃないって、安心してた……いやしいよね」

「いや……」

　シオンは軽く首を傾かしげ、思案してから続ける。

「お前それ、俺おれのこと不幸だと思ってるからだろうけど、別に不幸じゃねえよ俺は。自分が不幸だとは、微み塵じんも思わねえ」

　──今は、だがな……昔はまあ、そう考えたことはあった。

「どうしてか、分かるか？」

　そう言って見下ろした八慧の瞳ひとみには、戸と惑まどいがあった。

「え……わかんない……」

　今も鮮せん明めいに脳裏に焼き付く、あの破は滅かいの町。悲劇の記き憶おく。アレイスターのことを考えれば、怒いかりの気持ちも湧わいてくる。これから何度も、悪夢に魘うなされるだろう。両親との輝かがやかしい想い出も、胸を締しめ付けるだろう……しかし、それでも。

「俺には、お前がいたからだよ」

　八慧も架ヶ世も、潔けつ癖ぺき過ぎる。例え利己的な理由が底にあっても、それで救われた人間からすれば、感謝以外の何もないのに。

　八や慧えは俯うつむいた。表情を隠かくすように。

「……そっか」

　小さく呟つぶやく。

「ああ。だから気にすんな」

　架かヶが世せの後に続き、ヘリに向かって歩き出せば、八慧は身を小さくして、シオンの胸に頰ほおを預けてきた。

「……もう少し、寝て良い？」

「お、おう……」

　八慧らしからぬ甘え方に、シオンは戸と惑まどう。触ふれ合った箇か所しよから緊張が伝わってしまわないだろうか？　そんなことを考えている自分に気付いて、更さらに戸惑う。ヘリに辿たどり着き、八慧を先に座席に載のせて、安あん堵どの息を吐いた。

　救護班にホテルで八や尋ひろが寝ていることを告げてから、自分も搭とう乗じようする。ややあって救護班が、大おお鼾いびきをかいている八尋を担たん架かに載せて運んできた。冬眠している熊くまのような風ふ情ぜい。

　そうして、凱がい旋せんに相応ふさわしい朝焼けの中、ヘリは飛び立った。

　シオンは暫しばらく荒こう野やに昇る朝日を眺ながめていたが、ふと機内に目を向けた。シオンの肩に頰を預けた、八慧の無む邪じや気きな寝顔。その向こうには、瞑めい目もくしている架ヶ世。自然と笑みが零こぼれる。

　──お前らがしてくれたこと、忘れねえよ。







　東京都下、複数の路線が連結する駅の、高こう架か状歩ペ行ド者ウ回エ廊イは、人で溢あふれかえっていた。日曜の午後である。

　手製のものだろうか、露ろ天てんでアクセサリーを売っていたり、ギターを弾ひいて路上ライブに興じていたり、我が武む者しや羅らな夢に浸ひたる若者たちの姿がある。

　ふと、草臥くたびれたスーツ姿の男が一人、人混みの中立ち止まった。若いとは言い難がたい年齢だが、中年というほど老けてもいない。何をするでもなく、若者の歌声に耳を傾かたけている。その姿を見て、ミコット・ダグハートは直感する──あの人、多分来るわね。

　やがて、おひねり入れ代わりに開いて置かれたギターケースに硬こう貨かを投げ込むと、男は意を決したように、ミコットの座る辻つじ占うらないのテーブルへと歩いて来た。案の定。

「あの……」

　男が遠えん慮りよがちに言うのに、ミコットは気さくな笑みを浮かべ、やんわりと片手で対面の椅い子すを示し唆さする。

「取とり敢あえず、お座り下さいな」

「ああ、はい」

　男は安あん堵どの表情を浮かべて腰を下ろした。彫ほりの深い顔立ちと褐かつ色しよくの肌はだを持つ、いかにも外国人のミコットに、最初は皆不安がるようだ。立て看板にはちゃんと日本語で『占うらない、千円ポッキリ』と書いてあるのだが。

　男は堰せきを切ったように話し出した。ミコットの纏まとう妖よう艶えんでありながら大らかな雰ふん囲い気きは、向かい合う相手の心のバリケードを緩ゆるめる──自分はこのまま今の会社を続けるべきか、それとも脱サラして、長年の夢であった喫きつ茶さ店てんをやるべきか……

　ミコットは絶妙に相あい槌づちを打ちながら聞き終えると、男の誕生日を尋たずねた。そこから導き出される占いの結果を踏まえながら、やんわりと婉えん曲きよく的に、それは家族と相談して決めるべきだと諭さとした。占いの大半は話術だ。

　男は満足した様子だった。財布から千円を取り出してミコットに渡し、そのまま立ち上がろうとした。

「──お待ち下さいな」

　ミコットは呼び止めると、膝ひざに置いたポーチからカードの一デ揃ツえキを取り出た。慣れた手付きで扇せん子すのように開いて、男へと差し出す。

「一枚、引いてみて」

　男は何気なくカードを引いたが、描かれた柄がらを見て眉まゆ根ねを寄せた。無数の文字や記号に囲まれた、難解な絵え柄がらだった。これらのカードはアルカナやルーン、易えき占せんやオラクル……様々な異郷学的手法を取り入れた、ミコットの手製のものだ。何重にも暗号化されており、常人には到底理解できない。

「あの……これは？」

　尋ねる男。ミコットはカードを回収し、満面の笑顔を見せた。

「良い卦けよ。きっと上う手まくいくわ。頑がん張ばって」

　男は吹っ切れた表情で礼を言い、立ち去って行った──直後、ミコットは店みせ仕じ舞まいの準備に取り掛かった。その顔には険しさがある。

　ミコットは最後、噓うそを吐ついた。占い師として、必要ならば噓も使う。知らない方が良いことも、世の中にはあるのだから。

　今日占った四人の客全員が、同じカードを引いた。あれは無む慈じ悲ひにして巨大な災さい厄やくの訪れを表すものだ。一人二人ならその人自身の運勢だろうが、こうも続けば間違いない。何かが起きようとしているのだ。この地全体に良くないことが。

　黒装退魔師団ホーリーオーダー本部に向かわなければならない。モニカに知らせなければという使命感もあるが、足を向ける理由はもう一つ──予言課マクベスの三魔ま女じよ、最後の一人。彼女の力の使いどころかもしれない。

「間に合えば良いのだけど……」

　空を見上げて呟つぶやく。

　梅つ雨ゆ明けの空は爽そう快かいに青かったが、その向こうには夏だけではなく、人知の及およばぬ暗雲と霧きりが待ち受けているのだった。







　蓋ふたを開けてみれば、一番重傷なのはシオンだった。対魔ま力りよくによる傷に加え、正体不明アモンを含めた八体の悪あく魔ま、魔劒侯アンドラス、暗殺座長カークリノーラス、海ヴ洋エ公パ女ル、面影伯ビフロン、銀鎧公サレオス、吟詠妃ゴモリー、鋭カ嘴イ鶫ムらとの一いつ括かつ専属契約のせいで、魔力の消しよう耗もうが著しかったからだ。

　本部医務室のベッドで呻うめき、のた打ち回り、何度か死を覚かく悟ごして……漸ようやく落ち着いたのは月曜の明け方だった。一日苦しんでいたのだ。薄暗い病室で、かき上げた髪の毛に白髪が増えている気がした。まあ元々白いのだが。

　安静にしておいた方が良いとの日ひ流る子この診断に逆らい、学校には行くことにした。先週もかなりの日数休んでしまったし、週初めから休むのは気に食わない。シオンは基本的にクソが付くほど真面目なのだ。

　そんなこんなで今、海沿いの通学路を歩いている。いつにも増してだるそうな調子で。

「……お前、ライブ行っときゃ良かったのに」

　隣となりを歩く八や慧えへと欠伸あくび混じりに言えば、八慧も同じタイミングで欠伸をしていた。付きっ切りでシオンの看病をしていたのだから、睡眠不足の度合いでいえば同じだ。ジト目でシオンを見返しながら、

「行くわけないでしょ、死にかけのあんたほったらかしで」

「旬じゆんのこと、気になってたんじゃねえのか？」

　黒装退魔師団ホーリーオーダーは、旬には記き憶おく操作の必要はなしと判断した。監視員からの報告によれば、不思議な夢を見たと認識しているらしい。その方が良い。

　しかし、三聖頌トリスアギオンによる衰すい弱じやくはなかったにしても、彼女も正体不明アモンに生命力を吸われている。体調は万全とはいえなかったろう。なのにライブは行われた。それが彼女の希望だったのかどうかは、分からない。

「まーね、それは……」

　八慧は空を見上げた。漸く梅雨も去り、抜ぬけるように青い空を。

「でも、あの子は平気でしょ、もう」

　八慧の表情は、空模様が映り込んだように明るい。そのお陰かげもあってか、シオンも気き兼がねなく、自然に尋たずねることができた。

「お前の方は、どうなんだ？」

「……私？」

　八慧は両手を腰の後ろで組むと、軽やかにステップし、シオンを向いて笑った。

「ちょーげんき！」

　シオンはやはり、色々と心配していたのだ。母親のことや、出生について。自分が半分、異郷徒の血を引いているという事実は、彼女に何らかのショックを与えているのではないかと。そうした何もかもが馬鹿らしくなるような、会心の笑顔だった。これからくる季節を思わせる笑顔だ。向日葵ひまわりのような。

　夏間近の海は強きよう烈れつに青い。沖にはのんびりと回る発電風車の煌きらめきがある。暢のん気きなカモメの声がする。

「……そうかい」

　天使の血を引いている、というのは、いかにも彼女に相応ふさわしい気がした。少し気は強いが、優しい小さな天使。

　坂を上り、校門を潜くぐり、駐輪場に差し掛かったところで、

「──おーっす、御両人！」

　折おり畳たたみ自転車を駐車していた生徒が、小走りでやって来た。和わ田だ光みつ彦ひこことムギワラだ。

「はよー」

　八や慧えが片手を挙げるのに、ムギワラは意外そうな顔。

「お、なんだ古こ都と城しろ、今け朝さは機き嫌げん良いっぽいな」

「まーね♪」

　八慧の語尾に八分音符が踊おどる。

　ムギワラは視線をシオンへと向け、

「それに比べて、お前はいつにも増してアレだな……ダメなカンジだな……」

「まあなァ……」

　再び欠伸あくび混じりに返す。今日ばかりは、授業中起きていられる自信がない。

　ムギワラは声を潜ひそめ、

「……やっぱアレか、先週金曜日休んだ、アレの後こう遺い症しようか？」

「あー……」

　シオンは嫌いやな予感を覚えつつ、尋たずね返す。

「あのさ、俺おれ、何で休んだんだっけ？」

　ムギワラは八慧に遠えん慮りよするように耳打ちした。

「エロサイト見すぎて、眼精疲労で入院だって……お前の親父さんらしき人が。大変だったな、俺も気をつけるわ……」

「………………まあ、眼は時々休めた方が良いな」

　もう帰ろうかと思う気持ちを何とか奮い立たせ、辿たどり着いた教室には、どことなく晴れやかで活発な気配が満ちていた。なにしろ一週間ぶりの快晴である。

　自分の席へと向かいながら、斜ななめ後ろの席に既すでに座っている架かヶが世せを見れば、相変わらずの腕組み。腕は無事再生したようだ。無愛想さも相変わらずで、挨あい拶さつすらない。だがこうして学校に来ていることが、彼なりの距離感なのだろう。何となく分かってきた。

「──アァン、シオォォンッ！　そんな、インターネットでエッチな画像探すくらいなら、アタシが魅みせてあげるわよ、この肉体美フゥン……」

　後ろの席、切なげな表情でポージングしているリキを完全に無視し、シオンは席に着く。

　隣となりに腰を下ろした八や慧えが、

「……あんた、そんなことしてたの？」

　ジト目で言ってくる。

「濡ぬれ衣ぎぬだ」

　──大体お前の親父のせいだぞ。

「ホントに？　汝なんじ、姦かん淫いんするなかれ、だからね？」

「アホか……」

　そう軽口を返したとき、風切り音がして、シオンは戦せん慄りつした──しまった、これは……目め潰つぶしだ！　今の疲労し切った俺おれじゃ、避よけられねえ！

　思わず目を瞑つむって身を硬かたくしたが、ズムリとした衝しよう撃げきはなく、代わりに優しく両りよう瞼まぶたを押される感覚があった。

　目を開いてみれば、八慧は片腕を伸ばした姿勢、悪戯いたずらに微ほほ笑えんでピース。

「にゅぎゃー……すぐアホとか言わないの」

　シオンは顔を顰しかめて視線を逸そらす──何だ？　妙みように……調子狂うな、なんか。

「──おっはよー」

「あ、咲さく夜や、おはよ」

　挨あい拶さつしながらやって来た咲夜は、八慧をじっと見み詰つめてから、微び笑しようを浮かべた。

「……なんか八慧ちゃん、良いことあった？」

「え？　あー……うん、まあ」

「そっかあ……」

　咲夜はシオンへと視線を向けると、良い笑顔で右手の親指を立てサムズアップた。

「シオン君ぐっじょぶ！」

　──何を察したんだ、お前……多分、間違った想像してるぞ。

　八慧は徐おもむろに言う。

「ねえ、昨日ＪＵＮＥのライブ行ったんだよね？」

「うん、行ったよー！」

「どうだった？」

　咲夜は両目を、星もかくやと輝かがやかせ、

「もうね、もう、すうっ──」

　溜ためる溜める……

「──っごく良かった!!　歴史に残るよあれは！　ＪＵＮＥ、凄すごく気合い入ってて、まあいつも凄いんだけど、昨日はもー、鬼き気き迫るっていうか、歌とかも凄くって!!　何かあったのかなあ？」

　語ご彙いの少なさを勢いで補う、微ほほ笑えましい感想だった。
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　何かあったのか？　一ひと言ことで言うとするならば、彼女は取とり戻もどしたのだ。本来彼女が持っている筈はずの輝かがやきを。八慧が通学路で言っていたように、穂ほ波なみ旬じゆんはもう平気だろう。

「あ、それでね、これ！」

　咲さく夜やは軽くお辞じ儀ぎをするように、頭を突き出した。豊かな髪の根元に、安っぽい玩具おもちやの髪かみ留どめがくっ付いている。

「こんな感じの髪留め、ＪＵＮＥがしてたんだ。早速真ま似ねしてみたんだけど、似合う？」

　八慧は顔を綻ほころばせる。旬の母親が旬に願ったことが、こうして広がっていく。それはとても良いことだと思う。

「ん、可か愛わいいよ！」

　八慧に続いて、ムギワラが感想を述べる。

「うーん、ＪＵＮＥは似合うけど、花はな吹雪ふぶきだと何か子どもっぽいかな……」

　咲夜が眉まゆ毛げを吊つり上げた。

「なにーっ!?　そういうコト言うからモテないんだよムギワラ君は！」

「えっ、い、いや、よく見ると可か愛わいいかな！　や、すげー可愛いと思う！　だからモテモテにして下さい、お願いします……」

　そんな会話を耳に──成る程、流行ってのはこんな感じに生まれるのか……と、妙みように感かん慨がい深く思いながら、シオンは窓の外に目を遣やる。

　染みるほどの青。

　今日もこの空の下、霧きりは街を覆おおい、悪あく魔まは誰だれかを悲劇へと手招きするのだろう。十年の時を経て、アレイスター・クロウリーは再び動き出した。闇やみに愛された天才は、良からぬことを企たくらむのだろう。

　しかし、シオンは知っている。一人の少女が夢を喰くらう濁だく流りゆうの中から、自らの力で再び立ち上がったことを。欲望の暗い側面から、再び輝かがかしい夢へと羽ばたいたことを。その姿が教えてくれた。何かを吞のみ込む欲望だけではなく、何かを創り出す希望も、人の心には眠っているということを。

　少なくとも八や慧えは、哀かなしい夢から解き放たれた。シオンにはそれが嬉うれしかった。心配性のシオンの悩みごとも、一つ消えたわけだ。







　──そして、一週間後の日曜日。

　物言わぬ石と囁ささやく深緑の園そのに、シオンの姿はあった。Ｔシャツにデニム、銀髪を隠かくすワークキャップ。そんなカジュアルな服装で、優ゆ卯うの石せき碑ひの前に立っていた。

　今日は個人的に足を向けたので、八や尋ひろと八慧は居ない。まだ朝だというのに、陽気はすっかり夏めいて、気の早い蟬せみが鳴いている。清かな青空の下にあって物悲しさは薄うすれ、辺あたりには長閑のどかな気け配はいが漂ただよっている。

　用意してきた白いカーネーションの花束を献けん花か台だいへと捧ささげ、目を閉じた。心は祈いのりで満ちている。

　──優卯さん、お陰かげで助かりました。八慧は元気にやってます。

　伝えたかったのは感謝と報告……そして、

　──俺おれが守りますから。オッサンと、八慧のこと。

　決意の表明だ。

　ずっと言いたかったが、言えなかったことだった。

　死の間ま際ぎわにあってすら家族のことを想い、魂たましいの最後の欠片かけらまで振り絞しぼって娘を守ってみせた、そんな優卯が安らかに眠れるように。そのために来たのだ。つまり、彼女の魂の平へい穏おんのために。

　静けさの中、願いが満ちていく。今や戸と惑まどいはなかった。

　やがて目を開く。黙もく禱とうを終えてふと考える。自分の母はどうだったのだろうか。あれほどに強く、自分を想っていてくれたのだろうか。

　すぐに微ほほ笑えみ、軽く首を振った。

　疑う余地が何ど処こにある？　優ゆ卯うの真っ直ぐな想いを、無む償しようの願いを見た今。自分の母もそうであったに違いないのだ。優卯の想いが死の別離を超えて奇き跡せきを起こしたというのなら、自分にとってあの黄金の日々もまた、奇跡そのものだったのだから。

　故郷と父母の思い出に心を奪うばわれたまま、暫しばらく風のそよぐ音を聞いていたが、

「──っと……やべえ」

　やがて穏おだやかだったシオンの表情に、俄にわかに焦あせりが滲にじんだ。これから約束があるのだ。移動時間を考えると、なかなかタイトなスケジュールだった。

「じゃ、また来ますんで……」

　声に出して言い、急いで踵きびすを返しかけたとき──ごう！　と、風が巻いた。先週と同じように草花を歌わせ、花束を巻き上げていく。突とつ風ぷうが吹きやすい立地なのだろうか。それだけにしては、どうだ？　舞い上がった白い花弁が、朝の空に舞う様はあまりに美しかった。呆ぼう然ぜんと見上げるシオンに、意味深く感じさせるほどに。

　祝福するかのような、花びらの雨。







「──遅かったね？」

　見上げてくる八や慧えの口調に、責めるような響ひびきは微み塵じんもなかった。ただ純じゆん粋すいに疑問、といった風である。

　穂ほ之の原はら区、繁はん華か街がい前のモノレール駅、改札脇わき。行き交う人に埋うもれそうな小さな姿。しかしシオンには、遠くからでも彼女であると気付けた。

　髪には花のモチーフのコサージュ、アンサンブルの花はな柄がらワンピースに、ヒールの高いミュール。肩からはポシェットを下げている。動きやすい服装を好む彼女にしては珍しい服装。花に埋もれたかのような、甘いコーデだった。

「……悪いな、待たせて」

　シオンの返事はぶっきらぼうだった。普ふ段だんと少し違う雰ふん囲い気きに吞のまれかけていた──ただケーキを食いに行くだけ。それだけなのに。

　確かに二人でこうして改まって出掛けるというのは、考えてみれば全然記き憶おくにないが、ケーキを食べるだけ、それだけのことだ……それだけなのに。初夏の光を薄く纏まとうような、八慧の姿に気け圧おされていた。上う手まく視線を合わせられない。

「んーん、別に良いけど。寝ね坊ぼう？」

「ん、まあな」

「ふーん、らしいねえ」

　楽しげに笑う八慧。

　シオンは意を決けつすと、遠くに退たい避ひさせていた視線を再び戻もどした。

「……その服、どうした？」

　訊きくのを躊躇とまどっていたのは、変に意識してしまっているみたいだったからだ。しかし全く触ふれないというのは、その方が不自然じゃないかと思い直した。

　八や慧えはやや気き恥はずかしそうに俯うつむくと、前髪を触さわりながら、

「ん……咲さく夜やと旬じゆんに訊いて、揃そろえてみたんだけど……やっぱ変、だよね」

「いや……んなことねえよ」

　シオンが返せば、八慧は少し視線を上げ、上うわ目め遣づかいで、

「ホント？」

「ああ」

　シオンは視線を外しながら、片手で帽ぼう子しの鍔つばを下げた。邪じや眼がんの能力でも使っているのではないかと疑いたくなるほど、八慧の眼には不思議な魔ま力りよくがあった。

「まあ……似合ってんじゃねえか」

　シオンの感想を受けると、八慧は一いつ瞬しゆん驚いた顔を見せてから、再び急いで俯いた。消え入りそうな声で言う。

「あ、ありがと……」

　互いに視線を合わせないままの、むず痒がゆい沈ちん黙もくが舞まい降りた。らしからぬ反応に、どう返せば良いのか、何を言えば良いのか、シオンにはまったく分からなくなってしまった。今はもう、いっそ目め潰つぶしをされた方が良いとさえ思う。

「……あー、その……ケーキ屋ってのは、結構遠いのか？」

　藁わらにも縋すがるようにシオンが口にすれば、八慧は顔を上げた。

「あ、えーっと、そんなでもないよ。十分ぐらい歩くかな？」

「そうか、じゃあ行こうぜ」

　シオンは踵きびすを返すと、先んじて歩き始めた。逃げるように。

　後に続こうとした八慧は、そのとき、ふとシオンの肩に白い何かが載のっていることに気付いた。最初は紙くずかと思ったそれが、花びらであると分かったとき、八慧は一瞬驚いた顔をして、それから微ほほ笑えんだ。それこそ花が綻ほころぶかのように。

　八慧は早足でシオンに追いつくと、片手を伸ばして花びらを指で摘つまんだ。

「？　なんだ」

　怪け訝げんそうにシオンが見下ろせば、

「なんでもないよ！　……ちょっと、嬉うれしくて」

　とびきりの笑顔が返った。これから来る季節を想わせる、奇き跡せきめいた笑顔。視線を外せないでいるうちに、手に柔やわらかい感かん触しよくがあった。八慧がシオンの手を取ったのだ。

「行こ」

　この上なく幸せそうな笑顔だった。これから始まる一日を、心の底から楽しみにするような仕し草ぐさだった。八や慧えの無む邪じや気きな振る舞まいに、シオンの強こわ張ばっていた心も解けていく。自然と笑えみが零こぼれた。今日は楽しもう。ケーキもきっと美お味いしい筈はずだ。

　このまま彼女に手を引かれて、夏まで行ける気がした。向日葵ひまわりの咲く夏まで。
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　　あとがき




　皆様、お久しぶりで御座います、多た宇う部べです！

　……ああ、この『お久しぶり』という挨あい拶さつをしなくて良いぐらいの執筆速度が欲しい……一ヶ月ぶりですね、とか言ってみたい……

　ともあれ！　こうして再び悪あく魔まの蔓延はびこる世界で皆様とお会いできましたことを、嬉うれしく思います。如何いかがでしたか？　楽しんで頂けましたか？

　あとがきから読まれる方のため、内容にはあまり触ふれずにおきますが、少しだけ。

　これは夢と欲望の物語です。叶かなうから見る夢ではなく、果たされるから欲するのではなく、効率や合理性など考えず、愚ぐ直ちよくな衝しよう動どうに突き動かされるままに手を伸ばしてしまうような。

　昔、ＴＶのＣＭだったか、『忘れよう、忘れようとする人こそ、一番忘れられない人なんだ』というようなセリフがありました。確か高たか倉くら健けんさんが出演されていたと思うのですが、随ずい分ぶん古い話になりますので記き憶おくが曖あい昧まいで、間違っているかもしれません。まあつまり、そうした渇かつ望ぼうを描きたいと思ったのです。

　また今回登場する悪魔には、私自身、かなり思い入れがあります。元々は私の友人に悪魔に詳くわしいヤツがいて、彼の好きな悪魔の一柱だったというのが、興味を持ったきっかけでした。面白いエピソードも数多くあるのに、あまり触れられなかったことは、少しばかり心残りです。いずれ短編などの形でお目見えできたら良いんですが……っと、これ以上いけない！

　そういえば、パソコンを買い換えるついでに、長年使っていたベッドを捨てました。部屋の半分以上を占しめていて邪じや魔まだったのです。次巻は新しいパソコンで、能率アップが見込めるでしょうか！　構想はある程度固まっているんですが、うーん……水着会やりたいんですけど、水着入る余地があるかなあ……悩みどころです。




　さて、では頁ページも進んだこの辺あたりで、お礼の言葉を。

　担当の粂くめ田た様、並びに編集部の皆様、今回もお手数をお掛けしました……（土下座）。すーぱーぞんび先生、お仕事が繁はん忙ぼう期にかかってしまったかと思います。申し訳ありません。しかし、今回いただいたイラストも最ッッッッ高でした！　また、出版に携たずさわって下さる全すべての方々も、有難う御座いました。

　そして当然、読者の皆様！　執筆中に詰つまってしまったときには、待っていて下さる皆様のことを思って、筆を進める力としております。有難う御座います。

　それではまた、次巻でお会いしましょう。

　ちなみに著者近きん影えいは、実家の犬で……おや？　犬の様子が……？


多た宇う部べ貞さだ人と
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多た宇う部べ貞さだ人と

一九七八年愛知県生まれ東京育ち、東京在住。

二〇一三年秋、悪魔を召喚。将来は日本の野球界を背負って立つ筈だった大リーグ級の肩（脳内設定）を生贄に捧げ、『断罪のレガリアⅡ』を完成させる。
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すーぱーぞんび

平日はゲーム屋さん勤務、休日はバイト戦士。そして提督と狩人も兼任中。おや？　余裕のあったスケジュールのはずが……ちなみに今回の有給大作戦は３日分でおさまりました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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